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・
学
校
が
快
適
に
な
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仕
事
術
」

すべての子供の学力を保障する

教育 12
2021

No.540
December

教育技術研究所

特集

学校が快適になる「仕事術」
先生の仕事って楽しい！

令和3年11月15日発行（毎月1回15日発行）第540号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

マラソン大会！
長い道のりだけど頑張って完走しよう！
マラソン大会！
長い道のりだけど頑張って完走しよう！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”・・・下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「ものの名まえ」 　　　　算数　「けいさんぴらみっど」
小学2年　国語　「わたしはおねえさん」 　算数　「図をつかってかんがえよう」
小学3年　国語　「書き初め指導」　　　　 算数　「重さ」
小学4年　国語　「慣用句」　　　　　　　 算数　「仮分数に直す」
小学5年　国語　「冬の朝」　　　  　　　 算数　「割合」
小学6年　国語　「きつねの窓」　　　  　 算数　「データの調べ方」

中学校の授業実践
国語　「向山洋一氏の説明文の指導を
　　　　中学新教科書でもトレースする」
数学　「定時制高校でも向山型
　　　　数学は有効である」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！
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「借りる本を５分で決めなさい。」
　向山氏の本の買い方を学校でも応用。
　図書室には、長くても15分しか滞在し
ない。
「この棚にはこの本がある」
「次はこれを借りよう」
　時間を限定することで、子供たちに日頃
から本を選ぶ感覚が身に付いてくる。

↑朝読書でお手軽な読書紹介！
　ネームプレートの下に本の題名を板書。

東京都小平市立小平第四小学校 千
ち

葉
ば

 雄
ゆう

二
じ

教室の
風景

↑学習に関連した本のコーナー。
　学年で読めるように廊下に設置!!

↑セルフのブックトーク!!１分間読書。
　１分後次の人へ。学級文庫を一気に読破。

↑本の紹介ポスターを提示して、ビブリオバトル!!
　formのアンケート機能で投票。チャンプ本を決定!!

↑タブレットを使って「ブックトーク」。
　作者、冒険、などテーマを決めて１人３冊紹介。

読書の秋！　読書指導あれこれ！
子供たちが興味をもって本を手にするように様々
な仕掛けをする。
本を手にする機会を増やすことで読書好きが増加!!

タイアップ企画

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

一筆箋（同種3冊セット）
特別価格　490円�
（税込・定価：600円のところ）
特典：�同種3冊セットでの特別価格
パスワード：phnsby

学習テ�ンプレート／�
トレースくん（セット）

特別価格　9,500円
（税込・定価：10,500円のところ）
特典：セットでの特別価格
パスワード：drighf

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆＆

11月号
で紹介！

アルファベットスキル（音声CD付）
特別価格　330円
（税込・定価350円＋500円のところ）
特典：特別価格＋音声CDプレゼント
パスワード：i9lwe5

10月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年９月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材
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一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

  2021. 121

③
　
一
分
た
っ
た
ら
、
次
の
子
に
回
さ
せ
る
。

　
一
〇
分
間
行
え
ば
、
一
〇
冊
の
本
を
手
に
取

っ
た
こ
と
に
な
る
。
短
時
間
で
た
く
さ
ん
の
本

と
出
合
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。

実
践
前

4　
学
級
文
庫
を
手
に
し
な
い
児
童
が
い
る
。
読

ま
れ
て
い
な
い
学
級
文
庫
が
あ
る
。

実
践
後

5　
タ
イ
ト
ル
か
ら
読
む
子
。
目
次
を
見
つ
め
る

子
。
前
書
き
か
ら
読
む
子
。
後
書
き
か
ら
読
む

子
。
最
初
か
ら
じ
っ
く
り
読
む
子
…
…
。

　
読
み
方
に
も
個
性
が
出
る
。

　「
読
み
た
い
本
が
あ
っ
た
人
？
」
と
振
り
返
ら

せ
る
と
た
く
さ
ん
の
手
が
挙
が
る
。

　
子
供
た
ち
の
お
薦
め
本
を
一
冊
持
っ
て
こ
さ

せ
て
も
盛
り
上
が
る
。

　
ま
た
、
調
べ
学
習
を
す
る
と
き
は
、
た
く
さ

ん
の
資
料
に
出
合
う
こ
と
が
必
要
だ
。

　「
一
分
間
読
書
」
で
、
ち
ょ
っ
と
で
も
見
て
お

く
と
「
あ
の
本
に
書
い
て
あ
っ
た
気
が
す
る
な

…
…
」
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

微差力
教師の

「一分
間
読
書
の
す
す
め
」

一
時
間
の
授
業
時
間
で
学
級
の
人
数
分
の
本
を
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
へ
の
興
味
が
広
が
る
。

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
四
小
学
校

　
千ち

葉ば 

雄ゆ
う

二じ

対
象
学
年
・
準
備
物

1　
全
学
年
・
一
人
一
冊
の
本

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2　
本
に
興
味
の
な
い
子
。
本
を
選
べ
ず
、
本
を

読
ま
な
い
子
。
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
本
し
か
読
ま

な
い
子
。
本
の
中
か
ら
情
報
を
選
べ
な
い
子
。

　
学
級
に
は
こ
の
よ
う
な
子
が
い
る
。

　
そ
こ
で
、
短
時
間
で
多
読
す
る
「
一
分
間
読

書
」
を
実
施
す
る
。

ポ
イ
ン
ト

3①
　
学
級
人
数
分
の
本
を
ラ
ン
ダ
ム
に
配
る
。

②
　
一
分
間
読
書
を
さ
せ
る
。

▲熱中してたくさんの本を手に取る１分間読書



2

１　

学
習
の
見
通
し
を
も
た
せ
る
た
め
の
板
書

　
学
習
の
見
通
し
を
も
た
せ
る
た
め
に
、

説
明
文
の
読
み
取
り
方

物
語
文
の
読
み
取
り
方

国
語
の
授
業
の
進
め
方

な
ど
を
板
書
で
示
し
て
い
る
。

説
明
文
を
例
に
す
る
。

「
説
明
文
を
読
み
取
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
学
習
を
し
て
き
ま
し
た
か
」
と
聞
く
。

子
供
た
ち
か
ら
は
、「
は
じ
め
・
中
・
お
わ

り
」「
筆
者
の
主
張
」「
要
約
」
な
ど
が
出
さ
れ

る
。
そ
れ
ら
を
板
書
し
、「
こ
の
単
元
で
も
、

こ
れ
ら
の
既
習
事
項
を
生
か
し
て
読
み
取
っ
て

み
ま
し
ょ
う
」
と
な
る
（
も
ち
ろ
ん
、
既
習
事

項
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
単
元
で
教
え
た
い
項

目
を
一
つ
か
二
つ
新
し
く
教
え
、
読
み
取
り
の

観
点
を
増
や
し
て
い
く
）。

　
ち
な
み
に
、
物
語
文
で
は
「
登
場
人
物
（
主

役
・
対
役
）」「
起
承
転
結
（
物
語
）」「
は
じ

め
・
中
・
お
わ
り
（
説
明
文
）」「
要
約
（
題
名

づ
け
）」「
大
き
な
変
化
」「
レ
ト
リ
ッ
ク
（
表

板書術・
ノート術

超凄腕

神
奈
川
県
川
崎
市
立
小
学
校

　
田た

丸ま
る 

義よ
し

明あ
き

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

学
習
の
見
通
し
を
も
た
せ
る
た
め
の
板
書

授
業
の
進
め
方
、
読
み
取
り
の
仕
方
を
、
板
書
し
て
、
視
覚
的
に
示
す
。



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

  2021. 123

現
の
工
夫
）」「
テ
ー
マ
」「
視
点
」
と
な
る

（
板
書
例
の
画
像
は
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ

ン
に
掲
載
）。

　
説
明
文
や
物
語
文
は
「
学
習
内
容
」
だ
が
、

国
語
の
授
業
の
一
時
間
の
基
本
的
な
進
め
方
と

い
う
「
学
習
方
法
」
も
同
様
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
教
師
が
「
今
日
は
、

こ
れ
を
し
ま
す
」「
次
は
こ
れ
を
し
ま
す
よ
」

と
言
わ
な
く
と
も
、
子
供
た
ち
が
学
習
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

２　
「
な
さ
そ
ー
だ
」
の
授
業

　
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、「
な

さ
そ
ー
だ
」
の
授
業
を
し
て
い
る
。

「
新
し
い
自
転
車
を
買
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
た

め
に
お
母
さ
ん
を
説
得
し
よ
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
文
章
を
考
え
さ
せ
る
。

そ
の
際
に
、「
な
ぜ
な
ら
」「
さ
ら
に
」「
そ

の
上
」「
だ
か
ら
」
の
四
つ
の
接
続
詞
を
教
え
る
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
で
き
る
。

　
新
し
い
自
転
車
を
買
っ
て
欲
し
い
。

　
な
ぜ
な
ら
、
背
が
伸
び
て
自
転
車
が
小

さ
く
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
、
古
く
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら

だ
。

　
そ
の
上
、
今
な
ら
新
し
い
自
転
車
が
半

額
で
売
っ
て
い
る
。

　
だ
か
ら
、
新
し
い
自
転
車
を
買
っ
て
欲

し
い
。

「
な
ぜ
な
ら
」「
さ
ら
に
」「
そ
の
上
」「
だ
か

ら
」、
こ
れ
ら
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
な
さ
そ

ー
だ
」
と
言
う
。

　
こ
の
授
業
を
行
っ
た
後
に
、「
自
分
の
好
き
な

季
節
の
理
由
を
相
手
に
納
得
し
て
も
ら
う
た
め

の
文
章
を
書
き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
、
定
着
の
活

動
を
取
り
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
い
く
と
、

説
得
力
の
あ
る
意
見
文
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
。



大成功の
絵画工作
授業

4

■応援グッズの大変身 教材「ぼくやわたしのてるてるバルーン」の創造プロセス

応
援
グ
ッ
ズ
の
大
変
身

教
材「
ぼ
く
や
わ
た
し
の

て
る
て
る
バ
ル
ー
ン
」

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授　

佐さ

藤と
う 

昌ま
さ

彦ひ
こ

　

応
援
の
際
に
使
用
す
る
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー

ン
（
応
援
棒
、
応
援
ス
テ
ィ
ッ
ク
）
を
活
用
し

た
教
材
で
あ
る
。
完
成
後
、
作
品
は
「
て
る
て

る
ぼ
う
ず
」
の
よ
う
に
つ
り
下
げ
る
。

【
材
料
・
用
具
】

◯
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン　

○
色
画
用
紙　

◯
ひ
も
（
毛
糸
な
ど
、
つ
り
下
げ
る
際
に
使
用

す
る
）　

◯
そ
の
他
（
荷
造
り
用
の
ひ
も
、
モ

ー
ル
な
ど
）　

◯
は
さ
み　

○
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り

◯
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

【
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
】

１�　
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
を
準
備
す
る（
原
形
）

　

ス
ト
ロ
ー
で
空
気
を
入
れ
る
。

２�　
膨
ら
ん
だ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
（
基
本

形
）
を
じ
っ
と
見
る

１ �スティックバルーンを 
準備する（原形）

ストローで空気を入れる 
（基本形）

2 �膨らんだスティックバルーン
（基本形）をじっと見る

3 �部品をつくる（ここでは目や口
をつくった）

＊ �部品はまんまるテープ（接着面
を外側にしてまるめたテープ）
などで取り付ける

4 �さらに必要な部
品をつくる（髪
の 毛、 鼻、 耳、
飾りなど）

5 �つり下げるためのひも
を取り付ける（発展形）

■�モールは両端をまるめ
てから使用する（安全
に配慮して）

＊�最初の段階
でひもを取
り付けるこ
ともできる

（裏側）



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

  2021. 125

■作品例（様々な発展形）― 教材「ぼくやわたしのてるてるバルーン」―

３　
部
品
を
つ
く
る

　

つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ん
だ
と

き
に
は
そ
れ
を
つ
く
る
。
思
い
浮
か
ば
な
い
と

き
に
は
、
と
り
あ
え
ず
一
つ
の
部
品
を
つ
く
っ

て
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
に
貼
る
。

　

そ
し
て
目
の
前
の
形
を
じ
っ
と
見
て
、
次
に

ど
う
す
る
か
を
考
え
る
。

　

貼
る
際
は
ま
ん
ま
る
テ
ー
プ
（
ぺ
っ
た
ん
テ

ー
プ
、
接
着
面
を
外
側
に
し

て
ま
る
め
た
テ
ー
プ
）
な
ど

を
使
用
す
る
。
部
品
の
例
…

目
、
口
な
ど
。

４�　
さ
ら
に
必
要
な
部
品
を

つ
く
る

　

部
品
の
例
…
髪
の
毛
、

鼻
、
手
、
足
な
ど
。

５�　
つ
り
下
げ
る
た
め
の
ひ

も
を
取
り
付
け
る
（
発
展
形
）

■�

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
が
し
ぼ
ん
で
き
た
と
き
に
は
、

再
度
ス
ト
ロ
ー
を
差
し
込
ん
で
空
気
を
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

■�

モ
ー
ル
は
両
端
を
ま
る
め
て
か
ら
使
用
す
る
（
安
全

に
配
慮
し
て
）。

■�

部
品
は
全
体
の
配
置
が
決
ま
っ
た
段
階
で
し
っ
か
り

と
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
に
貼
り
付
け
る
。

そ
れ
ま
で
は
配
置
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

仮
止
め
の
状
態
に
し
て
お
く
。

↑�手はモールを使用した。髪の毛と
足は荷造り用のひもを活用した。

←�たてがみ（赤い色画用紙）はセ
ロハンテープで取り付けた。

　手：モール、足：荷造り用のひも→



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「教室に置く本や辞書について」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

先生の仕事って楽しい！

学校が快適になる「仕事術」

2021
月号12

〈スピードアップの仕事術〉 	
14　帰りの準備をしてから昼休みへ〜２つ先をみて準備させるコツ 	 赤塚邦彦
15　わずか１分で、一生の宝を生む一筆箋	 堂前直人
16　子供の活動を見ながら「所見の下書き」をしよう 	 太田政男
17　帰りの会が快適にスピードアップする方法	 奥田嚴文
18　プロの教師は常に時間を意識している	 許　鍾萬
〈会議を短く、効果をあげる８つの重要ポイント〉 	
19　全会議をリストアップして、学校を動かす人材になろう！	 小松和重
　　会議の終わりを明示する。さらに分割して示す	 小嶋悠紀
20　定刻になったら、前置きなしで始める	 上木信弘
　　最も重要な案件を最初に扱う=具体例と導入のコツ	 河田孝文
21　文書での提案は会議時間短縮につながる	 吉原尚寛
　　提案は肯定・否定、又はＡ案・Ｂ案の形で＝具体例と導入のコツ 	 川原雅樹
22　会議の言葉を削るキーワードは「時間厳守」	 木村重夫
　　教育課程で決定しておく	 桑原和彦
〈「補教」を公平に担当するしくみのつくり方〉 	
23　偏りをなくし、自習ゼロにするしくみ	 長谷川博之
〈職員室で愛される私のコツ〉 	
24　年齢を重ねるほどに、謙虚さと柔和さを併せもつ教師になろう	 松﨑　力
25　私が大好きだった校長 	 林　健広
26　好かれる人は、自分の話ではなく、相手にしゃべらせる	 松島博昭
27　①助走をつける　②相手が喜ぶことをする 	 塩谷直大

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　「ハイブリッド化」のための「超」初歩的ICT機器知識＝機材紹介（その２）	 谷　和樹

1　教師の微差力 　千葉雄二

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　田丸義明

4　大成功の絵画工作授業　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第28回　A　向山洋一
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①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSS最新セミナー情報　手塚美和
78 ◆ 全国のTOSSサークル紹介 　大森雄一／赤塚邦彦
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

授業が激変！　TOSS教材活用法 
クラス全員が熱中するこの教材！

54　小林智子
55　田崎博之
55　三浦宏和
56　許　鍾萬

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　太田政男
53　下妻玄典

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　許　鍾萬
58　大石哲久
59　中島義郎
60　田丸義明
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　加藤雅成
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　伴　一孝
66　吉永順一
67　松﨑　力

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　杉山裕之

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓

社会貢献活動への 
取り組み

76　毛利康子

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 社会 明治になって新しく入ってきたものを 
調べる � 勇　眞

41 社会 「諭吉は東京横浜で何を見たか」を 
調べる � 勇　眞

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 １時間に複数の教材を扱う授業プラン 
� 榎本寛之

43 英語 Unit ６「Let’s think about our food.」 
� 青木翔平

44
プログラ
ミング

「Scratch」を授業する⑤  
� 許　鍾萬

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
プログラミングの授業実践

46 国語 向山洋一氏の説明文の指導を
中学新教科書でもトレースする� 山本雅博

47 数学 定時制高校でも向山型数学は有効である  
� 村瀬　歩

中学校でのTOSS実践

28 国語 ものの名まえ 
� 安江　愛

29 算数
「けいさんぴらみっど」 
� 下山てるみ

30 国語 長文を読み取るために、
カードに整理する� 勇　和代

31 算数
ゴールを先に確定しておく  
� 奥田嚴文

32 国語 初めての書き初め指導 
� 加藤綾乃

33 算数
「重さ」 
� 田丸義明

34 国語 慣用句 
� 原田朋哉

35 算数
丸を多く付けさせ、徹底を図る 
� 石坂　陽

36 国語 「冬の朝」� 竹岡正和

37 算数
「割合」難所は２つ  
� 林　健広

38 国語 着目する観点を決めて変化を 
追いかけさせる� 三浦宏和

39 算数
データの調べ方　手本を写して 
自分で挑戦する � 河野健一

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

谷編集長の濃厚すぎる5分間そのほかの内容は p.80 をご覧ください。
とてつもなく大好評！ TOSS教師Q&A

ダウンロード 
コンテンツも 
満載！

本誌 PDF データも 
ダウンロードできます！

56 ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、 
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 
　 SNS からアクセスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

３か月の
期間限定

公開！  

トップペー
ジの下に 
あるこの 
バナーを 

クリック！

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード

s 3 v i q j
（エス・さん・ブイ・アイ・キュー・ジェイ）
ID：TL12 ※有効期間：

　2021年11月15日〜
　2022年2月14日

教室に置く本や辞書について

すべての子供の学力を保障する

教育 12
2021

No.540
December

教育技術研究所

特集

学校が快適になる「仕事術」
先生の仕事って楽しい！

令和3年11月15日発行（毎月1回15日発行）第540号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

マラソン大会！
長い道のりだけど頑張って完走しよう！
マラソン大会！
長い道のりだけど頑張って完走しよう！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”・・・下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「ものの名まえ」 　　　　算数　「けいさんぴらみっど」
小学2年　国語　「わたしはおねえさん」 　算数　「図をつかってかんがえよう」
小学3年　国語　「書き初め指導」　　　　 算数　「重さ」
小学4年　国語　「慣用句」　　　　　　　 算数　「仮分数に直す」
小学5年　国語　「冬の朝」　　　  　　　 算数　「割合」
小学6年　国語　「きつねの窓」　　　  　 算数　「データの調べ方」

中学校の授業実践
国語　「向山洋一氏の説明文の指導を
　　　　中学新教科書でもトレースする」
数学　「定時制高校でも向山型
　　　　数学は有効である」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

準備運動のおすすめルーティン

56

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

教
室
で
行
う
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

授
業
」
の
場
づ
く
り

教
室
に
い
る
子
供
た
ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
い
る
子

供
た
ち
。
両
方
を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
授
業
」
が
、
全
国
各
地
の
学
校
で
求
め

ら
れ
て
い
る
。

兵
庫
県
姫
路
市
立
英
賀
保
小
学
校

　
許ほ 

鍾じ
ょ
ん

萬ま
ん

ン
プ
ル
な
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
や
っ
て

み
た
。
必
要
な
機
材
も
カ
バ
ン
ひ
と

つ
に
入
る
程
度
に
し
た
。

　
こ
れ
な
ら
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
片
付

け
も
「
三
分
」
で
完
了
し
た
。
も
ち

ろ
ん
担
任
役
一
人
で
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
配
線
図
と
解
説
動
画
は
デ
ジ
タ
ル

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
て
配
信
中
。

専
用
機
材
も
な
い
。

⑤
　
映
像
を
配
信
す
る
た
め

に
使
う
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
は
、

使
え
て
も
一
台
程
度
で
あ

る
。

⑥
　
公
立
学
校
で
高
価
な
機

材
（
備
品
）
を
す
ぐ
に
購

入
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

⑦
　
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
（
一
万
円

以
下
）
程
度
な
ら
消
耗
品

と
し
て
購
入
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
用
意
し
た
い
。

⑧
　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や G

oogle 

M
eet 

な
ど
の
ビ
デ
オ
会
議

室
シ
ス
テ
ム
を
使
う
た
め

の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

⑨
　
そ
の
他

　
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
ル
を
想
定
し
、

サ
ー
ク
ル
例
会
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
配

信
を
試
し
て
み
た
。

　
教
室
な
ら
教
師
の
声
と
パ
ソ
コ
ン

の
音
声
を
拡
声
す
る
必
要
が
な
い
。

小
さ
な
会
議
室
で
、
特
別
な
機
材
や

ソ
フ
ト
は
使
わ
ず
、
で
き
る
だ
け
シ

く
の
教
室
で
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
し
か
し
、
教
室
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

授
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
い
く

つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

①
　
教
室
に
操
作
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ

は
い
な
い
。

②
　
機
材
な
ど
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
も
担
任
一
人
が
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
　
授
業
し
な
が
ら
、
一
人
で

パ
ソ
コ
ン
な
ど
も
操
作
す

る
こ
と
に
な
る
。

④
　
た
く
さ
ん
の
ケ
ー
ブ
ル

や
ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど
の

　
臨
時
休
校
で
求
め
ら
れ
た
「
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
」。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
の
ス
ピ
ー
ド
に
課
題
は
あ
る
も

の
の
、
必
要
に
迫
ら
れ
、
多
く
の
学

校
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　
そ
の
後
、
学
校
が
再
開
し
た
際
、

次
の
よ
う
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

　
感
染
不
安
な
ど
の
事
情
で

登
校
で
き
な
い
子
供
た
ち
へ

の
対
応

　
そ
の
結
果
、
教
室
に
い
る
子
供
た

ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
い
る
子
供
た
ち

の
両
方
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
授
業
す
る

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業
」
が
、
多

copy free

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

TOSS指導法授業が激変！ 最前線

ハイブリッド配線図（簡易）ハイブリッド配線図（小規模）
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本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
に
つ
な
い
だ
ら
教
室
の

横
の
方
に
セ
ッ
ト
し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
メ

ニ
ュ
ー
で
こ
の
カ
メ
ラ
を
選
ぶ
。
あ
と
は
オ

ン
ラ
イ
ン
の
人
た
ち
に
見
せ
た
い
方
向
へ
、

こ
の
カ
メ
ラ
を
動
か
す
だ
け
だ
。
こ
う
し
た

用
途
に
は
高
性
能
で
高
価
な
カ
メ
ラ
も
あ
る

が
、
私
は
こ
れ
で
十
分
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
次
号
は
も
う
少
し
複
雑
な
設
定
を
考
え
よ

う
。

二�

　場
面
別
、
初
歩
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

術
③

【
場
面
３
】

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
入
っ
て
い
る
子
供
た

ち
に
、
黒
板
の
様
子
も
、
教
室
の
子
供

た
ち
の
様
子
も
両
方
見
せ
た
い
。

　
こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
い
く
つ
か
の
方

法
が
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
カ
メ
ラ
を
二
台
使
え
ば
で
き
る
。

そ
う
し
た
、「
複
数
の
カ
メ
ラ
を
切
り
替
え

る
方
法
」
に
つ
い
て
も
、
こ
の
連
載
で
解
説

し
て
い
く
予
定
だ
。

　
た
だ
、
や
は
り
ち
ょ
っ
と
面
倒
だ
。
初
歩

的
な
段
階
で
は
、
で
き
る
だ
け
簡
単
に
し
た

い
。

　
一
台
の
カ
メ
ラ
で
、
し
か
も
簡
単
に
解
決

す
る
な
ら
、
下
図
の
よ
う
な
カ
メ
ラ
を
使
う

こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
。

　
私
は
、
大
学
の
ち
ょ
っ
と
し
た
講
義
で
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
を
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
カ
メ

ラ
一
つ
で
済
ま
せ
る
こ
と
も
多
い
。

　
リ
モ
コ
ン
で
上
下
左
右
に
動
い
て
く
れ
る
。

　
か
な
り
長
い
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
が
附
属
し

ス
ピ
ー
カ
ー
を
選
択
し
て
い
る
様
子
を
、
次

に
画
像
で
載
せ
て
お
く
。

　
サ
ー
ク
ル
や
大
学
の
講
義
等
で
何
度
か
試

し
た
。
特
に
問
題
な
く
、
教
室
で
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
に
も
、
か
な

り
ク
リ
ア
に
聞
こ
え
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
人
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

設
定
が
と
て
も
簡
単
だ
し
、
お
す
す
め
で
き

る
方
法
で
あ
る
。

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
の
た
め
の
「
超
」
初
歩
的

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
知
識
＝
機
材
紹
介
（
そ
の
２
）

授
業
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
の
重
要
性
が
、今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
だ
ろ
う
。大
事
な
こ
と
は
「
と
に
か
く
や
っ

て
み
る
」
こ
と
だ
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、
経
験
知
が
蓄
積
さ
れ
る
。
最
初
は
面
倒
に
み
え
た
こ
と
も
、
い
ず
れ

普
通
に
な
る
。
授
業
の
目
的
に
応
じ
て
、
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
、
報
告
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
パ
ソ
コ
ン
に
は Bluetooth 

で
つ
な
ぐ
こ

と
も
で
き
る
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な

ぐ
こ
と
も
で
き
る
。

　
ス
ピ
ー
カ
ー
も
兼
ね
て
い
る
の
で
、
教
室

の
子
供
た
ち
の
声
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
ク
リ

ア
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
入
っ

て
い
る
子
供
た
ち
の
声
が
、
教
室
の
子
供
た

ち
に
聞
こ
え
や
す
く
な
る
利
点
も
あ
る
。

　
つ
な
ぎ
方
は
簡
単
。
先
月
紹
介
し
た
カ
メ

ラ
や
こ
う
し
た
マ
イ
ク
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
パ

ソ
コ
ン
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
差
し
込
む
だ
け
だ
。
あ

と
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
立
ち
上
げ
て
、
今
差
し
込

ん
だ
マ
イ
ク
と
ス
ピ
ー
カ
ー
、
カ
メ
ラ
な
ど

を
選
択
す
れ
ば
よ
い
。

　
念
の
た
め
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
画
面
の
下
部
メ

ニ
ュ
ー
（「
ミ
ュ
ー
ト
」「
ビ
デ
オ
」
の
ア
イ

コ
ン
横
の
矢
印
）
か
ら
カ
メ
ラ
・
マ
イ
ク
・

　
そ
こ
で
、
例
え
ば
右
の
写
真
の
よ
う
な
簡

単
な
マ
イ
ク
を
パ
ソ
コ
ン
に
つ
な
い
で
み
よ
う
。

　
数
名
程
度
の
小
会
議
用
に
設
計
さ
れ
て
い

る
も
の
だ
。
か
な
り
小
さ
く
て
軽
い
の
で
、

携
帯
し
や
す
い
。
周
囲
三
六
〇
度
の
音
を
ほ

ぼ
拾
っ
て
く
れ
る
。

一�

　場
面
別
、
初
歩
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

術
②

　
先
月
の
【
場
面
２
】
の
続
き
だ
。

【
場
面
２
】

　
教
室
の
子
供
た
ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

子
供
た
ち
と
で
、
自
由
に
声
を
出
し
て

相
談
さ
せ
た
い
。

　
こ
の
場
面
で
あ
る
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
内
蔵
マ
イ
ク
で
も
、
も
ち
ろ

ん
な
ん
と
か
な
る
。
た
だ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

聞
い
て
い
る
人
た
ち
に
は
若
干
聞
こ
え
に
く

い
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
子
供
た
ち
の
発
言
を
ク
リ
ア
に
聞
か
せ
る

た
め
に
、
い
ち
い
ち
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
来
さ

せ
る
の
で
は
時
間
的
な
ロ
ス
も
あ
る
。

オピニオン

今  教育界で起こっていること

▲Zoomのメニューからカメラ・マイク等を選択した様子

▲Jabra Speak 510 MS

▲350°回転カメラ（400-CAM071）
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回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

たくさんの資料を書くには
第28回

　

私
の
場
合
、
本
や
雑
誌
用
に
原
稿
を
書
く
よ

り
も
、
学
級
通
信
・
学
年
通
信
を
書
く
こ
と
が

多
か
っ
た
で
す
。

　

学
級
通
信
に
つ
い
て
は
、
出
す
ペ
ー
ス
を
守

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
私
は
毎
日
出
し
て
い
ま

し
た
が
、
週
二
日
で
も
三
日
で
も
、
一
度
決
め

た
ら
ペ
ー
ス
を
崩
さ
ず
に
続
け
ま
し
ょ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
受
け
取
る
側
が
待
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
続
け
て
い
く
間
に
は
、
当
然
、
時
間
が
な

い
日
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
は
、
子
供

の
作
文
や
保
護
者
か
ら
の
手
紙
な
ど
を
掲
載
し

ま
す
。
名
前
を
出
す
の
が
難
し
い
場
合
も
多
い

で
す
か
ら
、
名
前
を
隠
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る

お
答
え
な
ど
で
構
成
し
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

許
可
を
取
り
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
や
仮
名
を
使
う
な

ど
、
配
慮
が
必
要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
準
備
を

し
て
お
け
ば
、
三
〇
分
く
ら
い
で
書
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
級
通
信
を
発
信
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ
た
時
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の
結
果
を
掲
載
し
て
、
下

に
一
行
か
二
行
「
ご
連
絡
が
あ
っ
た
ら
お
書
き

く
だ
さ
い
」
な
ど
と
書
い
て
お
き
ま
す
。

　

私
は
自
分
が
書
い
た
も
の
は
基
本
的
に
捨
て

ま
せ
ん
。
原
稿
と
し
て
ど
こ
か
に
出
す
場
合
で

も
、
必
ず
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

も
の
に
対
す
る
自
信
が
あ
る
の
で
す
。

 

『
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
』
の
密
度
の
濃

い
資
料
の
山
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
た

ら
、
質
量
と
も
に
こ
の
よ
う
な
資
料
を
書
け
る

の
で
し
ょ
う
か
。

 

『
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
』
が
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。
全
十
巻
の
大
変
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
す
。

向
山
先
生
の
直
筆
の
資
料
ば
か
り
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
心
が
け
を
も
て

ば
、
そ
れ
だ
け
の
資
料
を
執
筆
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
、
あ
り
の
ま
ま
の
状
態

で
書
い
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
。

　

ま
ず
前
提
と
し
て
、
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦

手
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、「
た
く
さ
ん
時
間
を
か
け
て
良
い

も
の
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
気
負
い
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
、
あ
り
の

ま
ま
の
状
態
を
残
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
の
た
め
の
「
超
」
初
歩
的

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
知
識
＝
機
材
紹
介
（
そ
の
２
）

授
業
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
の
重
要
性
が
、今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
だ
ろ
う
。大
事
な
こ
と
は
「
と
に
か
く
や
っ

て
み
る
」
こ
と
だ
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、
経
験
知
が
蓄
積
さ
れ
る
。
最
初
は
面
倒
に
み
え
た
こ
と
も
、
い
ず
れ

普
通
に
な
る
。
授
業
の
目
的
に
応
じ
て
、
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
、
報
告
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
は Bluetooth 

で
つ
な
ぐ
こ

と
も
で
き
る
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な

ぐ
こ
と
も
で
き
る
。

　

ス
ピ
ー
カ
ー
も
兼
ね
て
い
る
の
で
、
教
室

の
子
供
た
ち
の
声
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
ク
リ

ア
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
入
っ

て
い
る
子
供
た
ち
の
声
が
、
教
室
の
子
供
た

ち
に
聞
こ
え
や
す
く
な
る
利
点
も
あ
る
。

　

つ
な
ぎ
方
は
簡
単
。
先
月
紹
介
し
た
カ
メ

ラ
や
こ
う
し
た
マ
イ
ク
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
パ

ソ
コ
ン
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
差
し
込
む
だ
け
だ
。
あ

と
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
立
ち
上
げ
て
、
今
差
し
込

ん
だ
マ
イ
ク
と
ス
ピ
ー
カ
ー
、
カ
メ
ラ
な
ど

を
選
択
す
れ
ば
よ
い
。

　

念
の
た
め
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
画
面
の
下
部
メ

ニ
ュ
ー
（「
ミ
ュ
ー
ト
」「
ビ
デ
オ
」
の
ア
イ

コ
ン
横
の
矢
印
）
か
ら
カ
メ
ラ
・
マ
イ
ク
・

　

そ
こ
で
、
例
え
ば
右
の
写
真
の
よ
う
な
簡

単
な
マ
イ
ク
を
パ
ソ
コ
ン
に
つ
な
い
で
み
よ
う
。

　

数
名
程
度
の
小
会
議
用
に
設
計
さ
れ
て
い

る
も
の
だ
。
か
な
り
小
さ
く
て
軽
い
の
で
、

携
帯
し
や
す
い
。
周
囲
三
六
〇
度
の
音
を
ほ

ぼ
拾
っ
て
く
れ
る
。

一�

　
場
面
別
、
初
歩
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

術
②

　

先
月
の
【
場
面
２
】
の
続
き
だ
。

【
場
面
２
】

　

教
室
の
子
供
た
ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

子
供
た
ち
と
で
、
自
由
に
声
を
出
し
て

相
談
さ
せ
た
い
。

　

こ
の
場
面
で
あ
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
内
蔵
マ
イ
ク
で
も
、
も
ち
ろ

ん
な
ん
と
か
な
る
。
た
だ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

聞
い
て
い
る
人
た
ち
に
は
若
干
聞
こ
え
に
く

い
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

子
供
た
ち
の
発
言
を
ク
リ
ア
に
聞
か
せ
る

た
め
に
、
い
ち
い
ち
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
来
さ

せ
る
の
で
は
時
間
的
な
ロ
ス
も
あ
る
。

オピニオン

今  教育界で起こっていること

▲Jabra Speak 510 MS
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巻 頭 論 文

て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
に
つ
な
い
だ
ら
教
室
の

横
の
方
に
セ
ッ
ト
し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
メ

ニ
ュ
ー
で
こ
の
カ
メ
ラ
を
選
ぶ
。
あ
と
は
オ

ン
ラ
イ
ン
の
人
た
ち
に
見
せ
た
い
方
向
へ
、

こ
の
カ
メ
ラ
を
動
か
す
だ
け
だ
。
こ
う
し
た

用
途
に
は
高
性
能
で
高
価
な
カ
メ
ラ
も
あ
る

が
、
私
は
こ
れ
で
十
分
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

次
号
は
も
う
少
し
複
雑
な
設
定
を
考
え
よ

う
。

二�

　
場
面
別
、
初
歩
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

術
③

【
場
面
３
】

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
入
っ
て
い
る
子
供
た

ち
に
、
黒
板
の
様
子
も
、
教
室
の
子
供

た
ち
の
様
子
も
両
方
見
せ
た
い
。

　

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
い
く
つ
か
の
方

法
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
カ
メ
ラ
を
二
台
使
え
ば
で
き
る
。

そ
う
し
た
、「
複
数
の
カ
メ
ラ
を
切
り
替
え

る
方
法
」
に
つ
い
て
も
、
こ
の
連
載
で
解
説

し
て
い
く
予
定
だ
。

　

た
だ
、
や
は
り
ち
ょ
っ
と
面
倒
だ
。
初
歩

的
な
段
階
で
は
、
で
き
る
だ
け
簡
単
に
し
た

い
。

　

一
台
の
カ
メ
ラ
で
、
し
か
も
簡
単
に
解
決

す
る
な
ら
、
下
図
の
よ
う
な
カ
メ
ラ
を
使
う

こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
。

　

私
は
、
大
学
の
ち
ょ
っ
と
し
た
講
義
で
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
を
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
カ
メ

ラ
一
つ
で
済
ま
せ
る
こ
と
も
多
い
。

　

リ
モ
コ
ン
で
上
下
左
右
に
動
い
て
く
れ
る
。

　

か
な
り
長
い
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
が
附
属
し

ス
ピ
ー
カ
ー
を
選
択
し
て
い
る
様
子
を
、
次

に
画
像
で
載
せ
て
お
く
。

　

サ
ー
ク
ル
や
大
学
の
講
義
等
で
何
度
か
試

し
た
。
特
に
問
題
な
く
、
教
室
で
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
に
も
、
か
な

り
ク
リ
ア
に
聞
こ
え
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

人
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

設
定
が
と
て
も
簡
単
だ
し
、
お
す
す
め
で
き

る
方
法
で
あ
る
。

▲Zoomのメニューからカメラ・マイク等を選択した様子

▲350°回転カメラ（400-CAM071）



先生
の仕事って楽しい！

12

2021年
12月号
特集

学校が快適になる

仕事術

イラスト：渡邊瑞穂

スピードアップの
仕事術

1

職員室で愛される
私のコツ

会議を短くし、効果を
あげる８つの
重要ポイント 「補教」を公平に

担当するしくみの
つくり方

2

4

3



　

先
生
の
仕
事
っ
て
楽
し
い
！
　
学
校
が
快
適
に
な
る
仕
事
術

仕
事
術

特集

13   2021. 12

１　

仕
事
が
速
い
人
は
仕
事
の
質
も
高
い

　

学
校
の
す
べ
て
の
仕
事
の
八
割
は
、
二

割
の
職
員
が
こ
な
し
て
い
る
。

大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
若
干
思
い
当
た
る
の
で
は
？

「
仕
事
が
速
い
人
と
遅
い
人
が
い
る
」

こ
れ
は
事
実
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
仕
事
が
遅
い
の
が
良
く
な
い
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
丁
寧
に
、
子
供
た
ち
を
し
っ

か
り
と
み
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の
仕
事
に
向
き

合
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
か
ら
で
す
。

た
だ
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
あ
え
て
書
き
ま
す
。

　

仕
事
が
速
い
人
の
ほ
う
が
、
仕
事
の
質

も
高
い
傾
向
が
あ
る
。

向
山
洋
一
氏
の
仕
事
の
量
と
質
、
そ
し
て
ス

ピ
ー
ド
は
圧
倒
的
で
し
た
。

教
務
主
任
と
研
究
主
任
を
し
な
が
ら
六
年
生

の
担
任
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
年
に
全
国
レ

ベ
ル
の
巨
大
な
公
開
研
を
開
催
し
ま
し
た
。
残

業
は
し
ま
せ
ん
。
五
時
（
当
時
は
四
時
）
に
は

帰
り
ま
す
。
そ
の
中
で
毎
月
一
〇
〜
二
〇
本
の

雑
誌
連
載
を
執
筆
し
、
単
著
を
次
々
に
発
刊
し
、

「
教
育
技
術
の
法
則
化
運
動
」
の
代
表
と
し
て

運
動
を
推
進
し
な
が
ら
山
の
よ
う
な
案
件
を
決

裁
し
、
セ
ミ
ナ
ー
講
師
も
毎
週
の
よ
う
に
し
て

い
た
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
「
忙
し
い
！
」
と

い
う
ム
ー
ド
が
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
ゆ
っ
た

り
と
し
て
い
ま
し
た
。
職
員
室
で
の
他
の
先
生

方
と
の
や
り
取
り
も
、
と
て
も
丁
寧
で
紳
士
的

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
向
山
氏
の
仕
事
術
か
ら
、
ど
れ
ほ
ど

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

2　

仕
事
が
速
い
人
に
は
「
ワ
ザ
」
が
あ
る

仕
事
が
速
い
人
と
い
う
の
は
、
た
だ
や
み
く

も
に
速
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ツ
、
あ
る
い
は
シ
ス
テ
ム
、
と
も
い
う
べ

き
「
ワ
ザ
」
が
あ
る
の
で
す
。　

向
山
氏
が
複
数
の
巨
大
な
企
画
を
同
時
並
行

的
に
進
め
て
い
た
と
き
の
ノ
ー
ト
の
つ
く
り
方
、

あ
る
い
は
F
A
X
（
今
な
ら
メ
ー
ル
）
で
の
指

示
書
の
送
り
方
、
企
画
会
議
の
進
行
術
、
懇
親

会
の
仕
切
り
等
々
…
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
が
非
常

に
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
洗
練
さ
れ
て
い
ま
し

た
。今

回
の
特
集
は
、
そ
う
し
た
「
と
っ
て
お
き

の
仕
事
術
」
で
す
。

と
り
わ
け
、

①　

学
校
現
場
で
す
ぐ
に
使
え
る
も
の

②�　

若
い
先
生
方
が
知
っ
て
お
い
た
ほ
う

が
よ
い
も
の

③　

初
歩
的
な
も
の
、
等
々
…

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
若
い
先
生
方
の
悩
み
の
一
つ
に
は
、

職
員
室
で
の
人
間
関
係

も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

職
員
室
で
愛
さ
れ
る
コ
ツ
も
含
め
た
、
学
校

快
適
仕
事
術
を
ぜ
ひ
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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１　

趣
意
説
明
を
す
る

　

子
供
た
ち
は
、
な
ぜ
そ
の
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
と
、
納
得
し
て
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
先
を
み
て
準
備
さ
せ
る
と
き
に
、
な

ぜ
行
う
の
か
を
簡
単
に
説
明
し
て
か
ら
取
り
組
ま
せ
る
。

　

給
食
の
片
付
け
を
し
た
後
、
帰
る
準
備
を
し
ま
す
。

　

五
時
間
目
の
授
業
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
バ
ラ

バ
ラ
に
終
わ
り
ま
す
。
帰
る
準
備
を
し
て
お
け
ば
、

み
ん
な
が
揃
っ
た
後
、
す
ぐ
に
帰
り
の
会
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

２　

成
功
体
験
を
積
ま
せ
る

　
「
教
師
の
趣
意
説
明
の
通
り
に
動
く
と
よ
い
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
だ
。
給
食

の
片
付
け
後
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
帰
り
の
会
を

ど
の
学
級
よ
り
も
早
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
ぐ
に

帰
宅
で
き
る
経
験
を
積
ま
せ
る
の
だ
。
子
供
た
ち
は
そ
の

こ
と
を
喜
び
、
教
師
の
言
う
こ
と
に
納
得
す
る
。
そ
し
て
、

次
か
ら
説
明
を
し
な
く
て
も
動
く
よ
う
に
な
る
。

３　

教
師
は
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
力
を
付
け
る

　

先
を
み
て
子
供
を
動
か
す
こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
快
適

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
教
師
も
同
じ
よ
う

に
快
適
に
な
る
。
一
つ
一
つ
指
示
を
出
さ
な
く
て
も
子
供

た
ち
が
次
々
に
先
を
み
て
動
く
よ
う
に
な
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
の
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
る
た
め
に
最

も
必
要
な
こ
と
は
、
教
師
が
一
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
、
一

日
の
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
表
を
四
月
に
作
成
す
る
（
上
）。

さ
ら
に
、
一
日
の
流
れ
を
書
き
出
し
、
ど
の
よ
う
に
子
供

た
ち
を
動
か
そ
う
か
と
メ
モ
す
る
（
下
）。

　

あ
ら
ゆ
る
学
校
生
活
の
時
間
に
応
用
可
能
で
あ
る
。

「
二
時
間
目
ま
で
の
準
備
を
し
て
か
ら
全
校
朝
会
へ
」「
給

食
の
準
備
を
し
て
か
ら
計
測
会
場
へ
」
な
ど
。
空
い
た
時

間
を
有
効
活
用
し
、
さ
ら
に
楽
し
い
学
校
生
活
に
で
き
る
。

北海道千歳市立北進小学校　赤
あか

塚
つか

 邦
くに

彦
ひこ

帰りの準備をしてから昼休みへ 
　　〜２つ先をみて準備させるコツ
なぜ、先回りして準備をするのか趣意説明をし、その説明通りに動いたことでよいことが
あるという体験を積ませることが成功のポイント。教師はタイムマネジメントできるように、
ノートに書き出してみよう。

スピードアップの仕事術



　

先
生
の
仕
事
っ
て
楽
し
い
！
　
学
校
が
快
適
に
な
る
仕
事
術

仕
事
術

特集

15   2021. 12

数
年
前
に
担
任
し
た
二
年
生
。
そ
の
中
で
も
、
人
一
倍

引
っ
込
み
思
案
で
、
恥
ず
か
し
が
り
屋
だ
っ
た
Ａ
く
ん
。

そ
ん
な
彼
が
熱
中
し
た
の
は
、「
九
九
」
だ
っ
た
。
毎

日
何
十
回
と
家
で
唱
え
て
き
た
。

結
果
、
ク
ラ
ス
で
一
番
ス
ラ
ス
ラ
と
言
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
校
長
先
生
に
も
聞
い
て
も
ら
い
、
記
念
撮
影
も

し
て
も
ら
っ
た
。
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
も
大
絶
賛
し
た
。

そ
の
姿
が
嬉
し
く
て
、
私
は
一
筆
箋
を
手
に
取
っ
た
。

　

○
○
様　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ａ
く
ん
の
こ
と
で
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
お
伝
え
し

た
く
筆
を
と
り
ま
し
た
。

　

本
日
、
Ａ
く
ん
が
九
九
の
発
表
で
、
一
の
段
か
ら

九
の
段
ま
で
を
誰
よ
り
も
ス
ラ
ス
ラ
と
唱
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
日
、
何
度
も
失
敗
し
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

成
功
の
瞬
間
、
見
て
い
た
子
供
た
ち
も
、
大
歓
声

で
し
た
。
あ
ま
り
の
興
奮
に
、
そ
の
ま
ま
校
長
室
に

行
き
、
校
長
先
生
に
も
聞
い
て
も
ら
い
、
写
真
ま
で

撮
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
写
真
も
添
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

Ａ
く
ん
の
姿
に
、
私
も
、
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
も

勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

お
う
ち
で
も
、
ぜ
ひ
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
く
ん
に
「
家
で
お
う
ち
の
人
に
見
せ
て
ね
」
と
手
渡

し
た
。
彼
は
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
、
頷
い
た
。

翌
日
、
保
護
者
か
ら
お
返
事
を
い
た
だ
い
た
。
子
供
の

成
長
へ
の
喜
び
と
同
時
に
、
私
の
指
導
へ
の
感
謝
も
綴
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
お
手
紙
に
、
私
も
ま
た
次
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
っ
た
。

そ
の
後
Ａ
く
ん
は
、
授
業
で
発
表
し
た
り
、
友
達
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
す
る
姿
を
多
く
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
や
っ
て
努
力
す
る
Ａ
く
ん
の
姿
を
見
て
、
ク
ラ
ス

の
子
供
た
ち
も
ま
た
、
粘
り
強
く
努
力
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

「
一
筆
箋
」
に
よ
っ
て
、
彼
の
成
長
が
、
本
人
、
保
護
者
、

ク
ラ
ス
へ
と
波
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

時
折
、
大
き
く
な
っ
た
彼
と
再
会
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
立
派
に
勤
め
あ
げ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
と
保
護
者
が
口
を
そ
ろ
え
て
言

う
。

「
あ
の
手
紙
は
宝
物
で
す
。
と
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
と
っ
て
お
き
ま
す
」

わ
ず
か
一
分
で
、
一
生
の
宝
を
生
む
一
筆
箋
。

全
国
の
教
室
で
、
ぜ
ひ
、
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

愛知県名古屋市立浮野小学校　堂
どう

前
まえ

 直
なお

人
と

わずか１分で、一生の宝を生む一筆箋
一筆箋をもらうと、まず子供が喜ぶ。次に保護者も喜ぶ。返事をもらい、自分も嬉しくなる。
さらに、続けていくうちにクラスも良くなる。

スピードアップの仕事術
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１　

向
山
式
所
見
記
入
法
を
追
試
す
る

「
所
見
の
下
書
き
」
に
も
ポ
イ
ン
ト
は
あ
る
。

向
山
洋
一
氏
は
、「
展
覧
会
な
ど
の
行
事
の
時
の
子
供

の
活
動
は
、
そ
の
場
で
教
務
手
帳
に
記
入
す
る
」
と
書
い

て
い
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
だ
。

①　

子
供
を
見
な
が
ら
そ
の
場
で
所
見
を
書
く
。

②　

必
ず
一
行
の
文
で
書
い
て
お
く
。

③　

全
員
分
を
書
こ
う
と
し
な
い
。三
分
の
一
で
よ
い
。

行
事
以
外
で
も
同
じ
だ
。
例
え
ば
、
英
語
の
所
見
メ
モ

は
子
供
た
ち
に
活
動
さ
せ
て
い
る
時
に
書
け
る
。

パ
ッ
と
目
に
つ
い
た
子
か
ら
、
そ
の
時
の
様
子
を
メ
モ

し
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
文
章
で
書
き
残
す
。
毎
回
二
、
三

人
書
け
ば
よ
し
と
し
て
い
る
の
で
、
短
時
間
で
済
む
。

学
期
末
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
ま
だ
メ
モ
を
書
け
て
な

い
子
は
誰
な
の
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
意
識
し
て
授
業
に
臨

め
ば
、
そ
の
子
の
良
い
と
こ
ろ
は
必
ず
見
付
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
所
見
の
素
材
を
集
め
て
お
く
の
で
あ
る
。

２　

メ
モ
ア
プ
リ
の
音
声
入
力
と
検
索
を
活
用
す
る

メ
モ
ア
プ
リ
「Google K

eep

」
を
使
う
と
、
さ
ら
に

所
見
を
書
く
の
が
楽
に
な
る
。

デ
ー
タ
は
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存
さ
れ
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る

端
末
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

授
業
中
、
子
供
た
ち
が
発
表
し
て
い
る
間
に
、
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
メ
モ
す
る
こ
と
が
多
い
。

放
課
後
、
道
徳
ノ
ー
ト
や
図
工
作
品
を
見
な
が
ら
メ
モ

す
る
こ
と
も
あ
る
。
ス
マ
ホ
か
ら Google K

eep 

に
ア

ク
セ
ス
。【
マ
イ
ク
ボ
タ
ン
】
を
押
し
て
音
声
入
力
を
す

る
。
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
よ
り
も
圧
倒
的
に
早
い
。

日
記
も
所
見
の
材
料
に
な
る
。Google K

eep 

の
【
カ

メ
ラ
ボ
タ
ン
】
を
押
し
て
写

真
を
撮
り
保
存
し
て
お
く
。

メ
モ
の
タ
イ
ト
ル
に
は
必

ず
「
子
供
の
名
前
」
を
「
ひ

ら
が
な
」
で
入
れ
て
お
く
。

漢
字
変
換
す
る
手
間
が
省
け
、

変
換
ミ
ス
も
起
き
な
い
。
ス

マ
ホ
か
ら
入
力
す
る
と
き
も

早
い
。

所
見
を
書
く
時
期
に
な
っ

た
ら
、
検
索
窓
に
子
供
の
名

前
を
入
力
す
る
。
す
る
と
、

ず
ら
っ
と
そ
の
子
に
関
す
る

デ
ー
タ
が
出
て
く
る
。

向
山
式
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

で
、
所
見
作
成
の
ス
ピ
ー
ド
は
大
幅
に
向
上
し
た
。

島根県川本町立川本小学校　太
おお

田
た

 政
まさ

男
お

子供の活動を見ながら 
「所見の下書き」をしよう

向山式所見記入法とＩＣＴの活用で、所見作成のス
ピードは大幅に向上する。

スピードアップの仕事術



　

先
生
の
仕
事
っ
て
楽
し
い
！
　
学
校
が
快
適
に
な
る
仕
事
術

仕
事
術

特集

17   2021. 12

帰りの会が 
快適にスピードアップする方法
片付けを挨拶の後でさせる。それだけで帰りがスムーズになり、先生も子供もノンストレ
スになる。

　

四
月
末
、
三
年
生
の
先
生
の
相
談
を
受
け
た
。

「
帰
り
の
会
が
も
の
す
ご
い
ス
ト
レ
ス
で
す
。
早
く
か
ら

帰
り
の
準
備
を
し
て
い
る
子
が
い
る
の
に
、
数
名
が
な
か

な
か
ラ
ン
ド
セ
ル
の
片
付
け
が
で
き
な
い
ん
で
す
。
そ
の

間
ず
っ
と
待
た
せ
て
い
る
の
が
す
ご
く
嫌
な
ん
で
す
。
何

か
い
い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　

私
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

　

私
は
、「
さ
よ
う
な
ら
」
の
挨
拶
の
後
で
片
付
け

さ
せ
ま
す
よ
。

　

一
瞬
、
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
た
が
、
見
る
見
る
う
ち
に

表
情
が
明
る
く
な
っ
た
。

「
な
る
ほ
ど
、
気
が
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
速
、
明
日

か
ら
や
っ
て
み
ま
す
」

　

こ
の
方
法
は
、
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
以
来
、
毎

年
行
っ
て
い
る
方
法
で
あ
る
。

六
時
間
目
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
日
直
が
、

「
帰
り
の
会
を
始
め
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
話
し
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
聞
く
。
係
か
ら
の
連
絡
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
何
も
な
い
。

次
に
、
日
直
が
、

「
先
生
か
ら
何
か
あ
り
ま
す
か
」

と
聞
く
。
た
い
て
い
の
場
合
、

「
あ
り
ま
せ
ん
」

と
答
え
る
。
連
絡
事
項
や
褒
め
た
い
こ
と
は
、
六
時
間
目

ま
で
に
伝
え
て
お
く
。

「
帰
り
の
挨
拶
、
み
な
さ
ん
立
ち
ま
し
ょ
う
」

「
さ
よ
う
な
ら
」

　

六
時
間
目
終
了
後
一
五
秒
程
度
で
帰
り
の
会
が
終
わ
る
。

そ
の
後
、
雑
談
を
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
は
思
い
思
い
に

片
付
け
を
し
て
帰
っ
て
い
く
。

や
ん
ち
ゃ
な
子
ほ
ど
早
く
片
付
け
る
。
一
緒
に
帰
り
た

い
子
は
、
置
い
て
い
か
れ
な
い
よ
う
に
急
ぐ
。
何
と
な
く

雰
囲
気
に
の
ま
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
な
子
供
も
片
付
け
が
速

く
な
る
。
私
も
職
員
室
に
帰
る
片
付
け
を
す
る
。
職
員
室

に
帰
ろ
う
と
思
う
と
き
に
は
子
供
は
い
な
く
な
っ
て
い
る
。

ノ
ン
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
。

　

子
供
が
い
る
間
は
安
全
管
理
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
子
供
が
い
る
時
間
は
職
員
室
で
の
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
帰
っ
て

も
ら
っ
た
方
が
い
い
。
子
供
も
、
で
き
る
だ
け
早
く
帰
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
。W

in-W
in

な
の
だ
。

　

放
課
後
の
時
間
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
そ
の
時
間
を
最

大
限
有
効
活
用
す
る
た
め
に
は
、
気
持
ち
よ
く
子
供
に

帰
っ
て
も
ら
う
の
が
一
番
で
あ
る
。

山口県周防大島町立久賀小学校　奥
おく

田
だ

 嚴
よし

文
ふみ

スピードアップの仕事術
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『
教
え
方
の

プ
ロ
・
向
山

洋
一
全
集
』

（
明
治
図
書
）

第
55
巻
の
二

八
ペ
ー
ジ
か

ら
三
一
ペ
ー

ジ
ま
で
「
テ

ス
ト
の
丸
つ
け
」
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

　

二
〇
分
た
つ
と
、
問
題
に
つ
い
て
短
い
説
明
を
す

る
。
そ
れ
ま
で
、
一
切
の
質
問
は
受
け
つ
け
な
い
。

こ
の
時
に
、
ま
と
め
て
説
明
す
る
。

二
〇
分
間
は
や
ら
せ
て
み
る
。「
一
切
の
質
問
は
受
け

付
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
先
に
言
っ
て
お
く
。

「
質
問
が
出
な
い
テ
ス
ト
」
を
採
用
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。

誤
字
脱
字
が
あ
る
手
作
り
テ
ス
ト
な
ど
は
問
題
外
。
配
っ

て
す
ぐ
に
シ
ー
ン
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
テ
ス
ト
で
あ
る

こ
と
が
大
前
提
だ
。

　

説
明
し
て
五
分
後
「
出
し
た
い
人
は
何
度
も
見
返

し
し
て
出
し
な
さ
い
」
と
告
げ
る
。

　
七
、
八
人
が
す
ぐ
に
出
す
。

　
出
し
た
人
は
「
向
山
の
プ
リ
ン
ト
」
を
や
る
。

休
み
時
間
ま
で
や
っ
て
も
い
い
、
や
り
た
い
子
は
後
で

持
っ
て
き
て
も
い
い
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
も
先
に
言
っ
て

お
い
て
シ
ス
テ
ム
に
す
る
。
個
人
差
が
あ
っ
て
当
然
だ
。

先
に
出
し
た
子
た
ち
が
何
を
す
る
の
か
も
決
め
て
お
く
。

空
白
禁
止
の
原
則
だ
。
読
書
で
も
い
い
が
、
知
的
に
熱
中

す
る
課
題
で
も
い
い
。
今
な
ら
「
難
問
シ
リ
ー
ズ
」
も
い
い
。

　

出
し
て
も
ら
っ
た
プ
リ
ン
ト
を
そ
の
場
で
丸
つ

け
を
始
め
る
。

テ
ス
ト
の
丸
つ
け
を
「
そ
の
場
で
や
る
」
と
い
う
概
念

が
普
通
は
な
い
。
や
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
効
率
的
な

仕
事
術
は
な
い
と
思
え
る
。
赤
鉛
筆
を
お
よ
そ
一
〇
本
用

意
し
、
す
ご
い
早
さ
で
丸
を
つ
け
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

一
五
分
間
の
間
に
次
々
と
持
っ
て
く
る
の
で
、
ど

ん
ど
ん
丸
を
つ
け
て
い
く
。
お
よ
そ
九
割
は
終
わ
る
。

や
っ
て
み
れ
ば
分
か
る
が
、
な
か
な
か
そ
う
な
ら
な
い
。

向
山
氏
が
指
導
す
る
ク
ラ
ス
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
一

〇
〇
点
、
九
〇
点
以
上
を
と
る
か
ら
「
お
よ
そ
九
割
の
丸

つ
け
が
終
わ
る
」
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
が
単
学
級

で
の
実
践
で
は
な
い
と
こ
ろ
も
驚
愕
だ
。
四
年
生
の
Ｔ
・

Ｔ
と
し
て
、
四
ク
ラ
ス
全
て
の
テ
ス
ト
を
や
っ
て
い
る
時

の
仕
事
術
で
あ
る
。
紙
面
が
尽
き
た
。
テ
ス
ト
の
丸
つ
け

だ
け
で
い
く
つ
も
の
講
座
に
な
る
。

兵庫県姫路市立英賀保小学校　許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

プロの教師は常に時間を意識している
「私は、テスト時間だけで、すべてのクラスの丸つけを終わり、成績表への記入も終了する。
テスト時間内だけで、休み時間は一切使わない。」
向山氏の仕事術は、「働き方改革」を具体的に実現する情報の宝庫だ。プロ教師の技能は
コンピューターで代替えできない。

スピードアップの仕事術



　

先
生
の
仕
事
っ
て
楽
し
い
！
　
学
校
が
快
適
に
な
る
仕
事
術

仕
事
術

特集

19   2021. 12

長野県長野市立通明小学校　小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き

会議の終わりを明示する。さらに分割して示す
細かい時間での明示で成功体験を積んでいく。

会議を短く、効果をあげる８つの重要ポイント

会
議
は
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
「
終
了
時
刻
を
宣
言
す

る
こ
と
」
が
と
て
も
効
果
的
だ
。
会
議
の
終
了
時
刻
を

守
る
こ
と
は
、
全
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
、
終
了
時
刻
か
ら
逆
算
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

題
パ
ー
ツ
に
「
何
分
割
り
振
っ
て
い
る
か
」
も
全
体
に

示
そ
う
。

こ
の
こ
と
で
「
長
く
発
言
す
る
こ
と
」
を
抑
制
で
き
る
。

さ
ら
に
は
、
全
体
に
そ
の
議
題
に
割
け
る
時
間
等
を

タ
イ
ム
タ
イ
マ
ー
な
ど
で
明
示
す
る
こ
と
も
効
果
が
あ
る
。

「
こ
の
会
議
は
一
時
間
半
」
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
で

示
す
と
、
時
間
感
覚
は
麻
痺
す
る
。
し
か
し
、「
こ
の

議
題
を
一
〇
分
間
で
終
わ
ら
せ
る
」
と
細
か
く
パ
ー
ツ

を
分
け
る
こ
と
で
、
時
間
感
覚
が
麻
痺
せ
ず
に
す
む
。

さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、

「
時
間
を
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
使
い
切
ら
な
い
」

こ
と
だ
。

こ
こ
は
司
会
の
力
量
が
試
さ
れ
る
。

一
〇
分
間
の
議
題
な
ら
ば
、
八
分
以
内
を
目
指
し
た

司
会
を
す
る
の
だ
。

す
る
と
、
一
〇
分
も
か
か
ら
ず
早
く
終
わ
っ
て
い
く
。

こ
の
体
験
を
全
職
員
で
共
有
す
る
こ
と
で
、「
早
め

に
終
わ
る
会
議
は
良
い
」「
仕
事
が
で
き
る
」

と
い
う
成
功
体
験
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
時
間
の
明
示

と
成
功
体
験
は
セ
ッ
ト
な
の
だ
。

年
間
の
全
会
議
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
学

校
の
仕
組
み
が
分
か
り
、
学
校
を
動
か
す
人
材
に
な
れ
る
。

ま
ず
は
、「
職
員
会
議
」「
企
画
会
議
」「
生
徒
指
導

会
議
」
な
ど
、
定
例
で
開
か
れ
る
も
の
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
す
る
。
全
会
議
の
日
付
や
時
刻
は
、
デ
ー
タ
で
残
し

て
お
く
。
ど
の
学
校
に
も
、「
年
間
行
事
計
画
」
の

デ
ー
タ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
枠
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
既

に
入
っ
て
い
る
「
職
員
会
議
」
な
ど
汎
用
的
な
言
葉
は

残
し
て
お
く
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
開
始
時
刻
だ
け
で
も
入

れ
て
お
く
こ
と
だ
。
自
分
が
主
催
す
る
会
議
は
、
終
了

時
刻
ま
で
入
れ
て
お
く
。
会
議
は
六
〇
分
以
内
に
終
わ

る
よ
う
に
組
み
立
て
る
。
臨
時
で
入
っ
た
会
議
は
、
予

定
が
分
か
っ
た
段
階
で
加
え
る
。
年
度
末
に
は
、
全
会

議
の
デ
ー
タ
が
出
来
上
が
る
。

次
に
、
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
、「
会
議
フ
ォ
ル
ダ
」
を

作
る
。
本
校
は
「
職
員
会
議
フ
ォ
ル
ダ
」
し
か
な
い
が
、

全
会
議
の
資
料
デ
ー
タ
を
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

最
近
は
、
画
面
上
で
資
料
を
共
有
す
る
こ
と
が
増
え
た
。

現
在
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
あ
る
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

も
共
有
で
き
れ
ば
、
移
動
し
て
会
議
が
し
や
す
い
。
紙

が
必
要
な
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
印
刷
す
れ
ば
よ
い
。

さ
ら
に
、
向
山
洋
一
氏
の
よ
う
に
「
過
去
一
〇
年
分

く
ら
い
の
職
員
会
議
録
を
見
て
お
く
」
と
、
学
校
へ
の

理
解
度
が
格
段
に
深
ま
る
。

千葉県成田市立公津小学校　小
こ

松
まつ

 和
かず

重
しげ

全会議をリストアップして、 
学校を動かす人材になろう！
どの学校にもある年間行事予定のデータを活用して、１年分の会議の予定を入れてしまう。

会議を短く、効果をあげる８つの重要ポイント
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福井県越前市立武生東小学校　上
うえ

木
き

 信
のぶ

弘
ひろ

定刻になったら、前置きなしで始める
５分前に校内放送を入れ、会議開始のアイドリングをかける。

会議を短く、効果をあげる８つの重要ポイント

山口県下関市立王喜小学校　河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ

最も重要な案件を最初に扱う＝具体例と導入のコツ
提案の最も重要な案件とは、例年からの変更点である。司会は、それを把握して会議に臨む。

会議を短く、効果をあげる８つの重要ポイント

　

勤
務
校
の
職
員
会
議
の
開
始
時
刻
は
、
い
つ
も
守
ら

れ
て
い
る
。
教
務
主
任
と
し
て
工
夫
し
て
い
る
こ
と
を

紹
介
す
る
。
ま
ず
、
職
員
室
の
黒
板
に
開
始
時
刻
を
明

記
し
て
い
る
。
前
日
か
ら
書
い
て
お
く
こ
と
で
、
他
の

先
生
た
ち
も
、
少
し
は
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
で
も
、
当
日
の
忙
し
さ
の
た
め
、
開
始
時
刻
を

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
先
生
が
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

開
始
五
分
前
に
、
校
内
放
送
を
入
れ
る
。

「
職
員
会
議
開
始
五
分
前
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
」

　

こ
れ
で
、
慌
て
て
戻
っ
て
く
る
先
生
も
い
る
。
開
始

時
刻
前
に
は
、
全
員
が
席
に
着
い
て
い
る
状
態
に
な
る
。

　

時
刻
に
な
っ
た
ら
、
前
置
き
な
し
で
、
職
員
会

議
を
始
め
る
。

「
定
刻
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
会
議
を
始
め
ま
す
。
校

長
先
生
」

校
長
の
話
が
始
ま
る
。
遅
れ
て
来
た
先
生
は
、
職
員

会
議
録
を
見
て
確
認
し
た
り
、
他
の
先
生
に
尋
ね
た
り

し
て
、
情
報
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
勤
務
校
の
職
員
会
議
の
時
間
は
約
四
〇
分
で

あ
る
。
定
刻
で
始
ま
り
短
い
時
間
で
終
わ
る
の
で
、
先

生
た
ち
は
開
始
時
刻
を
守
る
よ
う
に
な
る
。

　

司
会
と
し
て
、
最
も
留
意
す
べ
き
は
、
制
限
時
間
内

に
会
議
を
終
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
提

案
で
最
も
重
要
な
こ
と
、
提
案
の
中
で
新
し
く
し
た
こ

と
の
み
を
検
討
す
る
よ
う
促
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

司
会
は
、
提
案
文
書
の
変
更
点
を
把
握
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
例
年
通
り
の
提
案
の
発
表
後
、

全
体
に
問
う
。「
昨
年
通
り
の
提
案
で
す
が
、
よ
ろ
し

い
で
す
か
？
」
意
義
が
な
け
れ
ば
一
秒
で
決
定
。
変
更

点
が
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
昨
年
度
の
Ａ
を

Ｂ
に
変
更
し
た
い
と
い
う
提
案
で
す
が
、
ご
意
見
ご
ざ

い
ま
す
か
？
」
意
見
は
ほ
ぼ
出
な
い
。
一
秒
意
見
が
出

な
け
れ
ば
す
ぐ
決
定
。

意
見
が
出
る
こ
と
が
稀
に
あ
る
。
そ
の
と
き
は
、
必

ず
発
言
者
か
ら
の
代
案
を
確
認
す
る
。
問
題
点
を
挙
げ

る
だ
け
の
意
見
は
、
協
議
を
迷
走
さ
せ
る
だ
け
だ
。
代

案
が
な
け
れ
ば
提
案
通
り
で
、
代
案
が
あ
れ
ば
提
案
者

に
返
す
。
難
航
し
そ
う
な
ら
ば
、
全
体
で
低
・
中
・
高

（
大
規
模
な
ら
ば
、
各
学
年
）
で
協
議
後
提
案
者
に
返

す
。
提
案
か
代
案
か
、
決
め
る
の
は
提
案
者
で
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
提
案
の
変
更
点
を
確
認
す
る
。
最
も
確

実
な
方
法
は
、
会
議
前
に
、
提
案
者
に
聞
い
て
お
く
こ

と
だ
。「
昨
年
と
の
変
更
点
は
？
」
と
。
会
議
中
に
把

握
す
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
が
、
事
前
に
聞
い
て
お
く
と
見

通
し
が
も
て
る
。



　

先
生
の
仕
事
っ
て
楽
し
い
！
　
学
校
が
快
適
に
な
る
仕
事
術

仕
事
術

特集
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兵庫県丹波篠山市立味間小学校　川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

提案は肯定・否定、又は 
Ａ案・Ｂ案の形で＝具体例と導入のコツ
提案を言いきりの形で冒頭に載せると、賛成か反対かで、短時間で検討できる。

会議を短く、効果をあげる８つの重要ポイント

反
省
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
だ
け
で
検
討
す
る
と
、
声

の
大
き
い
人
の
意
見
が
通
る
。
ま
た
、
感
想
や
ダ
メ
出

し
が
続
き
、
来
年
度
の
方
向
が
決
ま
ら
な
い
。

冒
頭
に
来
年
度
の
提
案
を
「
言
い
切
り
」
の
形
で
載

せ
る
。
賛
成
か
反
対
か
短
時
間
で
検
討
で
き
る
。
自
由

記
述
を
最
後
に
全
て
載
せ
る
と
、
ダ
メ
出
し
し
た
い
人

も
満
足
す
る
。

次
年
度
の
提
案
に
、
こ
の
文
書
も
つ
け
る
。「
去
年

は
ど
う
だ
っ
た
か
な
」
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
分
か
る
。

冒
頭
の
よ
う
な
提
案
文
書
例
を
上

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
。
よ
か
っ
た
ら
参
考
に
し
て

ほ
し
い
。

向
山
氏
が
教
務
主
任
時
代
に
作
成
し
た
『
大
塚
の
教

育
』
六
二
ペ
ー
ジ
に
は
「
３　

勤
務
の
内
容
（
８
）
会

議
は
原
則
と
し
て
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
終
了
す
る
。

そ
の
た
め
会
議
へ
の
提
案
は
担
当
者
が
原
則
と
し
て
文

書
で
行
う
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
前
段

に
は
「
時
間
に
遅
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
書
か
れ
て

い
る
。
こ
う
し
て
文
書
で
示
し
て
い
る
こ
と
で
定
刻
に

会
議
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
遅
刻
は
本
人
の
責

任
で
あ
る
。
欠
席
者
へ
の
対
応
も
記
さ
れ
て
い
る
。

「
文
書
で
の
提
案
」
が
な
い
場
合
、
思
い
付
き
、
思
い

出
し
発
言
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
な
る
。
声
の
大
き
い

「
口
動
」
教
師
が
後
か
ら
決
定
事
項
を
覆
す
こ
と
も
あ

る
。
提
案
を
文
書
で
行
う
こ
と
で
、
時
間
短
縮
だ
け
で

は
な
く
無
用
な
発
言
を
駆
逐
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

本
校
で
は
提
案
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
」「
視
覚
化
」
を

意
識
し
て
い
る
。
職
員
室
入
り
口
に
職
員
連
絡
用
モ
ニ

タ
ー
を
置
き
、
日
報
・
連
絡
版
を
設
置
し
て
い
る
。

今
後
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
進
化
す
れ
ば
情
報
共
有
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
わ
れ
、
職
員
会
議
自
体
が
必
要
な

く
な
る
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
で
も

文
書
の
提
案
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

「
二
、
三
〇
人
で
行
う
職
員
会
議
は
百
万
円
以
上
の
費

用
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」。
向
山
氏
の
言
葉
を

か
み
し
め
、
価
値
あ
る
仕
事
を
行
っ
て
い
く
。

千葉県匝瑳市立野栄中学校　吉
よし

原
わら

 尚
なお

寛
ひろ

文書での提案は会議時間短縮につながる
文書で提案するから時間がかからず、無用な発言を駆逐することができる。

会議を短く、効果をあげる８つの重要ポイント

上
は
、
学
習
発
表
会
の

反
省
提
案
文
書
。
ポ
イ
ン

ト
は
次
で
あ
る
。

①�

　
冒
頭
に
来
年
度

の
提
案
を
書
く
。

②�

　「
～
す
る
」
の

言
い
切
り
で
書
く
。

③�

　
最
後
に
自
由

記
述
も
載
せ
る
。
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日本文化大学・講師　木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お

会議の言葉を削るキーワードは「時間厳守」
組織としての挨拶は一度でよい。復唱不要の趣意説明を加える。

会議を短く、効果をあげる８つの重要ポイント

　

四
月
初
め
の
職
員
会
議
。
校
長
挨
拶
。

「
先
生
方
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

全
職
員
も
挨
拶
し
、
会
議
が
始
ま
る
。

教
頭
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
…
」

教
務
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
…
」

提
案
者
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
…
」

　

異
動
し
た
ば
か
り
の
私
は
、
形
式
的
な
挨
拶
に
違
和

感
を
感
じ
て
発
言
し
た
。

　

会
議
の
初
め
、
校
長
先
生
が
ご
挨
拶
さ
れ
、
先

生
方
が
挨
拶
し
ま
し
た
。
組
織
と
し
て
の
挨
拶
が

完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ご
発
言
は
、
挨
拶
を

省
い
て
本
題
か
ら
入
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
組
織
」
と
い
う
視
点
が
弱
い
の
だ
。

　

休
憩
時
の
同
僚
の
声
。「
確
か
に
挨
拶
が
な
い
だ
け

で
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
ね
」。

　

私
た
ち
は
、
自
分
の
発
す
る
言
葉
に
敏
感
で
あ
る
べ

き
だ
。
鈍
感
さ
の
極
み
が
「
復
唱
」
だ
。
決
定
事
項
を

長
々
と
復
唱
す
る
司
会
者
。

時
間
厳
守
の
た
め
に
、復
唱
な
し
で
進
め
ま
し
ょ
う
。

「
時
間
厳
守
の
た
め
」
と
い
う
趣
意
説
明
を
加
え
た
。

復
唱
ウ
ン
ザ
リ
派
の
賛
成
意
見
も
出
て
、
復
唱
は
止

ま
っ
た
。
会
議
の
言
葉
も
「
削
る
」
必
要
が
あ
る
。

茨城県水戸市立梅が丘小学校　桑
くわ

原
ばら

 和
かず

彦
ひこ

教育課程で決定しておく
共通理解があることでスムーズに進む。

会議を短く、効果をあげる８つの重要ポイント

①　

会
議
時
間
に
つ
い
て
、
教
育
課
程
に
記
し
て
お
く

こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。
向
山
洋
一
氏
は
「
大
塚
の

教
育
」
の
中
で
『
会
議
は
原
則
と
し
て
決
め
ら
れ
た

時
間
内
に
終
了
す
る
』
と
示
し
て
い
る
。
こ
の
構
え

が
会
議
参
加
者
全
員
に
共
通
理
解
し
て
あ
る
こ
と
で
、

時
間
内
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

会
議
の
時
間
を
資
料
や
予
定
表
、
職
員
掲
示
板
な

ど
に
示
し
て
お
く
。

　

�　

ま
た
、
終
了
時
刻
を
示
し
て
い
な
い
会
議
が
稀
に

あ
る
。
そ
の
際
は
、
担
当
に
確
認
し
て
記
入
さ
せ
た

り
、
会
議
冒
頭
で
「
●
時
終
了
で
す
」
と
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
て
も
ら
う
よ
う
助
言
し
て
い
る
。

③　

目
安
時
間
を
示
す
。
大
項
目
が
三
つ
あ
れ
ば
、
第

一
が
二
〇
分
、
第
二
は
一
〇
分
、
第
三
は
一
五
分
、

そ
の
他
の
予
備
が
五
分
、
と
い
う
よ
う
に
、
内
容
に

応
じ
た
時
間
を
示
し
て
お
く
。
す
る
と
遅
れ
を
調
整

し
よ
う
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
る
。

④　

時
間
設
定
に
は
五
分
ほ
ど
余
剰
時
間
を
設
け
て
お

く
。
多
く
の
会
議
で
は
、
最
後
に
「
そ
の
他
」
を
扱

う
。
そ
の
時
間
を
組
み
込
ん
で
お
か
な
い
と
、
時
間

オ
ー
バ
ー
に
な
る
。
会
議
冒
頭
に
「
そ
の
他
で
発
言

す
る
方
」
の
数
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

⑤　

会
議
終
了
時
に
、
時
間
通
り
に
終
え
た
協
力
へ
の

感
謝
を
笑
顔
で
述
べ
る
。
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偏りをなくし、自習ゼロにするしくみ
ここに述べる４つの方策を採り入れて実施すれば公平感は確実に増す。補教担当者が「監
督」を務め、児童生徒が「自習」するという、意義も価値も薄い方法は可能な限り排除し
たい。

　

三
〇
代
後
半
に
初
め
て
教
務
主
任
（
兼
研
究
主
任
）
と

な
っ
た
。
当
時
、
補
教
の
し
く
み
を
い
か
に
つ
く
っ
た
か
。

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
示
す
。

第
一
　
空
き
時
間
一
覧
表
を
作
成
す
る
。

　

必
須
の
作
業
で
あ
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
補
教
の
必

要
が
生
じ
る
た
び
に
職
員
時
間
割
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
、

空
き
の
教
員
を
探
す
羽
目
に
な
る
。

第
二
　
表
に
は
学
年
別
に
氏
名
を
記
入
す
る
。

　

中
学
校
な
ら
で
は
の
工
夫
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
二

学
年
に
生
じ
た
補
教
に
は
二
学
年
の
教
員
が
入
る
方
が
、

生
徒
が
安
定
す
る
の
で
あ
る
。
経
験
し
た
人
な
ら
分
か
る

だ
ろ
う
。
特
に
大
規
模
校
で
は
そ
の
傾
向
が
強
い
。
無
論
、

「
可
能
な
限
り
当
該
学
年
の
教
員
を
割
り
振
る
」
と
い
う

条
件
付
き
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
人
が
足
り
な
い
事
態
も

起
こ
り
得
る
か
ら
だ
。

第
三
　
補
教
を
分
類
し
、
依
頼
方
法
を
変
え
る
。

　

補
教
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
は
大
き
く
二
種
あ
る
。

　

一
つ
は
、
出
張
や
計
画
年
休
等
が
あ
ら
か
じ
め
分
か
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
を
Ａ
と
す
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
病
休
等
の
突
発
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
ち
ら
を
Ｂ
と
す
る
。

　

Ａ
と
Ｂ
と
で
依
頼
の
方
法
を
変
え
る
。

　

Ａ
の
場
合
、
授
業
担
当
者
は
自
身
で
授
業
交
換
を
行
う
。

そ
の
上
で
変
更
点
を
教
務
主
任
及
び
学
年
主
任
に
報
告
す

る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
自
習
を
出
さ
な
い
工
夫
で
あ
る
。

加
え
て
、
授
業
担
当
者
自
身
が
該
当
学
級
に
変
更
の
連
絡

を
す
る
。
こ
れ
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

Ｂ
の
場
合
、
ま
ず
依
頼
主
が
教
務
主
任
あ
る
い
は
管
理

職
に
連
絡
し
、
万
一
の
自
習
の
た
め
の
課
題
を
明
確
に
示

す
。
次
い
で
、
教
務
主
任
が
空
き
時
間
一
覧
表
を
見
て
補

教
計
画
を
組
む
。
可
能
な
限
り
授
業
を
す
る
も
の
と
す
る

（
複
数
年
度
に
わ
た
り
年
間
自
習
ゼ
ロ
を
実
現
し
た
）。
そ

の
計
画
書
を
必
要
分
コ
ピ
ー
し
、
補
教
担
当
者
の
机
上
に

置
き
、
職
員
黒
板
、
生
徒
用
連
絡
黒
板
に
掲
示
す
る
。

第
四
　
回
数
を
均な
ら

す
。

　

補
教
回
数
は
学
期
ご
と
に
明
示
す
る
。
時
に
補
教
回
数

に
偏
り
が
生
じ
る
。
そ
う
い
う
場
合
は
、
教
務
主
任
で
あ

る
私
が
積
極
的
に
授
業
に
出
た
。
ま
た
、
管
理
職
も
快
く

授
業
を
し
て
く
れ
た
。

　

し
く
み
を
動
か
す
の
は
結
局
「
人
」
な
の
で
あ
る
。

埼玉県吉見町立吉見中学校　長
は

谷
せ

川
がわ

 博
ひろ

之
ゆき

「補教」を公平に担当するしくみのつくり方
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正
直
に
言
っ
て
、
私
は
職
員
室
で
愛
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
同
僚
が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
を
、
常
に
考
え
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
か

ら
だ
。
私
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
の
中
か
ら
三
つ
紹
介
す

る
。一

つ
め
は
、
み
な
さ
ん
の
仕
事
を
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
お

手
伝
い
す
る
こ
と
だ
。
現
在
、
学
習
指
導
主
任
を
し
て
い

る
の
で
、
子
供
た
ち
の
学
習
に
関
し
て
、
先
生
方
に
お
願

い
す
る
こ
と
が
多
く
あ
る
。
例
え
ば
通
知
表
や
指
導
要
録

の
作
成
だ
。
成
績
な
ど
の
内
容
は
担
任
が
行
う
が
、
通
知

表
フ
ァ
イ
ル
（
学
期
ご
と
に
フ
ァ
イ
ル
に
差
し
込
む
形

式
）
の
用
意
や
要
録
の
名
列
表
等
は
、
私
が
全
学
年
行
う
。

単
純
作
業
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
が
か
か
る
。
こ
う
い
っ

た
作
業
が
ほ
ん
の
少
し
で
も
な
く
な
れ
ば
、
先
生
方
は
喜

ぶ
。
そ
の
た
め
に
、
私
の
仕
事
は
即
時
処
理
で
行
い
、
時

間
を
生
み
出
し
て
い
る
。

二
つ
め
は
、
相
談
さ
れ
た
時
に
、
ど
ん
な
に
仕
事
が
立

て
込
ん
で
い
て
も
「
相
談
に
来
て
く
れ
た
の
。
嬉
し
い
な

あ
。
俺
っ
て
信
頼
さ
れ
て
い
る
ね
」
と
い
う
気
持
ち
で
相

手
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
だ
。
相
談
に
来
る
人
は
、
困
っ
て

い
る
人
で
あ
る
。
そ
の
人
が
、
意
を
決
し
て
相
談
に
来
て

い
る
の
に
、
自
分
の
仕
事
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
「
後
に

し
て
」
と
言
っ
た
り
、「
今
、
忙
し
い
ん
だ
よ
な
あ
」
と

い
う
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
た
り
し
て
は
、
二
度
と
相
談
に

は
来
て
く
れ
な
い
。
事
態
が
深
刻
化
す
る
ま
で
相
談
さ
れ

ず
、「
ど
う
し
て
も
っ
と
早
く
相
談
し
な
い
の
か
？
」
と

問
う
て
も
、「
だ
っ
て
、
怖
く
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
常
に
「
相
談
大
好

き
！　

い
つ
で
も
来
て
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
を
身
に
ま

と
っ
て
お
く
こ
と
も
、
愛
さ
れ
る
秘
訣
だ
。
そ
の
た
め
に

は
、
笑
顔
で
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

三
つ
め
は
、
雑
談
す
る
こ
と
だ
。
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、

人
間
関
係
は
雑
談
の
量
で
決
ま
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

常
に
仕
事
の
話
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
常
の
た
わ
い
の
な

い
会
話
を
日
々
行
う
こ
と
で
、
気
軽
に
話
せ
る
よ
う
な
人

間
関
係
が
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
の
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
に

は
注
意
も
必
要
だ
。
雑
談
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
る
と
、
仕

事
が
は
か
ど
ら
な
く
な
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
私
が
心
掛

け
て
い
る
こ
と
は
、
自
分
か
ら
雑
談
を
も
ち
か
け
る
の
で

は
な
く
、
雑
談
の
中
に
私
か
ら
入
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

自
分
の
興
味
の
あ
る
話
を
相
手
に
す
る
の
で
は
な
く
、
相

手
の
話
に
入
っ
て
い
く
の
だ
。「
あ
、
そ
の
お
笑
い
番
組
、

私
も
見
ま
し
た
。
面
白
か
っ
た
ね
え
」
と
言
う
と
、「
え
、

松
﨑
先
生
も
見
た
ん
で
す
か
。
意
外
で
す
ね
え
」
と
、
短

い
や
り
取
り
で
も
話
が
弾
む
。

年
齢
を
重
ね
る
た
び
、
そ
れ
以
上
に
謙
虚
さ
と
柔
和
さ

を
蓄
え
よ
う
と
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

栃木県真岡市立真岡東小学校　松
まつ

﨑
ざき

 力
つとむ

年齢を重ねるほどに、謙虚さと柔和さを
併せもつ教師になろう
職員室で愛される理由は、謙虚さと柔和さを土台とした多くの行いがあるからだ。その中
から「少しのお手伝い」と「相談大好き」、「短い雑談」の３つを紹介する。どれも工夫次
第で、簡単にできることばかりだ。

職員室で愛される私のコツ
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私が大好きだった校長
わが子が病気になったとき、看病のため、私は１日休んだ。次の日にかけてくれた一言で、
私は、その校長が大好きになった。

挨
拶
の
コ
ツ
　
①
元
気
に
　
②
お
先
に
　
③
名
前
を
呼
ぶ

　

朝
、
職
員
室
に
入
る
と
き
。
私
は
、「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
！
」
と
、
職
員
室
全
体
に
聞
こ
え
る
声
で
挨
拶
を

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
入
り
口
か
ら
自
分
の
机
に
向
か
う

ま
で
、「
利
田
先
生
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
、

相
手
の
名
前
を
呼
び
、
挨
拶
を
し
て
い
る
。

本
当
の
こ
と
を
言
う
と
、
自
分
が
そ
う
し
て
い
る
と
い

う
意
識
さ
え
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
飲
み
会
で
上
司
か
ら

言
わ
れ
た
。「
俺
は
、
林
さ
ん
は
偉
い
と
思
う
。
授
業
は

分
か
ら
な
い
け
ど
、
挨
拶
を
大
き
な
声
で
し
て
い
る
」。

へ
ぇ
～
、
で
あ
る
。
初
め
て
気
付
い
た
。

夕
方
も
同
じ
。「
お
先
に
失
礼
し
ま
す
！
」
と
元
気
に

挨
拶
す
る
（
時
々
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
言
う
と
き
も
あ

る
）。
職
員
室
だ
け
で
な
く
、
事
務
室
、
校
長
室
に
も
行

き
、
挨
拶
を
す
る
。

返
事
の
コ
ツ
　
①
ハ
イ
ッ
！
　
②
腰
か
け
た
ま
ま
に
し
な
い

　

始
業
式
。
担
任
発
表
の
と
き
、
校
長
が
名
前
を
呼
ぶ
。

「
六
年
一
組
、
林
先
生
」「
ハ
イ
ッ
！
」

　

体
育
館
に
い
る
子
供
た
ち
が
一
斉
に
こ
ち
ら
を
見
る
。

そ
れ
ぐ
ら
い
、
は
き
は
き
し
た
返
事
を
す
る
。

　

職
員
室
で
も
同
じ
。
自
分
の
机
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

名
前
を
呼
ば
れ
る
時
が
あ
る
。

「
林
先
生
、
ち
ょ
っ
と
い
い
？
」「
ハ
イ
ッ
！　

い
い
で

す
よ
！
」
そ
し
て
、
席
を
立
つ
。
立
っ
て
話
を
聞
く
。
腰

か
け
た
ま
ま
に
し
な
い
。
相
手
が
年
上
で
も
年
下
で
も
、

話
は
立
っ
て
聞
く
。
俳
優
・
渡
哲
也
は
、
年
下
の
舘
ひ
ろ

し
が
初
め
て
挨
拶
に
来
た
時
、
腰
か
け
た
ま
ま
に
し
な

か
っ
た
。
す
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
。

気
遣
い
の
コ
ツ
　
①
家
族
を
気
に
か
け
る
　
②
一
言
手
紙

　

自
分
が
若
い
と
き
。
大
好
き
な
校
長
が
い
た
。
な
ぜ
、

好
き
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
私
の
家
族
の
こ
と
ま
で
気

に
し
て
く
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

わ
が
子
が
病
気
に
な
り
、
看
病
の
た
め
休
ん
だ
。
次
の

日
、
校
長
が
言
う
。「
林
さ
ん
、
お
子
さ
ん
、
大
丈
夫
？

　

良
か
っ
た
ね
。
で
、
水
泳
の
こ
と
だ
け
ど
」
こ
の
一
言

が
嬉
し
か
っ
た
。
温
か
か
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
同
学
年
の

教
師
が
看
病
の
た
め
休
ん
だ
と
き
、
必
ず
追
試
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
言
の
手
紙
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
る
。
学
級

通
信
の
チ
ェ
ッ
ク
の
と
き
、
必
ず

一
言
添
え
る
校
長
が
い
た
。「
良

い
ク
ラ
ス
で
す
ね
」
な
ど
短
い
言

葉
で
あ
る
。
印
鑑
だ
け
で
は
生
ま

れ
な
い
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

こ
れ
も
、
必
ず
追
試
し
て
い
る
。

山口県下関市立清末小学校　林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

職員室で愛される私のコツ〈礼儀正しい先生が愛される〉
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１　

話
の
聞
き
方
の
問
題
点
に
気
付
く

以
前
、
私
の
話
の
聞
き
方
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。

①　

相
手
の
方
を
向
い
て
い
な
い

②　

う
な
ず
き
が
な
い

③　

笑
顔
で
な
い

④　

相
手
の
意
見
を
否
定
す
る

自
分
の
主
張
ば
か
り
し
、
相
手
の
話
を
聞
き
入
れ
よ
う

と
し
な
い
人
と
は
会
話
な
ど
し
た
く
な
い
。
相
手
に
不
快

な
思
い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
気
付
き
、
話
の
聞
き
方
を

変
え
る
決
意
を
し
た
。

２　

私
が
変
え
た
職
員
室
で
の
会
話
の
作
法

カ
ー
ネ
ギ
ー
の
『
人
を
動
か
す
』
の
「
人
に
好
か
れ
る

六
原
則
」
の
中
に
、「
聞
き
手
に
ま
わ
る
」
と
あ
る
。
私

が
行
っ
て
い
た
の
は
真
逆
。
相
手
の
話
を
真
剣
に
聞
く
た

め
に
以
下
の
三
つ
を
意
識
す
る
よ
う
に
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
１
：
会
話
の
基
本
は
質
問
ベ
ー
ス

会
話
を
す
る
際
は
、「
相
手
へ
の
質
問
」
を
心
が
け
る

よ
う
に
し
た
。
人
は
、
誰
で
も
自
分
の
話
を
し
た
い
。

「
こ
の
絵
は
ど
う
や
っ
て
描
か
せ
た
の
で
す
か
？
」

「
こ
の
資
料
は
ど
こ
に
載
っ
て
い
た
の
で
す
か
？
」

質
問
す
る
と
色
々
教
え
て
も
ら
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

自
分
が
教
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
と
傲
慢
に

な
り
相
手
も
聞
き
入
れ
た
く
な
く
な
る
。

会
話
を
し
て
い
て
質
問
を
さ
れ
る
と
、
こ
の
人
は
き
ち

ん
と
話
を
聞
い
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
。

ポ
イ
ン
ト
２
：
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
話
を
聞
く

い
つ
も
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
メ
モ
帳
を
入
れ
て
お
く
。
さ
っ

と
メ
モ
を
出
し
て
話
を
し
な
が
ら
メ
モ
を
取
る
よ
う
に
す

る
。
何
気
な
い
会
話
の
中
で
も
学
び
の
ヒ
ン
ト
は
満
載
。

一
日
一
枚
、
同
僚
か
ら
学
ぶ
と
決
め
て
過
ご
す
と
、
同
僚

の
良
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
会
話
中
に
相
手
が
自

分
の
話
を
メ
モ
し
て
い
る
と
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

ポ
イ
ン
ト
３
：
否
定
禁
止
。
肯
定
の
あ
い
づ
ち

相
手
の
言
っ
た
こ
と
に
対
し
て
「
で
も
」「
そ
う
じ
ゃ

な
く
て
」
な
ど
否
定
す
る
言
葉
や
首
を
傾
げ
る
な
ど
は
し

な
い
。
私
は
相
手
の
意
見
が
自
分
と
違
う
と
、
否
定
し
論

破
し
よ
う
と
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
相
手
の
考

え
を
変
え
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
相
手
は
意
見
を
変
え

な
い
。
逆
に
相
手
の
意
見
を
肯
定
し
、「
な
る
ほ
ど
、
そ

う
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
ね
」
と
受
け
入
れ
る
と
、
相
手

も
自
分
の
意
見
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
く
れ
る
。

人
に
好
か
れ
る
人
は
自
然
と
相
手
を
喜
ば
せ
て
い
る
。

群馬県太田市立沢野小学校　松
まつ

島
しま

 博
ひろ

昭
あき

好かれる人は、自分の話ではなく、 
相手にしゃべらせる
意識して変えた会話の作法。

職員室で愛される私のコツ〈誰からも学ぼうとする人が愛される〉



　

先
生
の
仕
事
っ
て
楽
し
い
！
　
学
校
が
快
適
に
な
る
仕
事
術

仕
事
術

特集

27   2021. 12

①助走をつける　 
②相手が喜ぶことをする
この２つはTOSSで学んだことだ。職場で意識して働
くことで、同僚の方に感謝していただける。こちらこ
そ、いつもお世話になっているので、少しでも喜ん
でいただけて嬉しい。

１　

助
走
を
つ
け
る

か
つ
て
中
央
事
務
局
に
所
属
し
て
い
た
大
賀
由
里
子
氏

は
、
向
山
洋
一
氏
に
、
次
の
質
問
を
し
た
。

「
向
山
先
生
、
ど
う
や
っ
た
ら
原
稿
が
早
く
書
け
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
か
」

　

こ
の
質
問
に
、
向
山
氏
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
と
い
う
。

　

原
稿
依
頼
が
来
た
ら
、
依
頼
状
に
思
い
つ
い
た
こ

と
を
メ
モ
し
て
お
く
。
一
度
に
書
こ
う
と
思
わ
ず
、

助
走
を
つ
け
て
お
く
と
い
い
。

（『
向
山
氏
の
か
ば
ん
の
中
』
大
賀
由
里
子
、

T
O
S
S
メ
デ
ィ
ア
）

　

向
山
氏
の
仕
事
術
は
学
校
現
場
で
追
試
で
き
る
。「
仕

事
が
来
た
」
ら
、「
助
走
」
を
つ
け
て
お
く
の
だ
。
と
に

か
く
少
し
で
も
、
そ
の
場
で
や
り
始
め
て
し
ま
う
の
だ
。

２　

外
部
講
師
の
出
前
授
業

　

地
域
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
出
前
授
業
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
外
部
講
師
に
授
業
を
お
願
い
す
る
と

き
は
、
自
分
が
一
番
尊
敬
す
る
先
生
に
来
て
い
た
だ
く
つ

も
り
で
準
備
を
す
る
。
私
の
場
合
は
向
山
洋
一
氏
だ
。
出

前
授
業
で
は
、
普
段
で
き
な
い
よ
う
な
体
験
が
で
き
る
の

で
、
子
供
た
ち
は
喜
ぶ
。
で
は
、
お
呼
び
し
た
外
部
講
師

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
御
礼
新
聞
」
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
感
謝
の
言
葉
と
そ
の

日
の
様
子
を
、
写
真
と
文
章
で
伝
え
る
新
聞
だ
。
前
日
の

放
課
後
、
職
員
室
で
「
助
走
」
を
つ
け
た
。
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
作
成
し
て
お
い
た
（
上
記
写
真
参
照
）。

　

翌
日
の
出
前
授
業
で
は
、
講
師
が
授
業
し
て
い
る
様
子

や
子
供
た
ち
が
楽
し
そ
う
な
様
子
を
写
真
に
撮
り
、
そ
の

場
で
前
日
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
貼
り
付
け
る
。
記
事
も
、

授
業
を
見
な
が
ら
書
き
込
ん
で
い
く
。
終
了
と
同
時
に
完

成
。
教
室
か
ら
職
員
室
の
プ
リ
ン
タ
ー
へ
カ
ラ
ー
印
刷
で

送
信
。
五
枚
ほ
ど
印
刷
し
て
お
く
。

３　

御
礼
新
聞
は
広
が
っ
て
い
く

お
見
送
り
に
行
く
と
き
、
新
聞
を
一
枚
講
師
の
方
に
お

渡
し
し
た
。「
え
っ
！　

こ
れ
今
の
授
業
で
す
よ
ね
！　

す
ご
い
！
」
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
。
多
め
に
印
刷
し
た

新
聞
も
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
て
お
渡
し
す
る
。
一
緒

に
い
た
校
長
に
も
一
枚
渡
し
た
。

後
日
、
校
長
が
「
先
生
が
作
っ
た
新
聞
が
、
地
域
で
評

判
で
す
。
講
師
の
方
が
他
の
方
に
も
紹
介
し
て
く
れ
た
よ

う
で
す
。
本
校
の
教
育
が
地
域
の
方
に
知
っ
て
も
ら
え
て
、

私
も
嬉
し
い
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

北海道北見市立三輪小学校　塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

職員室で愛される私のコツ〈すぐやる人が愛される〉

↑フォーマット
←�その場で作っ
た御礼新聞
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説
明  

「
く
だ
も
の
」
の
こ
と

を
、「
ま
と
め
て
つ
け
た
名

ま
え
」
と
言
い
ま
す
。

発
問  

あ
じ
、
さ
ば
、
た
い
に
、

ま
と
め
て
つ
け
た
名
ま
え
は

何
で
す
か
。

指
示  

み
ん
な
で
さ
ん
は
い
。

と
言
っ
て
、「
さ
か
な
」
で
あ
る
こ

と
を
お
さ
え
る
。

発
問  「
く
だ
も
の
」「
さ
か
な
」

の
他
に
、
ま
と
め
て
つ
け
た

名
ま
え
に
は
何
が
あ
り
ま
す

か
。

指
示  

ノ
ー
ト
に
、「
ま
と
め

て
つ
け
た
名
ま
え
」
を
書
き

ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
発
表
さ
せ
る
。

　
お
す
す
め
の
指
示
は
、「
ま
だ
一

度
も
発
表
し
て
い
な
い
人
、
一
つ
ず

つ
言
っ
て
ご
ら
ん
」
で
あ
る
。

二	 �「
ま
と
め
て
つ
け
た
名
ま
え
」

を
列
挙

説
明  

り
ん
ご
、
み
か
ん
、
バ

ナ
ナ
は
「
く
だ
も
の
」
で
す
。

発
問  

り
ん
ご
、
み
か
ん
、
バ

ナ
ナ
の
他
に
は
、ど
ん
な「
く

だ
も
の
」
が
あ
り
ま
す
か
。

指
示  

ノ
ー
ト
に「
く
だ
も
の
」

の
名
ま
え
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
五
分
程
し
て
、
何
個
書
け
た
か
を

聞
い
て
い
く
。
そ
し
て
、
最
も
多
く

書
け
た
子
供
に
す
べ
て
言
わ
せ
て
い

く
。
教
師
は
す
べ
て
板
書
す
る
。

　
次
に
、「
こ
こ
に
三
個
付
け
足
せ

る
人
？
」
と
聞
く
。
そ
し
て
、「
二

個
付
け
足
せ
る
人
？
」「
一
個
付
け

足
せ
る
人
？
」
と
聞
い
て
い
く
。
列

挙
さ
せ
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
時
に
、

よ
く
使
う
発
表
の
さ
せ
方
で
あ
る
。

　
友
だ
ち
の
発
表
を
聞
く
時
に
、
自

分
の
ノ
ー
ト
を
見
て
、
同
じ
も
の
に

は
チ
ェ
ッ
ク
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

も
一
年
生
か
ら
教
え
て
い
く
と
よ
い
。

一	 �「
く
だ
も
の
」
の
名
ま
え
を

列
挙

ものの名まえ
クラスの全員が発表出来るよう
に、発表させる時の指示を工夫
しよう。

1年説明  りんご、みかん、バナナは「く
だもの」です。

発問  りんご、みかん、バナナの他
には、どんな「くだもの」があり
ますか。

指示  ノートに「くだもの」の名ま
えを書きましょう。

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

光村図書・1年下・Ｐ56-61

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ



29   2021. 12

国
Japanese

国語

Math
emat

ics算数
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

下
の
数
は
上
の
数
か
ら
引
け
ば
よ
い

こ
と
を
押
さ
え
る
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
個
人
差
が
大
き

く
な
る
の
で
、
早
く
終
わ
っ
た
子
へ

の
対
応
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
左
の

よ
う
な
魔
方
陣
や
難
問
集
な
ど
を
配

付
し
て
取
り
組
ま
せ
る
と
よ
い
。

　下のますに、１・３・４・
７・８の数字を入れて、縦、
横、斜め、どこをたしても
15になるようにしましょう。

２
５

６

　

そ
れ
で
も
早
く
終
わ
る
子
に
は
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
問
題
を
自
分
た
ち
で

作
ら
せ
、
問
題
を
解
き
合
わ
せ
た
り
、

魔
方
陣
を
使
い
２
か
ら
10
ま
で
の
数

を
一
つ
ず
つ
入
れ
て
、
縦
横
斜
め
の

合
計
が
18
に
な
る
よ
う
に
子
供
に
考

え
さ
せ
た
り
す
る
の
も
楽
し
い
。

指
示
１  

教
科
書
八
八
ペ
ー
ジ
一
番

上
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
指
で
押
さ
え

ま
す
。

説
明
１  

上
の
□
に
は
、
下
の
二
つ

の
数
を
足
し
た
数
が
入
り
ま
す
。

発
問
１  

□
の
数
は
い
く
つ
で
す
か
。

発
問
２  

２
と
３
の
上
の
数
は
い
く

つ
で
す
か
。

指
示
２  

残
り
の
□
に
入
る
数
を
書

き
ま
し
ょ
う
。

　

全
体
で
や
り
方
を
確
認
す
る
。

発
問
３  

③
ま
で
教
科
書
に
書
い
た

ら
、
持
っ
て
き
ま
す
。

　

③
で
初
め
て
下
の
段
が
□
と
な
る

問
題
が
出
て
く
る
。
答
え
は
教
え
ず
、

◯
か
×
だ
け
を
付
け
て
い
く
。

　

③
が
ク
リ
ア
で
き
た
ら
、
そ
の
後

は
⑩
ま
で
や
ら
せ
て
、
で
き
た
子
供

同
士
で
答
え
合
わ
せ
を
し
て
も
よ
い
。

　

③
の
問
題
を
三
割
く
ら
い
の
子
供

が
通
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
ど
こ
か
ら

解
い
た
ら
よ
い
か
を
発
表
さ
せ
、
で

き
て
い
な
か
っ
た
子
の
手
が
か
り
と

し
た
い
。
三
角
形
に
な
る
場
所
で
考

え
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
、

東京都大田区立雪谷小学校

下
しも

山
やま

 てるみ

「けいさんぴらみっど」
難問と合わせて数に対する習熟
をはかる。

東京書籍・１年②・P88-89

1年
Mathematics
算数説明１  上の□には、下の２つの数

を足した数が入ります。
発問１  □の数はいくつですか。
�

発問２  ２と３の上の数はいくつで
すか。�

指示  残りの□に入る数を書きま
しょう。

※�イラストは、教科書をもとにかき起こしました。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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め
る
よ
う
に
す
る
。

　

子
供
た
ち
の
書
い
た
カ
ー
ド
の
中

か
ら
、
全
体
で
取
り
上
げ
た
い
内
容

を
選
び
検
討
す
る
。
例
え
ば
、

す
み
れ
ち
ゃ
ん
は
わ
ら
い
だ
し

ま
し
た
。

に
つ
い
て
、「
ど
う
し
て
す
み
れ
ち
ゃ

ん
は
笑
い
出
し
た
の
で
し
ょ
う
」
な

ど
、
い
く
つ
か
を
選
び
、
質
問
を
し

て
、
み
ん
な
で
考
え
て
意
見
を
出
し

合
う
。

　

書
い
た
カ
ー
ド
か
ら
、
自
分
が
一

番
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
感

想
を
書
く
。
こ
の
と
き
、
自
分
を
見

つ
め
、
自
分
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
や

自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
書

く
よ
う
に
促
す
。

二	 �

心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
る

三	 �

カ
ー
ド
か
ら
一
番
心
に
残
っ
た

と
こ
ろ
を
選
び
自
分
と
比
べ
る

　

長
文
に
な
る
と
、
読
み
書
き
が
苦

手
な
子
供
は
授
業
へ
の
意
欲
が
下
が

り
が
ち
に
な
る
。
ノ
ー
ト
に
何
を
ど

の
よ
う
に
書
け
ば
よ
い
の
か
、
整
理

で
き
な
い
の
だ
。

　
「
わ
た
し
は
お
ね
え
さ
ん
」
の
文

章
で
は
、「
す
み
れ
」
の
人
物
像
を

し
っ
か
り
読
み
取
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
、
本
題
で
あ
る
「
自
分
と
比
べ
て

読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
」
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、「
心
に
の
こ
っ
た
と
こ

ろ
カ
ー
ド
」
を
用
意
す
る
。
で
き
れ

ば
カ
ー
ド
の
紙
の
色
を
変
え
る
と
、

ど
ち
ら
に
書
く
文
な
の
か
を
間
違
え

に
く
く
な
る
。
カ
ー
ド
の
大
き
さ
は

Ｂ
５
判
サ
イ
ズ
の
四
分
の
一
程
度
が

良
い
。

・
す
み
れ
ち
ゃ
ん
が
し
た
こ
と

・
す
み
れ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
た
こ
と

の
二
種
類
を
カ
ー
ド
に
書
き
、
ま
と

一	 �

カ
ー
ド
を
使
い
、
す
み
れ
ち
ゃ
ん
に

つ
い
て
の
情
報
を
整
理
す
る

長文を読み取るために、
カードに整理する
支援が必要な子供にも、分かり
やすいカードを準備する。

2年発問  「すみれちゃん」のしたことや
言ったことで、心に残ったところ
をカードに書き抜きましょう。

心
に
の
こ
っ
た
と
こ
ろ

す
み
れ
ち
ゃ
ん
が
　
し
た
こ
と

P.

NO.

心
に
の
こ
っ
た
と
こ
ろ

す
み
れ
ち
ゃ
ん
が
　
言
っ
た
こ
と

P.

NO. 大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

光村図書・２年下・P56-67

Japanese
国語
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国
Japanese

国語

Math
emat

ics算数
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

 

「
白
組
よ
り
四
点
多
い
の
だ
か
ら
、

赤
組
の
方
が
勝
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
こ
と
を
、
次
々
に
子
供
が
発

表
す
る
。

　

こ
の
段
階
で
は
、
テ
ー
プ
図
の
枠

を
渡
し
て
言
葉
や
数
を
書
き
込
ま
せ

る
。

　

教
科
書
に
手
本
が
あ
る
の
で
、
写

せ
ば
よ
い
。

　

問
題
に
慣
れ
る
に
つ
れ
て
、
少
し

ず
つ
手
放
し
に
し
て
い
く
。

　

こ
れ
で
少
な
い
方
を
求
め
る
の
か

多
い
方
を
求
め
る
の
か
が
視
覚
的
に

は
っ
き
り
す
る
の
で
、
子
供
た
ち
は

正
し
く
立
式
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２	�

テ
ー
プ
図
の
完
成

　

全
国
の
子
供
た
ち
が
苦
戦
し
て
い

る
逆
思
考
の
問
題
。
安
易
に
話
合
い

を
さ
せ
る
と
混
乱
を
招
く
。
特
に
、

算
数
が
苦
手
な
子
供
は
、
ド
ロ
ッ
プ

ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
指
導
の
手
順
を
次
の
よ

う
に
単
純
化
し
た
。

１　

数
の
大
小
の
確
定

２　

テ
ー
プ
図
の
完
成

３　

立
式

４　

計
算
と
答
え

　

今
回
は
１
と
２
に
つ
い
て
述
べ
て

い
く
。

　

ま
ず
は
、
比
較
す
る
事
柄
の
ど
ち

ら
が
大
き
く
（
多
く
）
て
、
ど
ち
ら

が
小
さ
い
（
少
な
い
）
の
か
を
確
定

さ
せ
て
お
く
。

 

「
赤
組
と
白
組
、
勝
っ
て
い
る
の
は

ど
ち
ら
で
す
か
」

と
問
い
、
状
況
を
読
解
さ
せ
る
。

１	�

数
の
大
小
の
確
定

山口県周防大島町立久賀小学校

奥
おく

田
だ

 嚴
よし

文
ふみ

ゴールを先に 
確定しておく
逆思考は、テープ図の前に数の
大小を確定しておく。

啓林館・２年下・P58-59

2年
Mathematics
算数発問  赤組と白組、勝っているのは

どちらですか。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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と
を
避
け
た
い
。

　
ま
た
、
硯
に
出
す
墨
汁
の
量
を
少

な
め
に
し
て
お
け
ば
、
こ
ぼ
れ
て
し

ま
っ
た
際
の
片
付
け
に
時
間
が
か
か

ら
な
い
。

③�

　
気
に
入
っ
た
書
き
初
め
を

二
つ
選
ん
で
お
く
。

　
気
に
入
っ
た
書
き
初
め
は
、
二
つ

選
ば
せ
る
。
名
前
を
書
い
て
い
な
い

状
態
で
選
ば
せ
、
持
っ
て
こ
さ
せ
る
。

そ
し
て
、「
ど
ち
ら
を
作
品
に
し
ま

す
か
？
」
と
問
う
。
教
師
は
、
子
供

が
選
ん
だ
方
の
作
品
に
対
し
て
、「
先

生
も
そ
ち
ら
が
い
い
と
思
っ
て
い
た

よ
。
名
前
を
書
き
ま
し
ょ
う
」
と
伝

え
る
。
二
つ
選
ん
で
お
く
こ
と
で
、

名
前
を
書
く
の
を
失
敗
し
て
し
ま
っ

た
り
、
汚
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
時

に
、
も
う
一
方
の
作
品
に
改
め
て
名

前
を
書
き
、
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
不
安
傾
向
の
あ
る
子

供
に
と
っ
て
、
は
じ
め
に
二
つ
選
ん

で
お
く
こ
と
は
安
心
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

　
冬
休
み
に
書
き
初
め
に
取
り
組
む

前
に
学
校
で
練
習
を
し
て
お
く
と
、

安
心
し
て
自
宅
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
。

①�

　
椅
子
に
腰
掛
け
て
書
く
方

法
と
、
床
に
し
ゃ
が
ん
で
書

く
方
法
の
両
方
を
体
験
さ
せ

る
。

　
椅
子
に
腰
掛
け
て
机
の
上
で
書
く

際
は
、
紙
を
動
か
し
な
が
ら
書
く
こ

と
を
体
感
さ
せ
る
。
床
に
し
ゃ
が
ん

で
書
く
際
は
、
紙
を
押
さ
え
る
位
置

や
、
座
っ
て
い
る
位
置
を
変
え
な
が

ら
書
く
こ
と
を
体
験
さ
せ
る
。
二
つ

を
体
験
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
、
自
宅

で
は
自
分
で
選
ん
で
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

②
　
準
備
物
を
整
え
る
。

　
多
め
の
新
聞
紙
、
雑
巾
等
は
必
須

で
あ
る
。
自
宅
で
取
り
組
む
場
合
は
、

新
聞
紙
を
よ
り
多
く
、
広
く
、
用
意

し
た
い
。
墨
汁
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
う

こ
と
で
、
失
敗
体
験
に
つ
な
が
る
こ

初めての 
書き初め指導
少しの工夫で初めての書き初め
指導も無理なく、スムーズにで
きる。

3年指示  自分の気に入った書き初めを
２つ選びます。選んだら、先生の
ところへ持ってきます。

発問  どちらを作品にしますか？

富山県富山市立針原小学校

加
か

藤
とう

 綾
あや

乃
の

光村図書・３年書写・P39-56

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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国
Japanese

国語

Math
emat

ics算数
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

指
示
２  

ブ
ロ
ッ
ク
い
く
つ
分

か
で
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
う
と
、
太
郎
く
ん

の
筆
箱
は
ブ
ロ
ッ
ク
八
つ
分
、
次
郎

く
ん
は
七
つ
分
、
三
郎
く
ん
は
九
つ

分
の
よ
う
に
、
直
接
比
較
よ
り
も
分

か
り
や
す
く
な
る
。

説
明  

隣
の
ク
ラ
ス
で
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
二
つ
分
の
子
が
い
た

ら
し
い
で
す
よ
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
二
つ
分
の
筆
箱
を
見
せ

る
が
、
普
通
の
筆
箱
で
あ
る
。

発
問
２  

な
ぜ
、
太
郎
く
ん
の

筆
箱
は
ブ
ロ
ッ
ク
八
つ
分
な

の
に
、
同
じ
よ
う
な
こ
の
筆

箱
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
二
つ
分
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
き
さ
（
重
さ
）
が
違
う
の
だ
。

こ
こ
か
ら
、「
基
準
と
な
る
も
の
を
そ

ろ
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
な
る
。

ｇ
や
㎏
な
ど
の
普
遍
単
位
の
必
要
性

を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

発
問
１  

太
郎
く
ん
、
次
郎
く

ん
、
三
郎
く
ん
の
筆
箱
の
重

さ
比
べ
を
し
ま
す
。
ど
う

や
っ
た
ら
調
べ
ら
れ
ま
す
か
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
か
さ
や
長
さ
の
単

元
を
通
し
て
、
直
接
比
較
、
間
接
比

較
、
任
意
単
位
、
普
遍
単
位
と
い
う

考
え
方
を
学
習
し
て
き
て
い
る
。

　

本
単
元
で
は
、
直
接
比
較
（
天
秤

を
使
う
）、
任
意
単
位
（
ブ
ロ
ッ
ク

を
使
い
、
い
く
つ
あ
る
か
で
比
べ

る
）、
普
遍
単
位
（
は
か
り
を
使
う

ｇ
や
㎏
を
教
え
る
）
の
順
で
学
習
を

進
め
る
。

指
示
１  

天
秤
を
使
っ
て
、
三

つ
の
重
さ
を
比
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

二
つ
で
は
な
く
三
つ
と
い
う
の
が

ポ
イ
ン
ト
だ
。
直
接
は
か
る
場
合
、

二
つ
だ
と
一
回
で
す
む
が
、
三
つ
だ

と
、
三
回
は
か
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
時
間
が

か
か
り
大
変
だ
。

神奈川県川崎市立小学校

田
た

丸
まる

 義
よし

明
あき

「重さ」
重さ比べを通して、直接比較、
任意単位、普遍単位へと学習を
すすめていく。

教育出版・３年下・P22-23

3年
Mathematics
算数発問  筆箱の重さ比べをします。ど

うやったら調べられますか。

※�教科書の写真をもとにかき起こしました。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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を
何
と
言
い
ま
す
か
。挙
手
。（
慣

用
句
）

指
示
５  

慣
用
句
、
言
っ
て
ご
ら
ん
。

 

（
慣
用
句
）

発
問
５  

慣
用
句
と
は
何
で
す
か
。

 

（
い
く
つ
か
の
言
葉
が
組
み
合
わ

さ
っ
て
、
新
し
い
意
味
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
決
ま
り
文
句
）

　
語
句
と
意
味
を
何
度
か
繰
り
返
す
。

隣
同
士
で
も
言
い
合
う
。

指
示
６  

（
イ
ラ
ス
ト
を
二
枚
提
示

し
て
）
板
書
し
て
、
読
み
ま
す
。

 

（
目
を
丸
く
す
る
）

発
問
６  

ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。

 

（
驚
く
）
驚
い
て
目
を
見
開
く
。

指
示
７  （
次
の
イ
ラ
ス
ト
を
出
し
）

「
目
が
点
に
な
る
。」
読
み
ま
す
。

（
目
が
点
に
な
る
。）

発
問
７  

意
味
は
。（
驚
く
）

指
示
８  

こ
の
よ
う
に
、
目
が
付
く

慣
用
句
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
箇
条
書
き
し
な
さ
い
。

　
一
番
多
い
子
に
板
書
・
発
表
さ
せ
、

さ
ら
に
指
名
し
、
書
き
足
し
て
い
く
。

指
示
１  

五
八
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
す
。

開
い
た
ら
「
開
き
ま
し
た
」。

指
示
２  

上
の
絵
を
指
し
ま
す
。

指
示
３  

お
隣
と
確
認
。

指
示
４  

右
の
子
の
セ
リ
フ
。「
お
ん

せ
ん
」
読
み
ま
す
。
さ
ん
、
は
い
。

 

（
お
ん
せ
ん
で
、
羽
を
伸
ば
し
て
き

た
よ
。）
テ
ン
ポ
良
く
。

発
問
１  

こ
の
子
は
、
温
泉
に
入
っ

て
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
か
ら
羽

が
生
え
た
の
で
す
ね
。

 

（
先
生
、
違
う
違
う
）

発
問
２  

で
は
、
普
段
隠
し
て
い
る

羽
が
温
泉
に
入
っ
て
、
ほ
っ
と
し

た
か
ら
出
て
き
た
の
で
す
ね
。

 

（
だ
か
ら
、
先
生
、
違
う
。
違
う
）

発
問
３  

で
は
、
ど
う
い
う
意
味
で

す
か
。
言
え
る
人
。

　
知
っ
て
い
る
人
か
、
教
科
書
か
ら

探
し
出
す
子
供
が
出
る
。
教
科
書
に

は
、「
自
由
に
の
び
の
び
す
る
」
と

あ
る
。

発
問
４  

い
く
つ
か
の
言
葉
が
組
み

合
わ
さ
っ
て
、
新
し
い
意
味
を
も

つ
よ
う
に
な
っ
た
決
ま
り
文
句

慣用句
教師がわざと間違え、教科書を
見たくなるように仕向けること
で、導入から集中させる。

4年

大阪府富田林市立大伴小学校

原
はら

田
だ

 朋
とも

哉
や

光村図書・４年下・P58-59

Japanese
国語発問１  この子は、温泉に入って、

パワーアップしたから羽が生えた
のですね。

発問２  では、普段隠している羽が
温泉に入って、ほっとしたから出
てきたのですね。

発問３  では、どういう意味ですか。
言える人。

先生、違う違う。

先生、ふざけないで〜。



35   2021. 12

国
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Math
emat

ics算数
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

　

こ
の
教
科
書
に
は
、
あ
と
二
問
練

習
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

　

次
の
問
題
は
、「
３
と
２
５
」
と

「
18
５
」
の
分
数
の
大
小
を
求
め
る

問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
そ
の
場
で
自
分
で

さ
せ
る
。
答
え
合
わ
せ
を
し
た
直
後
、

次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

　

３
と
２
５
の
下
に
、
17
５
と

書
き
込
ん
だ
上
で
正
解
し
た

人
？　

二
重
丸
を
付
け
な
さ
い
。

　
「
〇
〇
を
書
き
込
ん
で
い
た
人
？　

二
重
丸
を
付
け
な
さ
い
」
と
い
っ
た

指
示
は
、
徹
底
さ
せ
る
上
に
お
い
て

有
効
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
分
数
以

外
の
学
習
に
も
応
用
が
可
能
で
あ
る
。

　

最
後
の
一
問
は
、
で
き
た
子
か
ら

教
師
の
所
へ
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ

せ
る
。

　

帯
分
数
の
下
に
仮
分
数
を
書
き
込

ん
で
正
解
し
た
子
に
は
二
重
丸
を
付

け
る
。
教
室
に
喜
び
が
あ
ふ
れ
る
。

　

分
数
の
大
小
を
比
較
す
る
問
題
が

あ
る
。「
次
の
分
数
の
大
小
を
、
不

等
号
を
使
っ
て
表
し
ま
し
ょ
う
。」

と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
27
４
」と「
６
と
２
４
」

の
分
数
の
大
小
を
求
め
る
場
合
。

　

ま
ず
、
次
の
指
示
を
出
す
。

　

６
と
２
４
を
仮
分
数
に
直
し

な
さ
い
。　

上
の
よ
う
に
、
書
き

込
み
を
さ
せ
な
が
ら
仮

分
数
に
直
さ
せ
る
。「
４

×
６
＝
24
」
な
の
で
、
分
子
の
上
に

㉔
と
書
き
込
ま
せ
る
。
あ
と
は
、
24

と
２
を
足
さ
せ
る
。

　

次
の
指
示
を
出
す
。

　

６
と
２
４
の
下
に
、
26
４
と

書
き
な
さ
い
。

　

帯
分
数
の
下
に
仮
分
数
を
書
き
込

む
こ
と
で
、
比
較
が
容
易
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
次
の
指
示
を
出
す
。

　

不
等
号
を
書
き
な
さ
い
。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

丸を多く付けさせ、
徹底を図る
より正答率が高くなる基本型を
徹底させる方法の1つが、丸の
数による報酬である。

東京書籍・４年下・Ｐ45

4年
Mathematics
算数指示１  仮分数に直しなさい。

指示２  帯分数の下に仮分数を書き
込みなさい。

指示３  書き込んであった人？　二
重丸を付けなさい。
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理
由
を
書
か
せ
た
ら
、
発
表
さ
せ

て
意
見
交
流
さ
せ
る
。
ど
れ
が
正
解

か
で
は
な
い
。
他
者
の
考
え
を
知
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

説
明  

現
代
と
違
い
、
ス
マ
ホ
も
テ

レ
ビ
も
な
い
時
代
の
生
活
の
中

で
、「
冬
は
早
朝
が
よ
い
」
と
具

体
例
を
あ
げ
て
書
き
記
し
て
い

る
の
で
す
ね
。

　
こ
こ
で
現
代
版
の
枕
草
子
を
書
か

せ
て
も
よ
い
。
た
だ
し
、
長
く
て
難

し
い
の
で
一
部
だ
け
を
取
り
上
げ
る
。

 

「
冬
は
つ
と
め
て

　
雪
の
降
り
た
る

は
い
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
」
こ
の
部

分
を
次
の
よ
う
に
す
る
。

 

「
冬
は
◯
◯  

◯
◯
は
い
ふ
べ
き
に

も
あ
ら
ず
」

指
示  

現
代
版
の
枕
草
子
を
考
え
ま

す
。
現
代
の
冬
と
言
っ
た
ら
何
で

し
ょ
う
。
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

指
示  

書
い
た
も
の
で
、
枕
草
子
の

「
雪
」
の
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
が

よ
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
当
た

り
前
だ
と
い
う
と
こ
ろ
を
短
く
書

き
ま
す
。

　
光
村
図
書
の
「
冬
の
朝
」
で
あ
る
。

枕
草
子
の
冬
を
扱
う
。

指
示  

「
雪
」
と
「
霜
」
を
丸
で
囲

み
ま
す
。

発
問  

冬
の
早
朝
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
の
は
「
雪
」
で
す
か
。
そ
れ
と

も
「
霜
」
で
す
か
。

　
こ
れ
は
、
記
述
を
も
と
に
発
表
さ

せ
て
も
よ
い
し
、
子
供
の
生
活
経
験

か
ら
発
表
さ
せ
て
も
よ
い
。

指
示  

「
火
」
を
丸
で
囲
み
ま
す
。

全
部
で
三
つ
あ
り
ま
す
。

指
示  

「
雪
」「
霜
」「
火
」
を
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ま
す
。

　
大
抵
「
雪 

霜
」
と
「
火
」
で
分

け
る
と
思
う
が
、
そ
れ
以
外
の
分
け

方
が
あ
っ
た
ら
説
明
さ
せ
る
と
よ
い
。

様
々
な
解
釈
を
褒
め
る
。
こ
こ
で
は

「
雪 

霜
」
と
「
火
」
の
分
類
と
し
て

進
め
る
。

発
問  

冬
の
早
朝
で
よ
い
の
は
「
雪 

霜
」
で
す
か
。
そ
れ
と
も
「
火
」

で
す
か
。

指
示  
理
由
を
短
く
ノ
ー
ト
に
書
き

ま
す
。

「冬の朝」
冬の中で出される３つの具体例
「雪」「霜」「火」で、どれが一
番冬の中でよいか考えさせる。

5年

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

 正
まさ

和
かず

光村図書・５年・P180-181

Japanese
国語発問  冬の早朝でよいのは「雪 霜」です

か。それとも「火」ですか。
指示  理由を短くノートに書きます。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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国
Japanese

国語

Math
emat

ics算数
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

 

「
割
合
は
、
倍
、
％
、
割
が
主
人
公

で
す
」

　

倍
、
％
、
割
を
強
い
声
で
言
う
。

 

「
前
に
、『
の
』
が
あ
り
ま
す
」

 

「『
の
』
を
○
で
囲
み
な
さ
い
」

 

「『
の
』
前
に
何
が
あ
り
ま
す
か
」

 

「『
定
員
』
に
線
を
引
き
な
さ
い
。

『
の
』
の
前
が
、
必
ず
も
と
に
す
る

量
で
す
」

 

「
比
べ
る
量
は
何
で
す
か
」

 

「『
希
望
者
』
で
す
ね
。
線
を
引
き

な
さ
い
」

　

比
べ
る
量
は
、
い
つ
も
同
じ
位
置

で
は
な
い
。
私
は
子
供
た
ち
に
「
比

べ
る
量
は
、
旅
人
み
た
い
な
ん
だ
。

同
じ
場
所
と
は
限
ら
な
い
」
と
教
え

た
。
こ
う
し
て
、
割
合
、
も
と
に
す

る
量
、
比
べ
る
量
を
、
確
定
さ
せ
る
。

そ
の
上
で
、
図
（
数
直
線
図
、
関
係

図
、
面
積
図
な
ど
）
を
か
か
せ
る
。

　

そ
し
て
、
立
式
さ
せ
る
。
子
供
た

ち
が
慣
れ
て
き
た
ら
、「
次
に
何
を

し
ま
す
か
？
」
と
発
問
を
繰
り
返
し

て
い
く
。

　

割
合
は
、
算
数
科
で
一
番
難
し
い

単
元
で
あ
る
。
難
所
を
子
供
た
ち
に

越
え
さ
せ
る
た
め
に
、
二
つ
の
手
立

て
が
必
要
だ
。

　

一
つ
目
が
、
正
進

社
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
。
単
元
前
か

ら
行
う
。
私
は
一
学

期
か
ら
行
っ
て
い
た
。

割
合
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
し
に
く
い
。

例
え
ば
、
八
〇
％
が
ど
の
く
ら
い
か

頭
の
中
で
考
え
て
も
分
か
り
に
く
い
。

正
進
社
の
割
合
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

は
、
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
絶
対
に
お
薦
め
だ
。

　

二
つ
目
が
、
立
式
さ
せ
る
前
に
、

「
割
合
」「
も
と
に
す
る
量
」「
比
べ

る
量
」
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
書
か

せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

割
合
は
、
立
式
が
難
し
い
。

　

例
え
ば
、「
希
望
者
は
定
員
の
何

倍
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
問
題
文
が

あ
っ
た
と
す
る
。

 

「
何
倍
を
□
で
囲
み
な
さ
い
」

　

教
科
書
の
文
を
□
で
囲
ま
せ
る
。

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

「割合」難所は２つ
難所を乗り越えさせる指導法の
工夫。

5年
Mathematics
算数発問  「倍を、□で囲みなさい」「の、

を○で囲みなさい」

←割合の授業　
　３分ちょこっと動画
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た
か
を
、
文
章
を
根
拠
に
検
討
さ
せ

る
。
そ
の
後
、ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
（
そ

れ
ま
で
ず
っ
と
変
化
し
な
か
っ
た
こ

と
が
大
き
く
変
化
す
る
と
こ
ろ
）
は

ど
こ
か
を
討
論
さ
せ
た
い
。

発
問
３  

き
つ
ね
の
世
界
へ

入
っ
た
瞬
間
と
出
た
瞬
間
は

ど
こ
で
す
か
。

　
物
語
を
三
つ
に
分
け
さ
せ
る
発
問
。

こ
こ
で
も
ポ
イ
ン
ト
は
「
繰
り
返
さ

れ
る
言
葉
」
で
あ
る
。

発
問
４  

「
ぼ
く
」
は
「
あ
あ
」

と
い
う
た
め
息
の
よ
う
な
声

を
三
回
出
し
ま
す
。
ど
こ
で

す
か
。

　
最
初
は
き
つ
ね
の
世
界
に
入
っ
た

時
。
二
番
目
は
「
あ
あ
、
す
て
き
な

こ
と
だ
ね
」
と
き
つ
ね
に
賛
同
し
た

時
。
そ
し
て
、
最
後
は
き
つ
ね
の
世

界
か
ら
出
た
と
き
で
あ
る
。

　（
参
考
文
献
：『
向
山
型
国
語
教
え

方
教
室
』
二
〇
一
四
年
二
月
号

　

谷

和
樹
氏
論
文

　

明
治
図
書
）

　
着
目
す
る
観
点
を
決
め
て
時
系
列

で
変
化
を
追
い
か
け
さ
せ
る
。

　
例
え
ば
「
声
」
で
あ
る
。

発
問
１  

ぼ
く
の
「
声
」
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
ま
す
か
。

①
　
気
の
の
ら
な
い
声
（
四
九
頁
）

②
　
声
も
出
ま
せ
ん
（
五
〇
頁
）

③
　
子
供
の
よ
う
な
声
（
五
一
頁
）

　
次
に
「
う
な
ず
き
」
で
あ
る
。

発
問
２  

ぼ
く
の
「
う
な
ず

き
」
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し

ま
す
か
。

　「
声
」「
う
な
ず
き
」
と
言
葉
で
明

確
に
書
い
て
あ
る
の
で
追
い
や
す
い
。

そ
の
上
で
、
表
情
や
態
度
を
表
し
て

い
る
表
現
を
追
っ
て
い
く
。
例
え
ば
、

あ
い
そ
笑
い
（
四
六
頁
）

半
分
か
ら
か
う
よ
う
に
（
四
七
頁
）

腹
が
た
ち
ま
し
た
（
四
七
頁
）

し
ぶ
し
ぶ
（
四
九
頁
）

胸
を
と
き
め
か
せ
て
（
五
二
頁
）

　
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
叙
述
を
も
と

に
し
て
、
何
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

着目する観点を決めて
変化を追いかけさせる
「不思議な世界に入り、また戻っ
て来る」物語である。一般に、
戻って来た登場人物には変化が
みられることが多い。

6年発問  ぼくの「声」はどのように変化
しますか。

東京都江戸川区立松江小学校

三
み

浦
うら

 宏
ひろ

和
かず

教育出版・６年下・P42-63

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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国
Japanese

国語

Math
emat

ics算数
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

　
一
組
の
も
の
を
書
か
せ
る
時
に
、

枠
、
表
題
、
縦
軸
と
横
軸
、
単
位
は

一
つ
ず
つ
指
示
し
て
書
か
せ
る
。

　
枠
が
で
き
た
ら
、「
続
き
を
書
き

な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。
で
き
た
ら

持
っ
て
来
さ
せ
る
。
合
格
し
た
子
に

は
、
二
組
、
三
組
に
挑
戦
さ
せ
る
。

　
中
央
値
を
求
め
る
問
題
も
同
じ
流

れ
で
あ
る
。

　
一
組
の
値
が
小
さ
い
順
に
並
ん
で

い
る
。
そ
れ
を
基
に
、
中
央
値
を
求

め
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
ず
、
小
さ
い
順
に
並
ん
で
い
る

値
を
写
さ
せ
る
。

　
そ
し
て
、
中
央
の
値
の
見
付
け
方

を
教
え
る
。
す
る
と
、
二
組
、
三
組

も
同
じ
よ
う
に
で
き
る
。

　
い
ず
れ
も
、
早
く
終
わ
っ
た
子
の

時
間
調
整
の
方
法
を
考
え
て
お
く
と

よ
い
。
私
は
、
板
書
、
色
塗
り
、
サ

ポ
ー
ト
等
を
さ
せ
た
。

三	

こ
の
流
れ
で
残
り
も
対
応

　
東
京
書
籍
の
こ
の
単
元
で
は
、
三

ク
ラ
ス
が
長
縄
大
会
を
行
う
設
定
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
の
練
習
の
記

録
を
基
に
単
元
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
一
組
に
つ
い
て
は
、
例
と
し
て

ド
ッ
ト
プ
ロ
ッ
ト
や
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム

の
完
成
版
が
載
っ
て
い
る
。

　
だ
か
ら
、
基
本
は
「
写
す
→
や
ら

せ
て
み
る
」
と
い
う
流
れ
に
な
る
。

　
ド
ッ
ト
プ
ロ
ッ
ト
は
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
か
か
せ
た
。
数
直
線
が
あ
ら
か

じ
め
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
写
さ
せ

て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
で
き
た
子
は
、

二
組
に
挑
戦
さ
せ
る
。

　
二
組
は
途
中
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

①
か
②
、
③
ま
で
で
き
た
ら
持
っ
て

来
さ
せ
る
と
よ
い
。

　
度
数
分
布
表
や
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
は

ノ
ー
ト
に
表
す
。

一	 �

ド
ッ
ト
プ
ロ
ッ
ト
を
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
か
か
せ
る

二	 �

ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
と
度
数
分
布

表
を
ノ
ー
ト
に
表
す

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

 健
けん

一
いち

データの調べ方　 
手本を写して自分で
挑戦する
手本を基に自力で挑戦させる。
余計な説明をしないようにする。

東京書籍・６年・P178-195

6年
Mathematics
算数指示  １組を写しなさい。

　２組、３組を同じ方法で解きなさい。
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プ
リ
ン
ト
を
配
付
す
る
。
問
題
1

を
読
む
。

1�　

明
治
７
年
３
月
16
日
の
こ

と
で
す
。
そ
の
当
時
の
学
者

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
英
語

を
日
本
語
に
訳
し
ま
し
た
。

今
の
こ
と
ば
に
直
し
て
み
な

さ
い
。（
誰
で
も
知
っ
て
ま

す
。）

 

『
向
山
洋
一
年
齢
別
実
践
記
録
集
第

19
巻
』（
東
京
教
育
技
術
研
究
所
）

に
詳
し
い
。

 

「
競
闘
遊
戯
会
」

と
は
、
運
動
会

の
こ
と
で
あ
る
。

す
ぐ
に
分
か
っ

た
。「
雀
雛
出

巣
（
す
ず
め
の

す
だ
ち
）」
と

は
、
徒
競
争
の

こ
と
だ
。「
文
鰩
閃
浪
（
と
び
う
お

の
な
み
き
り
）」
は
す
ぐ
に
解
が
出

て
こ
な
か
っ
た
。
玉
入
れ
、
跳
び
箱
、

騎
馬
戦
、
ハ
ー
ド
ル
走
等
が
出
た
。

正
解
は
「
走
り
幅
跳
び
」
で
あ
る
。

2�　

次
の
問
い
の
答
え
を
、
３

つ
ま
で
予
想
し
な
さ
い
。

第
１
予
想
で
合
え
ば
10
点
、

第
２
予
想
で
合
え
ば
５
点
、

第
３
予
想
で
合
え
ば
３
点
。

　

Ａ
の
問
題
で
す
。
明
治
４
年
、

断
髪
脱
刀
令
が
出
ま
し
た
。

チ
ョ
ン
マ
ゲ
を
切
っ
た
ザ
ン
ギ

リ
頭
の
人
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

理
髪
店
も
で
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
髪
を
洗
う

時
、
何
を
使
い
ま
し
た
か
。

　

何
度
も
挑
戦
し
た
子
が
い
た
。
次

の
よ
う
な
解
が
出
た
。
石
け
ん
、
墨

汁
、
歯
磨
き
粉
、
水
の
り
、
や
し
の

実
、
泥
・
米
の
と
ぎ
汁
、
灰
。

　

正
解
は
、「
タ
マ
ゴ
」
で
あ
る
。

　

Ｂ
の
問
題
で
す
。
明
治
18
年
、

上
野
・
宇
都
宮
が
開
通
し
て
、

そ
の
時
初
め
て
駅
弁
が
宇
都
宮

駅
で
売
ら
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な

駅
弁
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。

　

茶
色
い
お
弁
当
、
日
の
丸
弁
当
、

白
米
、
の
り
弁
、
卵
焼
き
、
幕
の
内
、

玄
米
、卵
か
け
。
こ
れ
は
、惜
し
か
っ

た
。正
解
は
、「
ご
は
ん
と
タ
ク
ア
ン
」

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｃ
～
Ｈ
と
問
題
が
続
く
。

　

ク
イ
ズ
を
解
く
み
た
い
で
、
子
供

た
ち
は
も
の
す
ご
く
熱
中
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、『
社
会
科
資
料
集
21
』（
正

進
社
）「
文
明
開
化
」
の
ペ
ー
ジ
を

開
く
。

　

め
あ
て
を
読
み
、
資
料
ウ
ォ
ッ
チ

を
行
う
。
明
治
に
な
っ
て
新
し
く
出

て
き
た
も
の
を
探
す
の
で
あ
る
。

　

乗
合
馬
車
、
人
力
車
、
ガ
ス
灯
、

れ
ん
が
づ
く
り
の
建
物
、
洋
服
、
こ

う
も
り
が
さ
、
く
つ
、
ザ
ン
ギ
リ
頭
、

マ
フ
ラ
ー
の
九
つ
で
あ
る
。

　

他
は
、項
目
だ
け
を
読
ん
で
い
っ
た
。

　

こ
の
後
、
調
べ
学
習
へ
と
自
然
に

入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

社会

明治になって 
新しく入ってきた 
ものを調べる
クイズを解くように、子供
がものすごく熱中する授業
である。新しいものを調べ
るという興味付けに効果的
である。

大阪府和泉市立横山小学校

勇
いさみ

 眞
まこと

全教科書対応・６年・明治

基礎・基本

Social studies
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表
さ
せ
る
。
確
認
し
、
そ
の
後
、
調

べ
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
。

（
→
調
べ
て
）
例
「
一
八
七
八
年
風

月
堂
が
製
造
・
広
告　

貯
古
齢
糖
」

　

出
典
も
書
い
て
お
き
な
さ
い
。

①
事
典
名
（
平
凡
社
世
界
大
百
科
事

典
）
②
巻
名
（
一
八
巻
）
③
ペ
ー
ジ

（
四
五
七
ペ
ー
ジ
）
④
発
行
年
（
一

九
九
二
年
）

　

そ
の
後
、
図
書
館
の
本
や
、
教
師

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
内
容

を
紹
介
し
た
。

　

次
の
時
間
、
百
科
事
典
を
使
っ
て

調
べ
る
こ
と
を
告
げ
た
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
何
が

あ
っ
た
と
思
う
か
予
想
し
な
さ

い
。

　

早
速
、
百
科
事
典
や
索
引
を
使
っ

て
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
調
べ
だ

し
た
。
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
調

べ
続
け
て
い
た
。

　

索
引
の
コ
ピ
ー
を
配
る
。

　

百
科
事
典
の
索
引
の
コ
ピ
ー

で
す
。「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
を

見
付
け
な
さ
い
。
見
付
か
っ
た

ら
赤
で
○
を
つ
け
な
さ
い
。

　

一
八
巻
四
五
七
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー

を
配
る
。

「
18｜

4
5
7
右
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
ね
。
一
八
巻
に
載
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
次

に
4
5
7
右
と
あ
り
ま
す
。
四

五
七
ペ
ー
ジ
。
右
側
の
列
に

載
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
す
。

ノ
ー
ト
に
書
い
て
お
き
な
さ
い
。

　

書
か
れ
て
い
る
部
分
を
子
供
に
発

　

向
山
実
践
「
福
沢
諭
吉
と
人
間
の

め
ざ
め
」
に
百
科
事
典
を
扱
う
場
面

が
あ
る
。

東
京
横
浜
で
諭
吉
は
何
を

見
た
か
を
調
べ
ま
す
。
ノ
ー
ト

に
、「
も
の
の
名
前
→
予
想
→

調
べ
て
」
と
書
き
な
さ
い
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
は
じ
め

て
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は
い

つ
か
を
調
べ
ま
す
。「
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
→
予
想
」
を
書
き
ま
す
。

　

明
治
二
五
年
ぐ
ら
い
に
製
造
。
明

治
の
最
初
な
ど
の
意
見
が
出
る
。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
調
べ
る
か
を
確

認
す
る
。
辞
書
等
、
様
々
な
意
見
が

出
る
。い

ろ
い
ろ
な
調
べ
方
が
あ

り
ま
す
が
、
今
日
は
百
科
事
典

で
調
べ
ま
す
。
本
棚
に
百
科
事

典
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　

一
番
最
後
に
「
索
引
」
が
一

冊
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
冊
を
作

る
値
段
と
残
り
の
全
て
を
作
る

値
段
と
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

索
引
に
は
そ
れ
ほ
ど
価
値
が
あ

り
ま
す
。
百
科
事
典
が
使
え
る

と
い
う
の
は
、
索
引
の
引
き
方

が
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

社会
Social studies

「諭吉は東京横浜で 
何を見たか」を 
調べる
１人１台端末を活用したイ
ンターネット調べ学習の前
に、百科事典の「索引の引
き方」を指導するのが重要
である。

大阪府和泉市立横山小学校

勇
いさみ

 眞
まこと

全教科書対応・６年・明治

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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理
解
、
寛
容
」
で
あ
り
、
内
面
変
化

型
の
教
材
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
自
我

関
与
を
促
す
発
問
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
を
問
う
発
問
等
、
同
じ
パ

タ
ー
ン
で
授
業
で
き
る
。
二
つ
の
教

材
を
扱
っ
た
後
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問
５ 

二
人
の
主
人
公
「
ぼ
く
」

と
「
ピ
エ
ロ
」
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
。

・�

相
手
の
気
持
ち
や
考
え
を
大
切
に

思
い
、
理
解
で
き
た
こ
と
。

・�

自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

た
こ
と
。

・�

二
人
と
も
謙
虚
な
気
持
ち
に
な
っ

た
こ
と
。

　

二
つ
の
教
材
を
扱
っ
た
か
ら
こ
そ
、

「
相
互
理
解
、
寛
容
」
の
価
値
に
迫

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
感
想
を
書
か
せ
、
終
わ
る
。

指
示
１ 

「
ぼ
く
」
と
「
ピ
エ
ロ
」

か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付

け
て
生
活
し
て
い
き
た
い
か
、
感

想
を
書
き
な
さ
い
。

場
面
は
ど
こ
で
す
か
。

３	�「
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
と
ピ
エ
ロ
」

の
授
業

〈
あ
ら
す
じ
〉
ピ
エ
ロ
は
古
く
か
ら

サ
ー
カ
ス
団
の
ス
タ
ー
で
リ
ー
ダ
ー

格
。
サ
ム
は
新
入
り
で
ス
タ
ー
気
取

り
。
サ
ー
カ
ス
の
初
日
、
メ
ン
バ
ー

と
時
間
を
分
担
し
て
い
た
は
ず
が
、

サ
ム
は
一
人
で
時
間
い
っ
ぱ
い
の
演

技
を
し
て
し
ま
う
。
ピ
エ
ロ
は
、
怒

り
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
サ
ム
の

真
剣
な
姿
を
見
て
、
サ
ム
を
憎
む
気

持
ち
が
い
つ
し
か
消
え
て
し
ま
う
。

⑴　

資
料
の
読
み
聞
か
せ

　

ゆ
っ
く
り
と
読
み
聞
か
せ
る
。

⑵　

内
容
を
確
認
す
る

発
問
３ 

あ
な
た
な
ら
サ
ム
の
行
動

を
許
せ
ま
す
か
。
許
せ
ま
せ
ん
か
。

発
問
４ 

ピ
エ
ロ
の
サ
ム
に
対
す
る

考
え
方
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た

場
面
は
ど
こ
で
す
か
。

４	
も
う
一
歩
突
っ
込
む

　

ど
ち
ら
も
内
容
項
目
は
、「
相
互

１	

効
率
よ
く
時
短
す
る
ア
イ
デ
ア

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
休
校
や
分
散
登

校
等
で
授
業
時
数
が
削
減
さ
れ
る
懸

念
が
あ
る
。
ど
の
教
科
で
も
効
率
よ

く
、
時
短
で
授
業
で
き
る
よ
う
に
準

備
し
て
お
き
た
い
。

　

道
徳
の
場
合
、「
一
時
間
で
一
教
材

し
か
扱
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う

き
ま
り
は
な
い
。
同
じ
内
容
項
目
の

教
材
を
複
数
扱
う
こ
と
で
、
よ
り
深

く
、
ね
ら
い
に
迫
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
。そ
の
授
業
プ
ラ
ン
を
紹
介
す
る
。

２	

「
ぼ
く
だ
っ
て
」
の
授
業

〈
あ
ら
す
じ
〉
全
国
大
会
を
か
け
た

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
。
ヒ
サ
シ
の
ミ
ス
で

負
け
る
。
ぼ
く
は
ヒ
サ
シ
を
責
め
る
。

ヒ
サ
シ
は
「
ぼ
く
だ
っ
て
…
」
と
言
っ

て
出
て
行
っ
た
。
あ
る
日
、
ぼ
く
は

練
習
で
ミ
ス
を
連
発
。
ミ
ス
を
取
り

返
そ
う
と
す
る
が
、
う
ま
く
い
か
な

い
。「
ヒ
サ
シ
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た

ん
だ
」と
ヒ
サ
シ
の
気
持
ち
に
気
付
く
。

⑴　

資
料
の
読
み
聞
か
せ

　

ゆ
っ
く
り
と
読
み
聞
か
せ
る
。

⑵　

内
容
を
確
認
す
る

発
問
１ 

あ
な
た
が
同
じ
チ
ー
ム
に

い
た
ら
、
ヒ
サ
シ
の
こ
と
を
責
め

ま
す
か
。
責
め
ま
せ
ん
か
。

発
問
２ 

ぼ
く
の
ヒ
サ
シ
に
対
す
る

考
え
方
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た

１時間に 
複数の教材を扱う 
授業プラン
コロナ禍で授業時数が削減さ
れても大丈夫。効率よく時短
ですすめよう。

6年道徳

兵庫県南あわじ市立湊小学校

榎
えの

本
もと

 寛
ひろ

之
ゆき

日本文教・６年
P76-79「ぼくだって」

P142-145「ブランコ乗りとピエロ」
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　学習指導要領対応　道徳・英語・プログラミングの授業実践

１．単語練習
Ｔ：Everyone, remember home economics.
Ｔ：�What’s this? （五大栄養素のイラスト

を見せながら）
Ｃ：五大栄養素！
Ｔ：Very good!
Ｔ：Red group.
Ｃ：Red group.
Ｔ：Blue group.
Ｃ：Blue group.
　�　（Green group / Orange group / 

Yellow group についても同様に１回→
０回でリピートさせる）
２．状況設定付き口頭練習
①状況設定
Ｔ：�Everyone memorize these foods.（ 五

大栄養素の中に書かれてるイラスト
を消す）

Ｔ：�Quiz No.1. What color group is apple 
in?

Ｃ：Green!
Ｔ：�Very good. Apple is in the green group.
Ｔ：Repeat. Apple is　Ｃ：Apple is （×2）
Ｔ：�in the green group.　Ｃ：in the green 

group.（×2）
Ｔ：�Apple is in the green group.　
Ｃ：Apple is in the green group. （×2）
Ｔ：�Quiz No.2.（クイズ形式で３問程出して、

〜 is in … group.を言わせる）
②答え方の練習
Ｔ：Beef is in the red group.
Ｃ：Beef is in the red group.
Ｔ：Milk is in the blue group.
Ｃ：Milk is in the blue group.
Ｔ：Apple is in the green group.
Ｃ：Apple is in the green group.
Ｔ：�1by1. （教師がWhat color group is 〇

〇 in?と尋ねて、数人に答えさせる）

③尋ね方の練習
Ｔ：�What color group is　Ｃ：What color 

group is（×2）
Ｔ：beef in?　Ｃ：beef in?（×2）
Ｔ：What color group is beef in?
Ｃ：What color group is beef in?
　　（単語を変えながら３回ほど練習させる）
Ｔ：�1by1.（児童にWhat color group is 〇

〇 in?と尋ねさせて、数人に答えさせる）
Ｔ：Very good!
３．アクティビティ
　３人と会話させる。

　扱う言語材料が難しいため、学級の実態に
応じて、答える文と尋ねる文で教える日を分
けてもよい。昨年度は１回にまとめて教える
ことが難しいと判断して、２回に分けて教え
た。分けたことで成功体験を多く与えること
ができた。

Unit6
「Let’s think about 
our food.」
６年生の学習では、尋ねる文
の無いものが多く出てくる。

「〜 is in … group.」は、尋
ねる文も教えることで、互い
に「やり取り」を楽しむこと
ができる。

愛知県名古屋市立東桜小学校

青
あお

木
き

 翔
しょう

平
へい

東京書籍・P50-59

6年英語
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「Scratch」を 
授業する⑤
「ドローン宅配」などの
技術はすでに実用化され
ている。人が操縦するの
ではなく全てプログラミ
ングで動いている。これ
からは、あらゆる仕事で
コンピューターを的確に
活用していかなければな
らない世の中になる。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

 鍾
じょん まん

萬

思
っ
た
と
お
り
に
動
く
と
い
う
体
験

こ
そ
が
大
切
だ
。

説
明  

も
う
少
し
大
き
な
ド
ロ
ー

ン
も
あ
り
ま
す
。
映
像
で
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

大
き
な
サ
イ
ズ
の
ド
ロ
ー
ン
を
屋

外
で
飛
ば
せ
ら
れ
る
な
ら
、
子
供
た

そ
の
場
で
飛
ば
せ
て
見
せ
た
。

　

子
供
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

　

参
観
し
て
い
た
先
生
方
も
驚
い
て

い
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
動
く
も
の

な
ら
何
で
も
い
い
。
ド
ロ
ー
ン
で
な

く
て
も
い
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
上
で
書
い
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
現
実
世
界
の
も
の
が

　

十
月
号
の
続
き
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て

動
き
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
。

　

実
際
に
思
っ
た
通
り
に
動
く
の
か
、

教科で
使える
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日
本
郵
便
の
取
り
組
み
を
取
材
し

た
ニ
ュ
ー
ス
映
像
。

　

郵
便
局
か
ら
山
間
部
の
個
人
宅
へ

飛
び
立
つ
ド
ロ
ー
ン
。
指
定
し
た
配

達
先
へ
着
陸
し
、
荷
物
を
置
い
た
後
、

再
び
郵
便
局
へ
飛
ん
で
い
く
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
配
達
の
映
像

を
三
つ
見
せ
た
。

　

ど
の
ド
ロ
ー
ン
も
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」
さ
れ
て
動
い
て
い
る
。
誰
か

が
操
縦
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

つ
い
先
ほ
ど
、
目
の
前
で
動
い
た
ド

ロ
ー
ン
が
実
用
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
子
供
た
ち
は
驚
い
て
い
た
。

　

Y
ouT

ube 

に
ア
ク
セ
ス
し
「
ド

ロ
ー
ン　

宅
配
」「
ド
ロ
ー
ン　

配

達
」
で
検
索
す
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の

動
画
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。

　

授
業
で
は
「
日
本
の
映
像
」
に
限

定
し
て
映
像
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の

方
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
身

近
な
情
報
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

二
月
号
へ
続
く
。

　

つ
く
ば
市
で
行
わ
れ
た
実
証
実
験

の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
だ
。

　

住
宅
街
の
集
会
所
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
朝
食
を
注
文
す

る
。
約
一
〇
分
後
に
、
指
定
し
た
朝

食
を
積
み
込
ん
だ
ド
ロ
ー
ン
が
到
着

す
る
。

　

三
つ
目
の
動
画
。

日
本
郵
便
ド
ロ
ー
ン
で
個
人
宅

へ
配
送

https://w
w
w
.youtube.com

/
w
atch?v=P6_ZtM

H
0Zys

ち
の
熱
中
度
は
さ
ら
に
高
ま
る
だ
ろ

う
。

　

今
回
は
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
の
授
業

だ
っ
た
の
で
、
映
像
で
見
せ
る
こ
と

に
し
た
。

　

一
つ
目
の
動
画
。

ソ
サ
エ
テ
ィ
５
．０
「
す
ぐ
そ
こ

の
未
来
」
篇
（
九
〇
秒
）

https://w
w
w
.youtube.com

/
w
atch?v=BoEl9K

2v2B0&
t=2s

　

冒
頭
の
二
五
秒
だ
け
を
見
せ
た
。

　
「
こ
こ
は　

ち
ょ
っ
と
未
来
の
日
本

の
と
あ
る
町　

IoT

やA
I

技
術
に

よ
っ
て
叶
え
ら
れ
る　

ソ
サ
エ
テ
ィ

５
．０
の
社
会
で
す
」

　

字
幕
付
き
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
合

わ
せ
て
、
ド
ロ
ー
ン
宅
配
の
様
子
が

分
か
り
や
す
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
動
画
。

ド
ロ
ー
ン
宅
配
サ
ー
ビ
ス　

住

宅
街
で
実
証
実
験

https://w
w
w
.youtube.com

/
w
atch?v=-p7I1GIM

xH
A

　

三
〇
秒
か
ら
一
分
二
〇
秒
ま
で
の

五
〇
秒
間
を
切
り
取
っ
て
見
せ
た
。

　学習指導要領対応　道徳・英語・プログラミングの授業実践
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国 語
授 業 実 践
中 学 校 の

向山洋一氏の 
説明文の指導を 
中学新教科書でも 
トレースする
「私は説明文の指導では
『十分に読ませること』『ト
ピック・センテンスをさが
させること』『要約させる
こと』にポイントをおく。」
（向山洋一氏）を、中学新
教科書でも構想追試する。

北海道小樽市立朝里中学校

山
やま

本
もと

 雅
まさ

博
ひろ

は
文
末
「
か
も
知
れ
な
い
。」、
④
は

問
い
か
け
で
あ
る
こ
と
、
⑤
は
「
も

う
一
度
、
生
活
を
見
つ
め
直
し
て
み

よ
う
。」
と
内
容
が
一
般
的
で
、
こ

の
文
章
で
な
く
と
も
言
え
る
こ
と
か

ら
、
要
点
か
ら
消
え
る
だ
ろ
う
。

①�

「『
不
便
益
』
は
、
物
事
の
デ
ザ

イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
生
活

に
も
生
き
る
発
想
だ
。」
の
意
見
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
「
不
便
益
」
が
あ
り
、

題
名
の
「
不
便
」
の
価
値
を
見
つ
め

直
す
に
も
通
じ
る
か
ら
だ
。

③�

「
こ
れ
ま
で
の
常
識
と
は
異
な
る
別

の
視
点
を
も
つ
こ
と
で
、
世
界
を

も
っ
と
多
様
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。」
の
意
見
。

 

「
不
便
」
の
価
値
を
見
つ
め
直
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
多
様
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
主
張
だ
。
ど
ん
な

視
点
を
も
つ
か
を
詳
し
く
書
い
て
い

る
か
ら
だ
。

　

筆
者
の
主
張
の
文
を
絞
り
込
ん
だ

の
ち
、
全
体
の
要
約
指
導
を
す
る
。

　

向
山
氏
の
実
践
、「
十
分
に
読
む
、

要
点
、
要
約
」
の
構
想
追
試
だ
。

　

書
け
な
い
生
徒
を
集
め
て
問
答
を

し
、
自
分
の
考
え
を
決
め
る
。

　

そ
の
後
、
教
室
全
体
で
指
名
な
し

発
表
、
討
論
（
検
討
）
を
す
る
。

　

ど
の
説
明
文
教
材
で
も
可
能
だ
。

　

例
え
ば
、
新
教
科
書
（
光
村
図
書
、

国
語
１
）
の
説
明
文
「『
不
便
』
の

価
値
を
見
つ
め
直
す
」
を
授
業
す
る
。

授
業
の
骨
格
は
同
じ
だ
が
、
結
論
の

段
落
を
見
付
け
る
指
導
を
入
れ
た
。

発
問
１ 

筆
者
の
主
張
が
書
か
れ
て

い
る
の
は
ど
の
段
落
で
す
か
。

　

最
後
の
形
式
段
落
で
あ
る
。
も
う

一
度
、
音
読
す
る
。

発
問
２ 

文
は
い
く
つ
で
す
か
。

　

五
つ
で
あ
る
。
教
科
書
に
文
の
番

号
を
書
か
せ
て
も
よ
い
。

発
問
３ 

こ
の
文
章
の
要
点
と
な
る

一
文
は
ど
れ
で
す
か
。

　

一
つ
選
ば
せ
、
理
由
も
考
え
さ
せ

る
。
前
述
の
よ
う
に
全
員
が
意
見
を

も
つ
状
態
に
な
っ
て
か
ら
、
指
名
な

し
発
表
、
討
論
に
入
る
。

　

五
つ
の
文
、
す
べ
て
に
意
見
が
出

る
か
も
し
れ
な
い
。
二
文
目
（
②
）

　

向
山
洋
一
氏
の
説
明
文
の
指
導
。

十
分
に
読
め
る
よ
う
に
な
っ

た
後
は
、
い
き
な
り
結
論
で
あ

る
。

「
こ
の
文
章
の
要
点
と
な
る
文

章
を
一
文
だ
け
さ
が
し
出
せ
。」

（
向
山
洋
一
『
国
語
の
授
業
が

楽
し
く
な
る
』
明
治
図
書
、
八

二
〜
八
三
ペ
ー
ジ
）

　

新
版
の
『“
楽
し
い
国
語
”
授
業

の
法
則
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
に
は
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
、
貴
重
な
箇
所
だ
。

　

あ
る
程
度
鍛
え
て
き
た
学
級
で
あ

れ
ば
、
向
山
実
践
の
よ
う
に
「
い
き

な
り
結
論
」
を
問
う
展
開
も
で
き
る
。

　

ま
ず
、
十
分
に
読
ま
せ
る
。
音
読

で
ス
ラ
ス
ラ
読
め
る
よ
う
に
す
る
。

発
問
１ 

こ
の
文
章
の
要
点
と
な
る

文
は
ど
れ
で
す
か
。
一
文
だ
け
さ

が
し
出
し
な
さ
い
。

指
示
１ 
線
を
引
き
な
さ
い
。

指
示
２ 

ノ
ー
ト
に
写
し
な
さ
い
。

指
示
３ 

ノ
ー
ト
に
理
由
を
書
き
な

さ
い
。
書
け
た
ら
前
に
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
。

　

一
文
を
さ
が
し
出
し
、
そ
う
考
え

た
理
由
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。
書
け
た

ら
前
に
持
っ
て
行
く
。
教
師
は
ノ
ー

ト
を
見
て
マ
ル
を
付
け
る
。
マ
ル
を

も
ら
っ
た
生
徒
は
意
見
を
交
流
し
て

ま
わ
っ
て
よ
い
こ
と
と
す
る
。
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あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
定
時
制

高
校
の
生
徒
の
た
め
の
「
向
山
型
」

を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

定
期
考
査
を
乗
り
越
え
ら
れ
そ
う

に
な
い
生
徒
の
た
め
に
補
習
を
す
る
。

管
理
職
も
快
く
了
解
し
て
く
れ
た
。

　

内
容
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
。
来
た

生
徒
に
早
め
の
試
験
対
策
を
施
し
た

だ
け
で
あ
る
。

　

来
た
生
徒
は
授
業
で
の
活
躍
場
面

が
増
え
る
。「
な
ん
で
Ａ
男
が
、
黒

板
で
解
い
て
い
る
？
」
と
ど
よ
め
き

も
あ
っ
た
。
補
習
の
参
加
人
数
も
し

だ
い
に
増
え
て
い
っ
た
。

　

定
期
考
査
の
ク
ラ
ス
平
均
点
は
八

八
・
二
点
だ
っ
た
。
補
習
を
行
い
、

万
全
の
対
策
で
望
ん
だ
結
果
で
あ
る
。

四
月
の
ク
ラ
ス
分
け
の
テ
ス
ト
で
一

桁
だ
っ
た
生
徒
が
一
〇
〇
点
を
取
っ

た
。

 

「
さ
す
が
に
高
校
に
入
っ
た
ら
勉
強

し
な
い
と
い
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
あ
と
、
先
生
の
授
業
っ
て
、
説

明
し
ま
せ
ん
よ
ね
」

　

最
高
の
褒
め
言
葉
で
あ
る
。

ど
、
子
供
た
ち
が
変
容
し
て
い
く
手

応
え
を
感
じ
た
。
実
際
、
授
業
中
、

立
ち
歩
い
た
り
私
語
を
し
た
り
す
る

生
徒
は
い
な
く
な
っ
た
し
、
何
と

い
っ
て
も
中
学
時
代
、
不
登
校
傾
向

だ
っ
た
子
も
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
出
席

し
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
。

高
校
生
の
た
め
の
「
向
山
型
」

　

だ
が
、
授
業
の
方
は
「
向
山
型
」

で
な
ん
と
か
な
っ
た
も
の
の
、
高
校

に
は
定
期
考
査
が
あ
る
。
い
く
ら
授

業
で
解
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
定
期
考
査
を
乗
り
越
え
さ
せ
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。「
向
山
型
」

で
は
、
補
習
を
し
な
い
の
が
基
本
で

　

都
立
の
定
時
制
高
校
に
勤
務
し
て

い
る
。
私
が
担
当
し
て
い
る
の
は
、

数
学
が
苦
手
だ
っ
た
り
、
中
学
校
の

と
き
様
々
な
事
情
で
不
登
校
だ
っ
た

り
す
る
生
徒
が
多
い
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

①
ス
キ
ル
→
②
例
題
→
③
練
習
問
題

　

出
会
い
の
授
業
は
、「
中
学
百
玉

そ
ろ
ば
ん
」
と
中
学
版
の
「
あ
か
ね

こ
数
学
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

で
、
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。

　

二
時
間
目
も
①
中
学
版
数
学
ス
キ

ル
を
使
っ
て
復
習
→
②
高
校
教
科
書

の
例
題
→
③
教
科
書
の
練
習
問
題
で

乗
り
切
っ
た
。

　

中
学
版
の
「
あ
か
ね
こ
数
学
ス
キ

ル
」
は
、
一
人
で
学
習
で
き
る
よ
う

に
開
発
さ
れ
た
教
材
だ
か
ら
、
個
人

差
の
大
き
い
高
校
で
中
学
の
復
習
を

す
る
の
に
も
効
果
的
だ
。

 

「
向
山
型
」
で
は
、
教
科
書
を
使
っ

て
、
教
科
書
の
通
り
に
授
業
す
る
。

途
中
式
や
答
え
が
先
読
み
で
き
る
し
、

大
切
な
こ
と
は
教
科
書
に
書
い
て
あ

る
か
ら
、
忘
れ
て
い
て
も
読
み
返
せ

ば
よ
い
。「
先
生
、
結
局
こ
れ
を
計

算
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
の
で

す
よ
ね
？
」。
教
師
が
「
め
あ
て
」

を
伝
え
な
く
て
も
、
自
分
で
探
す
こ

と
が
で
き
る
。

　

ほ
ん
の
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
け
れ

数 学
授 業 実 践
中 学 校 の

定時制高校でも 
向山型数学は 
有効である
「先生、人生で初めて数学
のテストで80点超えまし
た！」「嫌いな計算ができ
るようになりました」とい
う声を聞く度に「向山型」
を学んで良かったと思う。

東京都立工芸高等学校

村
むら

瀬
せ

 歩
あゆむ

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践

※�中学教材を使った実践なので
掲載している。



長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

大
晦
日
定
め
な
き
世
の
さ
だ
め
哉
（
井
原
西
鶴
）

背
景
知
識
を
調
べ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
。
し
か
し
、
そ
の
知
識
が
な
い
子
供
た
ち
で

も
学
び
得
る
授
業
を
つ
く
る
の
が
大
前
提
だ
。そ
の
う
え
で
も
う
一
歩
突
っ
込
む
の
が
よ
い
。

国語

48

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校

一
　
背
景
知
識
に
振
り
回
さ
れ
な
い

　

出
題
委
員
会
が
選
定
し
た
教
材
で
あ
る
。「
五

色
名
句
百
選
か
る
た
」（
教
育
技
術
研
究
所
）

に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
簡
単
そ
う
に
見
え
て
、

奥
の
深
い
句
で
あ
る
。

　

挑
戦
者
の
多
く
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
江
戸

時
代
に
お
い
て
「
大
晦
日
」
が
い
か
な
る
意
味

を
有
し
て
い
た
の
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
こ

の
句
を
「
学
問
的
に
」
理
解
し
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
ほ
と
ん
ど
の
授
業
案
で
、「
さ

だ
め
」
は
借
金
を
返
す
義
務
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

確
か
に
そ
う
だ
。
だ
が
、
小
中
学
生
相
手
の

授
業
で
あ
れ
ば
、
そ
の
背
景
知
識
を
出
す
前
に

で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

ま
ず
は
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
流
れ
で
進
め
た
い
。

　

初
挑
戦
の
牧
野
氏
。

指
示  

三
回
読
ん
だ
ら
座
り
ま
す
。
全
員
起
立
。

指
示  

読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。（
列
指
名
）

発
問  

季
語
は
何
で
す
か
。

発
問  

季
節
は
い
つ
で
す
か
。

発
問  

何
月
何
日
の
詩
で
す
か
。

発
問  

強
調
さ
れ
て
い
る
言
葉
は
ど
れ
で
す
か
。

一
文
字
。

指
示  

丸
で
囲
み
な
さ
い
。

�

（
東
京
都
・
牧
野
花
代
氏
）

　

無
駄
が
な
い
。
混
乱
も
生
じ
な
い
。

　

そ
の
後
は
、「
定
め
」「
さ
だ
め
」
の
差
異
に

着
目
さ
せ
る
案
が
多
か
っ
た
。

発
問  

感
動
の
中
心
は
何
で
す
か
。

発
問  「
さ
だ
め
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

指
示  「
さ
だ
め
」
を
使
っ
て
、
短
文
を
作
り

ま
す
。

　

ノ
ー
ト
を
確
認
し
黒
板
に
書
か
せ
る
。

■
学
校
で
定
め
ら
れ
た
と
お
り
に
生
活
せ
よ
。

■
こ
の
町
の
さ
だ
め
に
し
た
が
う
べ
し
。

■
そ
う
な
る
の
が
天
の
さ
だ
め
で
す
。

　

①
取
り
決
め

　

②
規
則
（
ル
ー
ル
）

　

③
運
命
、
宿
命

　

④
安
定
し
て
い
る
こ
と
、
変
わ
ら
な
い
こ
と

指
示  「
定
め
」
と
「
さ
だ
め
」
で
書
き
分
け
て

い
る
理
由
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て
ご
ら
ん
。

�

（
埼
玉
県
・
伊
藤
圭
一
氏
）

　

短
文
を
作
ら
せ
た
後
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

分
類
し
ラ
ベ
リ
ン
グ
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
だ

と
し
て
も
、
①
②
の
違
い
が
不
明
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
示
そ
う
。

発
問  

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
言
葉
は
何
で
す
か
。

隣
の
人
に
言
い
な
さ
い
。

発
問  

二
つ
の
さ
だ
め
は
同
じ
意
味
で
す
か
、

違
う
意
味
で
す
か
。
違
う
と
す
れ
ば
そ
れ
は

な
ぜ
で
す
か
。

向山型に挑戦！



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
「
五
色
名
句
百
選
か
る
た
」
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

学
生
で
も
知
っ
て
い
る
「
い
ろ
は
歌
」
や
「
平

家
物
語
」
冒
頭
部
分
と
重
ね
て
考
え
さ
せ
れ
ば

よ
い
。
四
字
熟
語
「
有
為
転
変
」「
諸
行
無
常
」

を
教
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

　

次
の
発
問
は
こ
れ
だ
。

　
「『
さ
だ
め
』
と
は
何
を
指
し
ま
す
か
」

　

何
を
指
す
か
、
だ
。
子
供
は
句
中
の
言
葉
を

探
す
。
な
ら
ば
「
大
晦
日
」
し
か
な
い
。

　

話
者
が
言
う
に
、
大
晦
日
が
「
さ
だ
め
」
な

の
だ
。
大
晦
日
が
「
さ
だ
め
」
だ
と
い
う
こ
と

は
、
大
晦
日
と
い
う
日
は
毎
年
必
ず
来
る
、
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
子
供
で
も
分
か
る
。

　

そ
の
う
え
で
問
う
。

　
「
大
晦
日
が
来
る
と
い
う
当
然
の
こ
と
に
感
動

の
中
心
を
置
い
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
」

　

大
い
に
論
議
さ
せ
た
い
も
の
だ
。

　

そ
の
論
議
が
収
束
し
た
の
ち
、
初
め
て
「
年

取
り
そ
ば
」
や
「
つ
け
払
い
」
等
の
背
景
知
識

を
教
え
、
考
え
さ
せ
る
。
明
る
い
句
だ
と
し
た

子
供
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
意
見
を
変
え
た
。

可
能
で
あ
る
。

　

こ
の
句
の
印
象
な
ら
ば
問
え
る
の
だ
。

発
問  

話
者
は
「
良
い
気
分
」
で
す
か
、「
悪

い
気
分
」
で
す
か
？�（
福
井
県
・
村
上
睦
氏
）

発
問  

幸
せ
な
句
で
す
か
。
悲
し
い
句
で
す
か
。

�

（
東
京
都
・
加
藤
雅
成
氏
）

　

ど
ち
ら
も
言
い
た
い
こ
と
は
分
か
る
。
だ
が

敢
え
て
言
え
ば
、
こ
の
句
か
ら
話
者
の
気
分
を

想
像
す
る
の
は
難
し
い
。ま
た
、「
幸
せ
」
と
「
悲

し
い
」
は
対
比
概
念
で
は
な
い
。い
わ
ゆ
る
「
カ

テ
ゴ
リ
ー
間
違
い
」
で
あ
る
。

　

私
な
ら
ば
、
季
語
等
の
確
認
を
済
ま
せ
た
の

ち
に
シ
ン
プ
ル
に
こ
う
問
う
。

　
「
明
る
い
句
で
す
か
。
暗
い
句
で
す
か
」

　

あ
く
ま
で
も
印
象
で
よ
い
。
後
で
変
わ
る
な

ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
面
白
い
。
ち
な
み
に
目
の

前
の
中
学
生
の
大
半
は
「
明
る
い
句
」
だ
と
答

え
た
。
現
代
の
大
晦
日
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
、
も

た
な
い
か
ら
だ
。

 

「
定
め
な
き
世
」
は
日
本
文
学
の
定
番
だ
。
小

指
示  

定
め
を
辞
書
で
引
き
な
さ
い
。

　

①
論
議
、
判
定

　

②
規
則
、
決
ま
り
、
ル
ー
ル

　

③
安
定
、
一
定
し
て
変
わ
ら
な
い
も
の

説
明  

定
め
な
き
世
と
い
う
の
は
、
無
常
の
世

の
中
、
つ
ま
り
常
に
変
化
し
て
い
る
世
の
中

と
い
う
こ
と
で
す
。

発
問  

と
い
う
こ
と
は
何
番
の
意
味
で
す
か
。

発
問  

さ
だ
め
哉
の
さ
だ
め
は
何
番
の
意
味
で

す
か
。

説
明  

大
晦
日
、
常
に
変
化
し
て
い
る
こ
の
世

の
中
で
変
わ
ら
な
い
決
ま
り
が
あ
る
と
言
っ

て
い
る
の
で
す
。（
島
根
県
・
板
垣
大
助
氏
）

　

表
記
の
違
い
を
扱
う
の
は
良
い
。
だ
が
、
最

後
の
説
明
の
前
に
確
認
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

二
　
テ
キ
ス
ト
を
味
わ
い
尽
く
す

　

前
節
で
、「
背
景
知
識
を
出
す
前
に
で
き
る

こ
と
が
あ
る
」
と
書
い
た
。

　

た
と
え
ば
全
体
の
印
象
で
あ
る
。

　

理
解
で
き
な
く
と
も
、
感
じ
る
こ
と
は



※
１ �

Ｎ
高
等
学
校
。
角
川
ド
ワ
ン
ゴ
が
経
営
す
る
ネ
ッ
ト
高
校
。

※
２ �

発
達
障
害
等
の
子
供
や
若
者
に
特
別
支
援
教
育
を
行
う
特

定
非
営
利
活
動
法
人
。
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ギ
フ
テ
ッ
ド
教
育
に
つ
い
て

小
学
生
で
高
校
数
学
を
理
解
す
る
よ
う
な
飛
び
抜
け
た
才
能
を
も
つ
一
方
で
、
社

会
性
に
問
題
を
も
つ
子
を
ど
う
支
援
す
る
か
。
日
本
で
は
、
知
的
な
才
能
を
も
ち

な
が
ら
も
、
社
会
性
の
問
題
か
ら
、
多
く
の
ギ
フ
テ
ッ
ド
の
子
が
活
躍
で
き
な
い

で
い
る
。　

ギ
フ
テ
ッ
ド
教
育
に
つ
い
て
、
宮
尾
ド
ク

タ
ー
か
ら
次
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
。

　

ギ
フ
テ
ッ
ド
と
は
、「
神
が
与
え
た
才
能
」

と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｑ
（
知
能
指

数
）
一
三
〇
以
上
で
、「
強
い
感
情
と
意
見
を

表
す
も
の
の
、
答
え
を
知
っ
て
い
る
と
退
屈
に

感
じ
た
り
、
他
者
に
興
味
を
も
た
な
い
で
い
た

り
す
る
」
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

　

な
ぜ
、
あ
れ
だ
け
の
知
能
が
あ
り
な
が
ら
、

社
会
性
が
低
い
の
か
。

　

ギ
フ
テ
ッ
ド
の
子
供
に
一
つ
ず
つ
検
査
を
し

て
い
る
と
、
大
抵
の
場
合
「
例
示
を
し
て
く
だ

さ
い
」「
や
り
方
を
示
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言

う
の
だ
。
や
り
方
を
示
す
と
理
解
し
、
全
て
の

問
題
を
正
解
す
る
。

　

つ
ま
り
、「
理
論
的
に
」「
こ
の
よ
う
に
す
れ

ば
良
い
の
だ
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
あ

と
は
正
解
で
き
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
、

「
状
況
判
断
を
感
覚
的
に
行
う
の
で
は
な
く
、

理
論
的
に
行
っ
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
る
。

 

「
理
論
的
な
納
得
が
で
き
れ
ば
行
動
が
で
き
る

が
、
社
会
性
と
い
う
、
理
論
的
な
面
よ
り
も
感

覚
的
な
面
が
大
き
い
も
の
に
対
し
て
、
対
応
す

る
と
い
う
こ
と
が
難
し
い
」
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ギ
フ
テ
ッ
ド
の
子
供
に
対
す
る
教
育
は
あ

る
の
か
。

　

ま
ず
は
、
ギ
フ
テ
ッ
ド
の
子
供
た
ち
に
対
し

て
、「
こ
の
先
生
は
尊
敬
で
き
る
対
象
で
あ
る
」

と
思
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
彼
ら
の
尊
敬
の

対
象
と
な
る
に
は
、
彼
ら
の
特
殊
性
を
理
解
し

て
あ
げ
、
や
る
気
を
引
き
出
し
て
あ
げ
ら
れ
た

ら
よ
い
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、「
違
っ
て
い
て
当
た
り
前
」

と
い
う
価
値
観
が
あ
る
が
、
日
本
で
そ
れ
を
求

め
る
の
は
難
し
い
。
日
本
は
、
み
ん
な
が
均
一

で
あ
る
こ
と
を
望
む
傾
向
が
強
い
。
そ
の
た
め
、

知
的
に
低
い
人
に
対
し
て
の
支
援
は
あ
る
が
、

優
れ
た
部
分
を
も
つ
人
に
対
し
て
の
サ
ポ
ー
ト

が
さ
れ
て
い
な
い
。

　

Ｎ
高

※
１

や
翔
和
学
園

※
２

な
ど
新
し
い
試
み
の

教
育
を
始
め
て
い
る
学
校
も
あ
る
が
、ギ
フ
テ
ッ

ド
教
育
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ス
ラ

エ
ル
な
ど
で
は
、
国
家
レ
ベ
ル
で
ギ
フ
テ
ッ
ド

の
子
た
ち
を
集
め
て
教
育
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

ギ
フ
テ
ッ
ド
の
子
供
た
ち
が
一
般
の
子
供
と
一

緒
に
学
習
を
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
理
由
も

あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
な

く
、
知
的
に
高

い
子
供
は
、
将

来
、
国
の
役
に

立
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
ら

だ
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お 
益ま

す

知と
も�

構
成
：
神
奈
川
県
川
崎
市
立
小
学
校　

田た

丸ま
る 

義よ
し

明あ
き

医師・研究者の目から見た特別支援教育

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

発達凸凹のある子供のアセスメントスキル12＆12の対応法

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

　
算
数
の
困
難
性
は
「
算
数
が
苦
手

な
子
供
」
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と

が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
。

　
算
数
の
困
難
性
を
抱
え
る
子
供
へ

の
支
援
は
極
め
て
重
要
だ
。

１	
�

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
キ
ル
９

算
数
の
困
難
性
を
こ
う
見
抜
く

①
　
指
で
た
し
算
・
引
き
算
を
す
る

　
指
を
使
っ
て
た
し
算
・
引
き
算
を

す
る
子
供
は
、
困
難
性
リ
ス
ク
が
高

い
と
言
え
る
。
特
に
高
学
年
に
な
っ

て
も
、
く
り
上
が
り
の
た
し
算
や
く

り
下
が
り
の
引
き
算
な
ど
を
指
で
計

算
し
て
し
ま
う
子
供
は
要
注
意
だ
。

②
　
九
九
が
定
着
し
な
い

　
四
年
生
以
上
に
な
っ
て
も
九
九
が

な
か
な
か
定
着
し
な
い
子
供
も
、
困

難
性
が
高
い
可
能
性
が
あ
る
。
九
九

は
頻
繁
に
使
う
分
、
定
着
が
し
や
す

い
は
ず
だ
。
そ
こ
に
困
難
を
抱
え
る

場
合
、
長
期
記
憶
の
困
難
性
が
考
え

ら
れ
る
。

③
　
図
形
・
立
体
が
苦
手

　
計
算
が
苦
手
で
な
く
て
も
、
図
形

や
立
体
領
域
で
困
難
性
が
表
出
す
る

子
供
も
い
る
。

④
　
算
数
だ
け
が
で
き
な
い

　
国
語
や
他
の
教
科
に
は
問
題
な
い

が
、
算
数
だ
け
非
常
に
苦
手
な
場
合

も
、
困
難
性
を
疑
う
こ
と
が
で
き
る
。

２	

ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
対
応
へ

①
　
長
期
記
憶
を
補
助
す
る

　
九
九
や
公
式
な
ど
、
覚
え
て
お
か

な
い
と
計
算
が
難
し
い
も
の
は
「
長

期
記
憶
を
補
助
す
る
」
支
援
を
行
う
。

　
九
九
表
を
持
た
せ
る
、
公
式
を
書

い
た
一
覧
を
持
た
せ
る
な
ど
だ
。
ズ

ル
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
脳

の
長
期
記
憶
に
課
題
が
あ
る
の
で
覚

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
よ
っ

て
脳
の
長
期
記
憶
を
外
部
で
補
助
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
補
助

を
す
る
こ
と
で
、
時
間
を
か
け
て
長

期
記
憶
に
入
力
し
続
け
る
こ
と
が
重

要
だ
。

②�

　
く
り
上
が
り
の
あ
る
た
し
算
・

く
り
下
が
り
の
あ
る
引
き
算
は
九

九
の
よ
う
に
覚
え
さ
せ
る

　
四
〜
六
年
生
で
も
指
で
計
算
し
て

し
ま
う
子
供
は
、
ず
っ
と
指
で
計
算

を
し
続
け
る
。

　
く
り
上
が
り
く
り
下
が
り
の
あ
る

た
し
算
・
引
き
算
を
一
覧
表
に
し
て

持
た
せ
る
支
援
を
す
る
。
九
九
と
同

じ
要
領
で
覚
え
さ
せ
る
の
だ
。

算
数
の
困
難
性
へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
対
応

数
の
概
念
・
長
期
記
憶
や
手
順
を
支
援
す
る
。

　
こ
の
支
援
だ
け
で
計
算
の
負
荷
が

減
り
、
算
数
が
好
き
に
な
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
こ
の
支
援
も
長
い
時
間
を

か
け
る
こ
と
で
、
長
期
記
憶
に
入
力

さ
れ
て
い
く
。

③�

　
手
順
を
唱
え
る
、
手
順
を
貼
り

出
す

　
算
数
は
あ
る
意
味
で
「
手
順
の
教

科
」
だ
。
手
順
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
、

学
習
が
成
立
し
な
い
。

　
こ
れ
も
長
期
記
憶
教
材
を
用
意
し
、

貼
り
出
す
こ
と
で
、
支
援
が
可
能
だ
。

④�

　
図
形
領
域
は
I
C
T
も
活
用
す

る
　
図
形
領
域
は
、
操
作
が
で
き
な
い

こ
と
で
実
感
や
体
感
が
し
に
く
い
こ

と
が
、
困
難
性
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。

　
I
C
T
機
器
を
用
い
る
こ
と
で
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
操
作
で
き
、
図
形
や

立
体
の
全
体
や
裏
側
を
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
。

　
I
C
T
機
器
を
用
い
て
、
そ
れ
で

も
難
し
い
場
合
は
、
で
き
る
だ
け

「
実
物
を
触
ら
せ
る
」
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
感
覚
に
訴
え
る
支
援
に
切
り

替
え
る
。
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通常学級における特別支援教育奮戦記低学年

１	

行
動
の
目
的
や
役
割
は
何
か

　

学
校
で
眠
る
こ
と
の
多
い
Ｂ
君
。

　

彼
が
眠
る
の
は
ど
ん
な
時
な
の
か

調
べ
て
み
た
。

①　

算
数
の
問
題
を
解
く
時

②　

授
業
中
に
指
名
さ
れ
た
時

③�　

給
食
に
嫌
い
な
魚
が
出
た

時

　

ど
う
も
「
自
分
の
都
合
の
悪
い

時
」
に
眠
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。

　

さ
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き

か
。
Ｎ
Ｇ
対
応
は
こ
れ
だ
。

「
眠
る
」
こ
と
を
叱
る
。

　

Ｂ
君
に
と
っ
て
は
「
眠
る
」
と
い

う
選
択
肢
が
こ
の
時
点
で
の
「
最
善

の
方
法
」
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
禁
止
す
れ
ば
、「
暴
れ
る
」

「
教
室
を
出
て
行
く
」「
不
登
校
に
な

る
」
と
い
っ
た
、
よ
り
悪
い
選
択
肢

を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
ん
な
時
、
行
動
分
析
学
で
使
う

「
機
能
分
析
」
の
考
え
方
が
役
立
つ
。

　

機
能
分
析
と
は
、
行
動
の
目
的
や

役
割
（
機
能
）
が
何
で
あ
る
か
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
だ
。

　

Ｂ
君
の
場
合
は
こ
れ
だ
っ
た
。

「
眠
る
」
＝
逃
避
機
能

　
「
眠
る
」
と
い
う
行
動
に
よ
り
、
で

き
な
い
こ
と
や
嫌
な
こ
と
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

２	

適
切
な
行
動
を
強
化
す
る

　
「
眠
る
」
と
い
う
不
適
切
な
行
動
を

減
ら
し
、「
適
切
な
行
動
」
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

で
は
、
適
切
な
行
動
と
は
何
か
。

　

嫌
な
こ
と
に
出
会
っ
た
時
に

は
「
先
生
に
相
談
す
る
」。

　

だ
が
、
先
生
に
相
談
し
て
も
嫌
な

こ
と
が
減
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
彼

の
行
動
は
変
わ
ら
な
い
。

　

だ
か
ら
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

次
の
行
動
を
教
え
た
。

　

先
生
に
話
し
て
か
ら
眠
る
。

　
「
眠
る
」
と
い
う
行
動
は
否
定
せ
ず
、

そ
の
前
に
「
話
す
」
と
い
う
適
切
な

行
動
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ

る
。

Ｂ
君
「
先
生
、
寝
て
も
い
い
で
す

か
？
」

太
田
「
ち
ゃ
ん
と
言
え
て
え
ら
い
ね
。

い
い
で
す
よ
。
何
分
で
す
か
？
」

Ｂ
君
「
一
〇
分
」

太
田
「
一
〇
分
は
長
い
な
あ
」

Ｂ
君
「
じ
ゃ
あ
、
五
分
？
」

太
田
「
五
分
ね
。
タ
イ
マ
ー
を
セ
ッ

ト
し
て
お
く
か
ら
鳴
っ
た
ら
起
き

る
ん
だ
よ
」

　

Ｂ
君
は
五
分
経
て
ば
ち
ゃ
ん
と
勉

強
に
復
帰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
度
に
Ｂ
君
の
行
動
を
褒
め
た
。

　

翌
年
進
級
し
、
四
年
生
に
な
っ
た

彼
を
担
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

わ
り
算
の
筆
算
。
最
難
関
の
問
題

も
全
部
自
力
で
解
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
も
う
眠
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　

彼
は
日
記
に
こ
う
書
い
て
来
た
。

　
「
今
日
、
太
田
先
生
に
ほ
め
ら
れ
ま

し
た
。
算
数
で
、
太
田
先
生
を
よ
ば

な
く
て
も
で
き
て
い
た
こ
と
で
す
。

リ
レ
ー
で
も
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
。
す

ご
く
う
れ
し
い
で
す
。」

　

子
供
の
可
能
性
は
無
限
大
で
あ
る

こ
と
を
Ｂ
君
は
教
え
て
く
れ
た
。

行
動
分
析
学
の
「
機
能
分
析
」
の
考
え
方
を
使
っ
て
行
動
の

役
割
を
考
え
る

不
適
切
に
見
え
る
行
動
に
も
意
味
は
あ
る
。
そ
れ
を
否
定
せ
ず
、
よ
り
良
い
行
動
を
教
え
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

太お
お

田た 

政ま
さ

男お

島
根
県
川
本
町
立
川
本
小
学
校
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

言
語
聴
覚
士
：
下し

も

妻づ
ま 

玄き
よ

典の
り

言語療法

小
学
校
四
年
生
男
児
　
普
通
学
級
在
籍

　

四
年
生
に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
常
に
イ
ラ
イ

ラ
し
て
お
り
、
ク
ラ
ス
の
中
で
も
ト
ラ
ブ
ル

を
起
こ
す
こ
と
が
多
い
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い

る
理
由
を
尋
ね
て
も
「
別
に
」「
な
い
」「
う

る
さ
い
」
と
悪
態
を
つ
く
。

　

こ
の
子
供
の
W
I
S
C-

Ⅳ
の
結
果
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

合成
得点

全検査IQ 87
言語理解 78
知覚推理 89
ワーキング
メモリー

100

処理速度 96

　

ま
ず
、
全
検
査
Ｉ
Ｑ
が
87
で
あ
り
、
全
般
的

な
知
的
発
達
は
平
均
の
下
の
範
囲
内
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
子
供
の
行
動
上
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
全
般
的
な
知
的
発
達
の
遅
れ
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
子
供
の
特
徴
と
し
て
、

適
応
力
を
測
定
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ

リ
ー
と
処
理
速
度
は
本
人
の
中
で
は
高
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
何
ら
か
の
情
報
を
記
憶
し
た

り
、
ル
ー
ル
や
手
順
が
明
確
な
作
業
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
、

　

言
語
理
解
が
有
意
に
低
い
。

　

言
葉
の
理
解
力
が
低
く
、
言
葉
に
よ
る
や
り

と
り
が
難
し
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、

思
考
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
言
語
を
使
う

こ
と
が
難
し
く
、
学
習
面
に
も
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
子
供
の
困
り
感
の
一
つ
は
、
学
年
が
進

み
、
学
習
面
に
お
い
て
言
語
的
な
思
考
力
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
得
意
な
「
機
械

的
な
記
憶
力
」
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
最
大
の
困
り
感

と
し
て
推
測
さ
れ
る
の
は
、

　

自
分
の
困
り
感
を
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
。

　

自
分
の
言
い
た
い
こ
と
や
辛
い
こ
と
、
困
っ

て
い
る
こ
と
を
、
臨
機
応
変
に
適
切
な
語
彙

（
語
彙
の
ス
ト
ッ
ク
も
少
な
い
）
を
使
っ
て
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
相
手
に
分
か
る
よ
う
に

す
ぐ
に
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
あ
る
。

　
「
困
っ
て
い
る
こ
と
を
先
生
に
教
え
て
下
さ

い
」
と
い
う
問
い
か
け
は
、
言
語
理
解
の
低
い

子
供
に
と
っ
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
問
い
か

け
で
あ
る
。
本
当
は
困
り
感
満
載
に
も
関
わ
ら

ず
「
な
い
」
と
返
事
を
す
る
し
か
な
く
、
常
に

イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
子
供
の
気
持
ち
を
教

師
が
推
測
し
、
代

弁
し
て
子
供
に
確

認
す
る
と
い
う
配

慮
が
、
ま
ず
は
必

要
に
な
る
。

教
師
が
知
っ
て
お
く
べ
き

知
能
検
査
の
基
礎
知
識
⑦

言
語
理
解
が
弱
い
子
供
の
「
本
当
の
困
り
感
」
を
正
し
く
理
解
す
る
。

下妻 玄典

LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ



◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。10、11、12月
号でご紹介する商品は、右記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

学習テンプレート／ 
トレースくん（セット）
特別価格  9,500円 
（税込・定価：10,500円のところ）
特典：セットでの特別価格
パスワード：drighf

10月号で
紹介！

一筆箋（同種3冊セット）
特別価格  490円 
（税込・定価：600円のところ）
特典：同種3冊セットでの特別価格
パスワード：phnsby

11月号で
紹介！

アルファベットスキル 
（音声CD付）

特別価格  330円 
（税込・定価350円＋500円のところ）
特典：特別価格＋音声CDプレゼント
パスワード：i9lwe5

12月号で
紹介！

『教育トークライン』&教育技術研究所
タイアップ企画！

期間：2021年9月15日〜 12月14日
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トークライン
読者限定
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

小
学
校
外
国
語
の
授
業
に
ぴ
っ
た
り
！
　
音
声
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ス
キ
ル

一
人
一
冊
あ
る
と
よ
い
が
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
を
活
用
す
る
と
、

定
期
的
に
復
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
定
着
に
つ
な
が
る
。

小こ

林ば
や
し 

智と
も

子こ

東
京
都
公
立
小
学
校

　

五
年
生
か
ら
、
外
国
語
科
の
授
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。「
読
む
こ
と
」「
書

く
こ
と
」
の
活
動
も
含
ま
れ
て
お
り
、

小
学
生
の
う
ち
に
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
を
読
ん
だ
り
、
認
識
し
た
り
、
書

い
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
ス
キ
ル
に
は
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

テ
ス
ト
」
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
大
文

字
、
小
文
字
と
も
に
、
定
期
的
に
定

着
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
に
も
対

応
し
て
い
る
。
単
語
や
英
文
を
な

ぞ
っ
た
り
、
書
き
写
し
た
り
す
る
活

動
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
文
の
は
じ

め
は
大
文
字
に
し
よ
う
」「
英
単
語

と
英
単
語
の
間
は
あ
け
る
よ
」「
お

わ
り
に
は
ピ
リ
オ
ド
（.

）
を
打

つ
よ
」
と
、
英
語
で
文
を
書
く
と
き

に
注
意
す
べ
き
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
た
め
、
説
明
を
す
る
こ
と
な
く
、

読
め
ば
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
は
二
千
円
で
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
入
手
で
き
る
。
必
要

な
ペ
ー
ジ
を
印
刷
し
、
授
業
や
家
庭

学
習
に
活
用
で
き
る
。
Ｂ
４
サ
イ
ズ

で
の
印
刷
が
お
す
す
め
で
あ
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

　

三
み

浦
うら

 宏
ひろ

和
かず

東京都江戸川区立松江小学校

　井戸氏のフラッシュカード特訓会に参加した。Sunnyの松原氏や青木氏のフラッシュカード
は、まさに型が板についていた。フラッシュカードの技能は、剣道の素振り、野球の素振り
のように毎日お手本にならって練習を繰り返し、体得していかねばと思った。
　この本で井戸氏は、「授業の入り」で特に気を付けているのは次の３つだと言う。

１　笑顔と声を意識する。
２　いつも決まった内容でスタートする。
３　「一人ずつ」を多くする。

　向山洋一氏は、「楽しい授業を楽しそうにする」ことが大事だと言う。いつも上機嫌で「笑顔」
と「声」の明るさをもって授業していきたい。「一人ずつ」があることで適度な緊張感が生ま
れる。さらに、その際その「一人」に成功体験を積ませることが重要である。

〈お申し込み先〉　TOSSメディア　
http://www.tossmedia.jp/にアクセスしてご登録ください。

井戸氏のフラッシュカードは、 
まさに「楽しい授業の入り」である
Sunnyメンバーのフラッシュカードは 
一連の流れが「20秒」でバシッと終わる。

TOSSメディア『発達障害児がいる学級
の授業の入り方［成功例と失敗例］❶』
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子
供
が
熱
中
し
て
取
り
組
む
「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」

（
光
村
教
育
図
書
）

苦
手
な
子
も
「
算
数
が
好
き
に
な
る
」、
保
護
者
も
「
安
心
す
る
」
教
材
。田た

崎さ
き 

博ひ
ろ

之ゆ
き

東
京
都
北
区
立
八
幡
小
学
校

　

教
科
書
の
練
習
問
題
が
終
わ
っ
て

授
業
時
間
が
残
り
一
〇
分
く
ら
い
に

な
る
と
、
児
童
か
ら
「
今
日
は
計
算

ス
キ
ル
の
〇
番
が
で
き
ま
す
ね
」
と
、

嬉
し
そ
う
な
声
が
あ
が
る
。
自
分
に

合
っ
た
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
る
の
で
、

誰
も
が
一
〇
〇
点
を
取
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
児
童
は
毎

回
熱
中
し
て
取
り
組
む
の
で
あ
る
。

　

授
業
中
に
「
一
〇
〇
点
だ
っ
た

人
」
と
私
が
聞
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の

児
童
が
手
を
挙
げ
る
。
授
業
参
観
の

後
や
個
人
面
談
で
は
、
何
人
も
の
保

護
者
か
ら
「
安
心
し
た
」
と
い
う
声

を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
学
校
の
広

報
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
好
き
な
教
科

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
、
学
級
の
半
分
以

上
の
児
童
が
「
算
数
」
と
答
え
た
。

「
最
後
に
計
算
ス
キ
ル
が
で
き
る
か

ら
」
と
い
う
理
由
が
一
番
多
か
っ
た
。

　

計
算
ス
キ
ル
の
お
か
げ
で
、
児
童

は
学
習
内
容
の
理
解
度
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
最
後
に
計
算
ス
キ
ル

を
行
う
こ
と
を
決
め
て
い
る
の
で
、

教
師
は
一
時
間
の
授
業
の
流
れ
を
考

え
る
時
に
、
そ
こ
ま
で
の
流
れ
を
考

え
れ
ば
よ
い
。

　

今
年
度
も
学
級
の
児
童
は
「
あ
か

ね
こ
計
算
ス
キ
ル
ノ
ー
ト
」
と
「
家

庭
学
習
ノ
ー
ト
」
を
組
み
合
わ
せ
て
、

楽
し
く
算
数
の
学
習
を
進
め
て
い
る
。

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
の
問
題

を
家
庭
学
習
ノ
ー
ト
に
行
い
、
笑
顔

で
提
出
し
て
く
る
児

童
と
の
や
り
と
り
か

ら
楽
し
い
一
日
が
始

ま
る
。
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デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

教
室
で
行
う
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

授
業
」
の
場
づ
く
り

教
室
に
い
る
子
供
た
ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
い
る
子

供
た
ち
。
両
方
を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
授
業
」
が
、
全
国
各
地
の
学
校
で
求
め

ら
れ
て
い
る
。

兵
庫
県
姫
路
市
立
英
賀
保
小
学
校　

許ほ 

鍾じ
ょ
ん

萬ま
ん

ン
プ
ル
な
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
や
っ
て

み
た
。
必
要
な
機
材
も
カ
バ
ン
ひ
と

つ
に
入
る
程
度
に
し
た
。

　

こ
れ
な
ら
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
片
付

け
も
「
三
分
」
で
完
了
し
た
。
も
ち

ろ
ん
担
任
役
一
人
で
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
配
線
図
と
解
説
動
画
は
デ
ジ
タ
ル

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
て
配
信
中
。

専
用
機
材
も
な
い
。

⑤　

映
像
を
配
信
す
る
た
め

に
使
う
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
は
、

使
え
て
も
一
台
程
度
で
あ

る
。

⑥　

公
立
学
校
で
高
価
な
機

材
（
備
品
）
を
す
ぐ
に
購

入
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

⑦　

Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
（
一
万
円

以
下
）
程
度
な
ら
消
耗
品

と
し
て
購
入
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
用
意
し
た
い
。

⑧　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や G

oogle 

M
eet 

な
ど
の
ビ
デ
オ
会
議

室
シ
ス
テ
ム
を
使
う
た
め

の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

⑨　

そ
の
他

　

こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
ル
を
想
定
し
、

サ
ー
ク
ル
例
会
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
配

信
を
試
し
て
み
た
。

　

教
室
な
ら
教
師
の
声
と
パ
ソ
コ
ン

の
音
声
を
拡
声
す
る
必
要
が
な
い
。

小
さ
な
会
議
室
で
、
特
別
な
機
材
や

ソ
フ
ト
は
使
わ
ず
、
で
き
る
だ
け
シ

く
の
教
室
で
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

し
か
し
、
教
室
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

授
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
い
く

つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

①　

教
室
に
操
作
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ

は
い
な
い
。

②　

機
材
な
ど
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
も
担
任
一
人
が
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③　

授
業
し
な
が
ら
、
一
人
で

パ
ソ
コ
ン
な
ど
も
操
作
す

る
こ
と
に
な
る
。

④　

た
く
さ
ん
の
ケ
ー
ブ
ル

や
ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど
の

　

臨
時
休
校
で
求
め
ら
れ
た
「
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
」。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
の
ス
ピ
ー
ド
に
課
題
は
あ
る
も

の
の
、
必
要
に
迫
ら
れ
、
多
く
の
学

校
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　

そ
の
後
、
学
校
が
再
開
し
た
際
、

次
の
よ
う
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

　

感
染
不
安
な
ど
の
事
情
で

登
校
で
き
な
い
子
供
た
ち
へ

の
対
応

　

そ
の
結
果
、
教
室
に
い
る
子
供
た

ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
い
る
子
供
た
ち

の
両
方
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
授
業
す
る

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業
」
が
、
多

copy free

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

TOSS指導法授業が激変！ 最前線

ハイブリッド配線図（簡易）ハイブリッド配線図（小規模）
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設
計
に
役
立
つ
。

２	

「
個
別
最
適
な
学
び
」へ
の
対
応

　
「
都
道
府
県
の

位
置
と
名
称
」

「
か
け
算
九
九
」

等
、
ど
の
子
に

も
確
実
に
定
着

さ
せ
た
い
知
識

が
あ
る
。
毎
日

少
し
ず
つ
繰
り

返
し
学
習
す
る

の
が
効
果
的
だ
。

①　

都
道
府
県
パ
ズ
ル

②　

歴
史
人
物
ク
イ
ズ

③　

地
図
記
号
バ
ト
ル

④　

か
け
算
フ
ァ
イ
タ
ー
さ
が

⑤　
ロ
ー
マ
字
入
力
・
都
道
府
県

　

こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
全
て
「
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る

（https://land.toss-online.com
/

）。

　

一
人
一
台
端
末
を
持
ち
帰
っ
た
際

の
家
庭
学
習
に
も
お
勧
め
で
あ
る
。

図
的
・
計
画
的
・
組
織
的
に
育
て
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

勤
務
校
で
は
い

く
つ
か
の
タ
イ
ピ

ン
グ
練
習
ソ
フ
ト

を
使
っ
て
い
る
。

三
年
生
は
「
あ
か

ね
こ
ロ
ー
マ
字
ス

キ
ル
」（
光
村
教

育
図
書
）
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
付
属
の
「
あ
か
ね
こ
ロ
ー
マ

字
ス
キ
ル
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
活
用
し
て
い
る
。

　

日
本
語
入
力
ス
キ
ル
の
指
導
に
つ

い
て
は
、
次
の
研
究
論
文
が
分
か
り

や
す
い
。

キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
日
本

語
入
力
ス
キ
ル
の
指
導
方
略

A
Study

on T
eaching 

Strategies for Japanese 
K

eyboarding

（
渡
邉
光
浩
／

佐
藤
和
紀
／
柴
田
隆
史
／
堀
田

龍
也
）

　

校
内
で
の
研
究
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

１	

「
Ｃ
Ｂ
Ｔ
」
へ
の
対
応

　

一
般
的
な
紙
ベ
ー
ス
の
テ
ス
ト
を

「
Ｐ
Ｂ
Ｔ
（Paper Based T

esting

）」

と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
行
う
テ
ス
ト
を

「
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（C

om
puter B

ased 
T

esting

）」
と
い
う
。

　

海
外
の
テ
ス
ト
は
、
す
で
に
Ｃ
Ｂ

Ｔ
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ

Ｓ
Ａ
）
も
、
二
〇
一
五
年
か
ら
Ｃ
Ｂ

Ｔ
に
移
行
し
て
い
る
。

　

日
本
で
も
令
和
六
年
度
（
二
〇
二

四
年
度
）
か
ら
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
に
Ｃ
Ｂ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
る
。

全
国
的
な
学
力
調
査
の
Ｃ

Ｂ
Ｔ
化
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ　

最
終
ま
と
め
（
令
和

三
年
七
月
十
六
日
）

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/
a_m

enu/shotou/gakuryoku-
chousa/1421443_00004.htm

　
「
ロ
ー
マ
字
入
力
」「
音
声
入
力
」「
入

力
モ
ー
ド
の
切
り
替
え
（
数
字
や
元

素
記
号
等
）」
な
ど
の
ス
キ
ル
を
意

一斉授業「以外」
でも１人１台端末
を活用する
大事なキーワードは２つ。
「ＣＢＴ」と「個別最適
な学び」。授業時間だけ
ではなく、いつでも自由
に使える環境を作ること
がポイントだ。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために

働き方改革！
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⑤�

　
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。
紹
介

す
る
の
は
、
終
業
式
前
日
が
よ
い
。

終
業
式
当
日
は
、
配
付
物
や
成
績

表
を
渡
し
、
冬
休
み
の
過
ご
し
方

を
伝
え
る
た
め
に
、
慌
た
だ
し
く

過
ぎ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
紹
介

の
順
番
は
、
表
ニ
ュ
ー
ス
の
下
位

→
上
位
、
裏
ニ
ュ
ー
ス
の
下
位
→

上
位
と
す
る
。
こ
の
後
、
ラ
ン
キ

ン
グ
外
も
発
表
す
る
の
が
み
そ
で

あ
る
。
ラ
ン
キ
ン
グ
外
に
思
わ
ず

笑
っ
て
し
ま
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　
学
級
ニ
ュ
ー
ス
を
発
表
す
る
こ
と

で
、学
級
で
が
ん
ば
っ
た
こ
と
や
笑
っ

た
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。

何
よ
り
楽
し
い
雰
囲
気
と
な
る
。
冬

休
み
前
に
お
勧
め
の
実
践
で
あ
る
。

れ
ば
、
集
計
の
手
間
が
省
け
る
）。

④�

　
ラ
ン
キ
ン
グ
を
学
級
通
信
や
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
紹
介
す

る
準
備
を
す
る
。

　
中
三
を
担
任
し
た
際
は
、
次
の
様

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挙
が
っ
た
。

　【
表
ニ
ュ
ー
ス
】

・�『
体
育
大
会
の
リ
レ
ー
』…
最
後
の

対
抗
リ
レ
ー
で
男
子
が
一
番
を

取
っ
た
。
〇
組
の
皆
が
一
つ
に

な
っ
た
瞬
間
だ
と
思
っ
た
。

・�『
合
唱
の
収
録
』…
合
唱
祭
は
中
止

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
皆

で
歌
え
て
楽
し
か
っ
た
。

　【
裏
ニ
ュ
ー
ス
】

・�『
給
食
の
時
間
』…
男
子
が
色
々
な

駄
洒
落
を
言
っ
て
、
ク
ラ
ス
皆
が

笑
っ
て
し
ま
っ
た
。

・�『
家
庭
科
の
炊
飯
』…
調
理
実
習
で

「
何
か
」
の
混
ぜ
ご
飯
を
作
っ
た

時
、
○
○
さ
ん
が
、
カ
ロ
リ
ー
メ

イ
ト
を
こ
な
ご
な
に
し
て
入
れ
て

い
た
。

　
冬
休
み
前
に
お
勧
め
し
た
い
の
が
、

十
二
月
ま
で
を
振
り
返
っ
た
表

ニ
ュ
ー
ス
、
裏
ニ
ュ
ー
ス
づ
く
り
だ
。

　
表
ニ
ュ
ー
ス
は
、
行
事
や
授

業
、
学
級
で
が
ん
ば
っ
た
こ
と

な
ど
を
中
心
と
す
る
。
裏

ニ
ュ
ー
ス
は
、
休
み
時
間
に

笑
っ
た
こ
と
や
学
級
な
ら
で
は

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
と
す
る
。

　
手
順
を
紹
介
す
る
。

①
　
趣
旨
説
明
を
す
る
。

　

 

「
年
末
に
な
る
と
、
そ
の
年
の
十
大

ニ
ュ
ー
ス
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
今
年

な
ら
ば
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
挙
げ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
〇
組
で
は
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

　
〇
組
の
学
級
ニ
ュ
ー
ス
を

つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」

②�
　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
子
供
た
ち

に
配
付
す
る
。

③�

　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
回
収
し
、

教
師
が
得
票
数
に
応
じ
て
ラ
ン
キ

ン
グ
付
け
を
す
る
（
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

学級ニュースを 
つくってみよう
学級の表ニュース、裏
ニュースづくりをして、
楽しい雰囲気で冬休みを
迎えよう。

静岡県袋井市立周南中学校

大
おお

石
いし

 哲
あき

久
ひさ

子供も教師も
元気になる
学級経営のコツ
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③�　

教
師
が
表
示
し
た
参
加

コ
ー
ド
を
入
力
す
る
。

④�　

教
師
が
作
成
し
た
新
し
い

授
業
（
例
…
写
真
ボ
ッ
ク
ス

な
ど
）
を
ク
リ
ッ
ク
。

⑤�　
「
ノ
ー
ト
新
規
作
成
」
を

ク
リ
ッ
ク
。

⑥�　

画
面
左
上
「
カ
メ
ラ
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
写
真
を
撮
る
。

　

子
供
は
撮
っ
た
写
真
を
選
び
、
ド

ラ
ッ
グ
し
て
画
面
左
下
の
「
提
出
」

に
提
出
す
る
。
こ
れ
で
教
師
は
す
ぐ

に
共
有
で
き
る
。

ここに提出

 

３　
つ
な
げ
る
だ
け
で
ス
ラ
イ
ド
完
成

　

子
供
が
撮
っ
た
写
真
を
線
で
つ
な

げ
る
こ
と
で
、
短
時
間
に
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

懇
談
会
で
紹
介
す
る
と
、
保
護
者

か
ら
喜
び
の
声
が
聞
け
る
。

ス
の
名
前
（
例
…
○
年
〇
組

な
ど
）
を
入
力
す
る
。

③�　

新
規
作
成
し
た
ク
ラ
ス
を

ク
リ
ッ
ク

④�　
「
新
し
い
授
業
を
作
成
」

か
ら
新
し
い
授
業
の
名
前

（
例
…
写
真
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
）

を
入
力
す
る
。

⑤　
「
作
成
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

⑥�　

新
し
い
授
業
が
で
き
た
ら
、

「
ノ
ー
ト
を
新
規
作
成
」
を

ク
リ
ッ
ク
。

　

こ
れ
で
写
真
共
有
の
場
所
が
作
れ

る
。

　

子
供
の
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
参
加
方
法

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①�　

教
師
は
「
授
業
の
追
加
」

を
ク
リ
ッ
ク
→
「
参
加
コ
ー

ド
を
表
示
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

参
加
コ
ー
ド
を
表
示
す
る
。

②�　

児
童
は
、
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト

メ
イ
ン
画
面
左
側
「
ク
ラ
ス

参
加
コ
ー
ド
を
入
力
」
を
ク

リ
ッ
ク
。

 

１　

写
真
は
一
人
で
集
め
な
い

　

学
級
懇
談
会
で
写
真
を
見
せ
よ
う

と
し
た
時
、
写
真
が
使
い
物
に
な
ら

な
い
、
足
り
な
い
、
こ
ん
な
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
、
次
の
よ
う
に
す
る
。

　

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
※

に
写
真
共

有
の
フ
ォ
ル
ダ
を
作
成
し
、
そ

こ
に
写
真
を
集
め
る
。

　

こ
の
よ
う
に
写
真
共
有
の
場
所
を

作
っ
て
お
く
こ
と
で
、

①�　

ほ
か
の
教
師
が
撮
っ
た
写

真
の
共
有
が
で
き
る
。

②�　

子
供
が
撮
っ
た
写
真
の
共

有
も
で
き
る
。

　

こ
れ
で
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の
写

真
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
写
真
を
集
め
る
時

間
を
短
く
で
き
る
。

 

２　

写
真
共
有
の
仕
方

　

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
、
次
の

よ
う
に
写
真
を
共
有
す
る
。

①�　

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
メ
イ
ン
画

面
左
側
「
授
業
の
追
加
」
を

ク
リ
ッ
ク
。

②�　

画
面
下
部
の
「
新
し
い
ク

ラ
ス
の
作
成
」
か
ら
、
ク
ラ

ロイロノートで
写真共有、スラ
イド作成を時短
学級懇談会で見せるスラ
イドは子供に撮らせた写
真も使おう。

神奈川県大和市立緑野小学校

中
なか

島
じま

 義
よし

郎
ろう

クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

教師が と向き合うために

働き方改革！

※‌�https://n.loilo.tv/ja/
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の
中
に
あ
っ
て
、
日
常
の
生
活
で
ア

ン
テ
ナ
と
な
っ
た
。
運
転
を
し
て
い

る
時
、
本
を
読
ん
で
い
る
時
な
ど
に

ふ
と
、「
そ
う
か
」
と
考
え
が
浮
か

ん
で
く
る
。
そ
れ
を
授
業
化
し
て
い

く
作
業
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。

　

小
塚
氏
か
ら
「
教
わ
る
」
の
で
は

な
く
、「
問
い
を
も
ら
い
」
な
が
ら

授
業
を
つ
く
っ
た
の
が
、
前
回
の
授

業
技
量
検
定
で
あ
っ
た
。

　

Ａ
表
受
検
は
こ
の
よ
う
だ
っ
た
が
、

Ｃ
表
ま
で
は
、
自
分
よ
り
も
腕
の
あ

る
方
に
見
て
も
ら
い
「
こ
こ
と
こ
こ

の
ス
ラ
イ
ド
を
入
れ
か
え
た
方
が
よ

い
」「
こ
こ
で
、
例
示
を
し
た
方
が

分
か
り
や
す
い
」
な
ど
、
教
え
て
も

ら
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

「
定
石
を
き
ち
ん
と
学
ぶ
」
た
め
に

必
ず
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

 

「
授
業
技
量
検
定
」
は
「
確
か
な
授

業
技
量
」
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な

く
「
考
え
る
姿
勢
」
を
身
に
付
け
る

た
め
の
場
で
も
あ
る
。

２�　

授
業
づ
く
り
の
会
で
教
わ
っ
た

こ
と

　

小
塚
氏
と
の
授
業
づ
く
り
は
約
二

カ
月
半
、
全
一
〇
回
に
及
ん
だ
（
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
に
も
サ
ー
ク
ル

等
で
検
討
を
し
て
も
ら
っ
た
）。

　

そ
こ
で
、
私
は
小
塚
氏
か
ら
何
を

教
わ
っ
た
か
と
い
う
と
、
極
端
に
い

え
ば
、
何
も
教
わ
っ
て
い
な
い
。

　

小
塚
氏
か
ら
は
、

 

「
読
解
で
き
て
い
る
っ
て
ど

う
い
う
こ
と
な
の
」

 

「
新
聞
や
チ
ラ
シ
と
動
画
は
、

概
念
が
違
う
よ
ね
」

 

「
こ
の
授
業
で
伝
え
た
い
こ

と
は
何
な
の
」

な
ど
、「
問
い
」
を
私
に
投
げ
か
け

る
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
場
で
明
確

に
答
え
ら
れ
な
い
悔
し
さ
、
も
ど
か

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
会
は
終
了
し

た
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
の
「
問
い
」
が
頭

１　

検
定
申
し
込
み
後
に
す
る
こ
と

　

授
業
技
量
検
定
に
申
し
込
む
。
次

に
す
る
こ
と
は
、
何
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
こ
れ
で
あ
る
。

　

授
業
検
討
日
を
決
め
る
。

　

前
回
Ａ
表
を
受
験
し
た
際
に
は
、

申
し
込
み
後
、
す
ぐ
に
同
じ

T
O
S
S
石
黒
塾
の
サ
ー
ク
ル
の
先

輩
で
あ
る
小
塚
祐
爾
氏
に
電
話
を
し

た
。
そ
し
て
、
次
の
お
願
い
を
し
た
。

　

今
度
、
検
定
を
受
け
ま
す
。

授
業
づ
く
り
を
一
緒
に
お
願

い
で
き
ま
す
か
。

　

よ
ろ
し
け
れ
ば
、
第
一
回
の

検
討
日
を
「
今
」
決
め
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

検
討
日
が
決
ま
れ
ば
、
そ
の
日
ま

で
に
授
業
を
用
意
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
先
輩
に
時
間
を
使
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
に
、
手
ぶ
ら
で
「
ど

う
し
ま
し
ょ
う
」
と
は
言
え
な
い
。

こ
う
い
っ
た
「
環
境
」
が
自
分
を
奮

い
立
た
せ
て
（
焦
ら
せ
て
）
く
れ
る

（
基
本
的
に
私
は
自
分
の
意
志
を
信

用
し
て
い
な
い
。
弱
い
人
間
な
の
で
、

自
分
が
逃
げ
な
い
よ
う
な
「
環
境
」

を
設
定
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
）。

授業技量検定は
「考える」場でも
ある
「授業技量検定」は「確かな授
業技量」を身に付けるだけで
なく「考える姿勢」を身に付
けるための場でもある。

神奈川県川崎市立小学校 

田
た

丸
まる

 義
よし

明
あき

TOSS授業技量検定
に挑戦！
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中
井
弁
護
士
の
回
答

　

子
供
の
服
装
に
つ
い
て
、
学
校
で
の

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡 聡美

標
準
服
や
制
服
の
規
則
の
範
囲
は
、

ど
こ
ま
で
な
の
か

　

私
服
登
校
か
ら
標
準
服
へ
の
変

更
を
し
ま
し
た
。
服
装
の
変
更
は
、

学
校
協
議
会
で
決
め
ら
れ
、
職
員

会
議
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
も
承
認
し

て
い
ま
す
。
保
護
者
に
も
そ
の
旨

を
説
明
し
、
意
見
の
あ
る
場
合
、

校
長
ま
で
連
絡
を
し
て
ほ
し
い
と

も
伝
え
て
来
ま
し
た
が
、
反
対
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
標
準
服
は
制
服
で

は
な
い
の
で
、
私
服
で
も
い
い
だ

ろ
う
と
子
供
に
華
美
な
私
服
で
登

校
を
さ
せ
る
保
護
者
が
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
い
い

で
す
か
。

規
制
の
権
限
は
学
校
教
育
法
で
の
校
長

の
管
理
権
限
に
基
づ
き
ま
す
。

　

保
護
者
は
、
子
供
に
ど
の
よ
う
な
服

装
を
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
、
憲
法
第
十

三
条
の
幸
福
追
求
権
が
根
拠
に
な
る
自

己
決
定
権
を
有
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
学
校
で
の
服
装
の
規
制
は
、

合
理
性
か
ら
一
定
の
制
約
が
許
さ
れ
ま

す
。
服
装
の
規
制
は
心
の
内
側
に
ま
で

直
接
に
入
り
込
む
わ
け
で
は
な
い
か
ら

で
す
。
体
育
で
、
運
動
に
適
し
た
服
装

を
着
用
さ
せ
る
こ
と
は
、
必
要
性
が
あ

り
、
体
操
服
と
い
う
手
段
も
相
当
性
が

あ
る
た
め
許
さ
れ
ま
す
。

　

子
供
の
へ
そ
出
し
は
、
性
的
な
連
想

や
季
節
に
よ
っ
て
は
体
調
不
良
の
原
因

に
も
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
規
制
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
単
に
華
美
と
い
う
理

由
だ
け
で
は
、
具
体
的
で
な
い
た
め
規

制
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
必
要
性
や
相
当
性
は
、

学
校
協
議
会
な
ど
で
参
考
と
な
る
意
見

を
提
供
し
て
も
ら
い
学
校
が
判
断
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、人
権
問
題

で
も
あ
る
た
め
、学
校
協
議
会
が
具
体
的

な
必
要
性
や
相
当
性
を
抜
き
に
、単
に
規

制
の
結
論
の
み
を
決
定
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。議
事
録
で
必
要
性
や
相
当

性
の
意
見
を
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

転
勤
の
希
望
調
査
の
際
、
管
理

職
か
ら
の
強
い
要
望
で
、
転
勤
希

望
欄
に
〇
を
付
け
て
提
出
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
転
勤
先
に
決
ま
り
そ

う
な
学
校
は
自
宅
か
ら
遠
方
で
、
通

勤
時
間
も
相
当
か
か
り
そ
う
な
の

で
す
。
親
の
介
護
が
あ
り
、
子
供

も
受
験
生
で
す
。
今
か
ら
、
転
勤

希
望
の
取
り
下
げ
は
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例
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１　

国
語
の
ま
と
め
テ
ス
ト
の
活
用

　
学
年
ま
と
め
の
五
〇
問
テ
ス
ト
が
市
販
テ
ス

ト
に
つ
い
て
く
る
。
そ
れ
を
活
用
し
て
漢
字
の

定
着
を
図
る
。
次
の
方
法
で
行
う
。

①�

　
鉛
筆
で
書
か
せ
採
点
を
さ
せ
る
。
正
解
だ

け
丸
を
付
け
る
。

②�

　
間
違
い
だ
け
練
習
さ
せ
る
。

③�

　
翌
日
に
間
違
え
た
問
題
だ
け
テ
ス
ト
を
さ

せ
る
。

④�

　
更
に
間
違
え
た
問
題
だ
け
練
習
さ
せ
る
。

⑤�

　
ど
の
子
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
本
番

の
テ
ス
ト
を
す
る
。

　
漢
字
五
〇
問
テ
ス
ト
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。

⑴�

　
授
業
中
に
練
習
時
間
を
確
保
す
る
。

⑵�

　
間
違
え
た
問
題
だ
け
練
習
さ
せ
る
。

【
漢
字
の
お
す
す
め
教
材
】

 

「
漢
字
ま
と
め
く
ん
」（
騒
人
社
）

https://w
w
w
.tiotoss.jp/products/detail.

php?product_id=3708

※�

テ
ス
ト
を
コ
ピ
ー
す
る
際
に
は
著
作
権
を
確

か
め
た
方
が
よ
い
。

２�　

社
会
科
の
ま
と
め
テ
ス
ト
と
ノ
ー
ト
ま

と
め
─
─
小
学
三
年
生
を
例
に

　
地
図
記
号
を
身
近
な
地
域
に
合
わ
せ
て
二
〇

種
程
度
と
、
暮
ら
し
て
い
る
市
区
町
村
が
都
道

府
県
の
中
の
ど
こ
か
、
各
単
元
に
つ
い
て
三
つ

程
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
説
明
す
る
（
向

山
学
級
の
社
会
ノ
ー
ト
に
は
、「
テ
ス
ト
に
出

そ
う
な
問
題
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
）。

３　

算
数
の
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク

　
勤
務
校
の
算
数
は
習
熟
度
別
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
算
数
の
授
業
中
に
は
、
各
単
元
の
ク
ラ

ス
全
体
の
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
、
朝
学
習
で
行
う
。

指
示
１ 

今
か
ら
算
数
の
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
を

し
ま
す
。

指
示
２ 

一
班
か
ら
順
番
に
来
ま
す
。
待
っ
て

い
る
間
に
や
っ
て
い
な
か
っ
た
問
題
を
解
い

て
も
い
い
で
す
。

　
市
販
の
「
学
年
の
ま
と
め
テ
ス
ト
」
は
、
教

科
書
チ
ェ
ッ
ク
と
学
年
の
ま
と
め
の
学
習
が
終

了
し
た
ら
行
う
。

４　

理
科

　
各
単
元
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
子
供
に
ま
と
め
さ

せ
る
。
問
題
づ
く
り
を
さ
せ
、
実
際
に
解
か
せ

る
こ
と
で
、重
要
語
句
を
再
確
認
さ
せ
る
。「
学

年
の
ま
と
め
テ
ス
ト
」
を
行
う
。

〈
参
考
文
献
〉

『
子
ど
も
が
熱
中
す
る
国
語
の
授
業
』（
伴
一
孝

著
　

明
治
図
書
）

東
京
都
荒
川
区
立
汐
入
小
学
校

加か

藤と
う 

雅ま
さ

成な
り

子
供
を
よ
り
成
長
さ
せ
る
三
学
期
に
す
る

学
力
が
上
が
る
実
践
を
学
び
、
追
試
し
て
い
く
。
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T
O
S
S
外
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る
実
践
を

積
み
上
げ
る

内
輪
で
群
れ
て
盛
り
上
が
る
だ
け
で
は
未
来
が
な
い
。
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
な
く
児
童
生
徒
に

力
を
つ
け
る
向
山
型
指
導
。
そ
の
指
導
を
広
め
る
べ
く
、
外
に
出
て
い
く
日
々
で
あ
る
。

　

今
年
の
お
盆
明
け
は
公
的
研
修
ウ
ィ
ー
ク

だ
っ
た
。

　

一
日
目
、
県
立
児
童
自
立
支
援
施
設
及
び
小

中
分
校
合
同
研
修
講
師
。
二
日
目
、
勤
務
校
職

員
研
修
講
師
。
三
日
目
、
学
区
内
小
学
校
職
員

研
修
会
講
師
。
四
日
目
、
郡
市
内
中
学
校
職
員

研
修
講
師
。
四
日
連
続
の
登
壇
だ
。

　

二
〇
代
で
県
生
徒
指
導
研
究
大
会
の
講
師
を

務
め
て
以
来
、
公
的
研
修
だ
け
で
も
一
〇
〇
回

超
の
経
験
を
積
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

T
O
S
S
の
仲
間
が
招
い
て
く
れ
た
公
的
研

修
が
三
分
の
一
。
県
内
の
み
な
ら
ず
宮
城
県
や

神
奈
川
県
、
東
京
都
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
愛

媛
県
や
山
口
県
に
ま
で
足
を
運
ん
だ
。
そ
の
他

は
す
べ
て
T
O
S
S
外
の
方
々
の
招
き
だ
。
あ

る
日
突
然
依
頼
が
く
る
。
驚
き
の
連
続
だ
。

　

ウ
ィ
ー
ク
二
日
目
の
勤
務
校
の
職
員
研
修
は
、

今
年
度
三
度
目
の
登
壇
だ
。「
不
登
校
対
応
」

に
つ
い
て
話
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
オ
ー
ダ
ー

だ
っ
た
。

　

四
月
一
日
の
赴
任
直
後
か
ら
今
日
ま
で
、
学

校
改
革
を
進
め
る
べ
く
、
そ
れ
な
り
に
険
し
い

道
を
歩
ん
で
い
る
。

　

改
革
と
は
、
ま
さ
に
従
来
の
方
法
の
否
定
に

他
な
ら
な
い
。
否
定
さ
れ
た
側
は
当
然
な
が
ら

面
白
く
思
わ
な
い
。
人
情
と
し
て
、
そ
れ
は
分
か

る
。
そ
れ
で
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仕
事

の
目
的
は
仲
良
く
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　

そ
の
意
味
で
学
校
改
革
は
究
極
、
自
分
の
弱

さ
と
の
闘
い
な
の
だ
。
実
行
者
は
そ
れ
相
応
に

傷
つ
き
、
疲
弊
す
る
。
ゆ
え
に
着
手
し
よ
う
と

す
る
人
さ
え
少
数
で
あ
り
、
為
し
遂
げ
る
人
な

ど
ほ
と
ん
ど
い
な
い
わ
け
だ
。
学
校
だ
ろ
う
と

企
業
だ
ろ
う
と
、
そ
こ
が
組
織
で
あ
る
な
ら
ば

変
わ
ら
な
い
原
理
だ
。

​　

研
修
後
の
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
同
様
感
想
を

言
い
に
来
た
同
僚
の
中
に
、
初
め
て
来
て
く
れ

た
人
が
い
た
。「
と
て
も
面
白
か
っ
た
。役
に
立
っ

た
」
と
の
こ
と
。
そ
の
時
の
笑
顔
が
き
わ
め
て

印
象
的
だ
っ
た
。
膨
大
な
時
間
と
手
間
が
か

か
っ
た
と
し
て
も
、
い
つ
か
は
伝
わ
る
日
が
来

る
の
だ
と
信
じ
て
、
現
状
打
破
と
新
た
な
価
値

の
構
築
に
挑
む
。
そ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

三
日
目
は
二
時
間
の
講
演
だ
っ
た
。
時
の
経
過

と
と
も
に
参
加
者
に
熱
が
入
る
の
は
常
の
通
り

だ
っ
た
。
後
半
は
指
名
な
し
の
発
言
も
次
々
に

飛
び
出
し
た
。
私
の
出
す
ワ
ー
ク
に
、
ベ
テ
ラ
ン

も
若
者
も
果
敢
に
挑
戦
し
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

終
了
後
す
ぐ
に
大
勢
に
囲
ま
れ
、
校
長
の
決

裁
も
瞬
時
に
行
わ
れ
、
休
み
明
け
に
「
当
該
小

学
校
全
職
員
」
に
よ
る
長
谷
川
学
級
の
授
業
参

観
が
決
ま
っ
た
。

　

せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
卒
業
生
の
成
長
ぶ
り
を

見
て
も
ら
お
う
と
思
う
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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東京都・玉川大学教職大学院教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

着
席
。

問
題
。

は
い
。

こ
の
三
つ
だ
。

最
も
長
い
指
示
は
次
の
も
の
で

あ
っ
た
。

　

先
頭
の
あ
ひ
る
ボ
ー
ト
を
、
丁

寧
に
ね
、「
二
人
乗
っ
て
る
ぞ
」
っ

て
、
わ
か
る
よ
う
に
、
二
人
を
丸

で
囲
み
ま
す
。

文
字
数
に
す
る
と
、
三
八
文
字

（
句
読
点
、
カ
ッ
コ
は
含
ま
ず
）
で

あ
る
。
こ
の
「
長
い
指
示
」
を
、
み

な
さ
ん
な
ら
ど
の
よ
う
に
分
析
す
る

だ
ろ
う
か
。�

（
つ
づ
く
）

二
　
指
示
の
回
数
と
長
さ

指
示
だ
け
を
み
れ
ば
、
三
四
％
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
と
に
か
く
指
示
が

多
い
。

一
時
間
で
何
回
の
指
示
を
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

約
一
四
〇
回

授
業
は
三
五
分
で
終
了
し
た
。

指
示
の
回
数
を
平
均
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
も
表
現
で
き
る
。

一
分
間
に
四
回
指
示
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
、

一
五
秒
に
一
回
指
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
一
つ
一
つ
の
指
示
の

長
さ
は
、
ど
れ
く
ら
い
だ
っ
た
だ
ろ

う
か
。

一
般
的
に
、
一
つ
の
指
示
の
長
さ

は
、
短
け
れ
ば
短
い
ほ
ど
よ
い
。

テ
ー
プ
起
こ
し
の
文
字
数
を
機
械

的
に
計
測
し
て
み
た
。

最
も
短
い
指
示
。

そ
れ
は
二
文
字
で
あ
る
。

一
　
指
導
言
の
分
布

前
号
で
紹
介
し
た
、
私
の
発
言
分

布
で
あ
る
。

要
す
る
に
、「
指
示
」
と
「
確
認
」

で
私
の
授
業
は
成
り
立
っ
て
い
る
の

だ
。
そ
れ
が
五
二
％
で
あ
る
。

指
示
を
し
、
確
認
す
る
。
ま
た
指

示
を
し
、
ま
た
確
認
を
す
る
。
そ
れ

が
全
体
の
半
分
を
超
え
て
い
る
の
で

あ
る
。

そ
の
結
果
、

①　

初
対
面
の
子
供
た
ち
と
の
飛

び
込
み
授
業
で
、

②　

三
五
分
と
い
う
時
間
で
、

③　

二
時
間
分
の
進
度
を
進
み
、

④　

ほ
と
ん
ど
の
子
供
が

　
「
楽
し
か
っ
た
」

　
「
よ
く
分
か
っ
た
」

　

と
い
う
感
想
を
も
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

授業のベーシックス
キル７ 

「作業指示」⑫
今回から若干マニアックに分
析する。授業分析の方法には
様々ある。しかし、このタイ
プで分析をしている人はそれ
ほど多くないだろう。ぜひご
自身で試みられることをお勧
めする。

授業の
ベーシックスキル

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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先
日
、
音
声
の
S
N
S
「Clubhouse

」
で

面
白
い
話
を
聴
い
た
。
あ
る
教
師
が
教
室
で

「
珈
琲
を
飲
む
」
話
を
し
た
後
の
事
だ
。
視
聴

者
の
一
人
が
次
の
質
問
を
し
た
。

　

授
業
中
も
あ
な
た
は
（
珈
琲
を
）
飲
ん

で
い
る
の
か
？

　

件
の
教
師
は
「
授
業
中
は
飲
ま
な
い
」
と
答

え
た
。
そ
の
後
、
話
は
「
教
室
で
珈
琲
は
飲
ま

な
い
方
が
良
い
」
と
い
う
展
開
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
私
は
初
め
て
発
言
し
た
。

　

教
室
で
珈
琲
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
理

由
を
教
え
て
欲
し
い
。

　

視
聴
者
も
司
会
者
も
、
そ
の
多
く
は
答
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
当
然
で
あ
ろ
う
。
理
由
な
ど
存

在
し
な
い
。
唯
一
、
最
初
に
質
問
し
た
方
だ
け

が
次
の
理
由
を
提
示
し
た
。

　

珈
琲
は
嗜
好
品
だ
か
ら
ダ
メ
だ
。

　

話
し
方
か
ら
、
か
な
り
高
齢
の
方
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
た
。
ま
す
ま
す
話
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
。
ど
う
い
う
基
準
で
物
を
言
っ
て
る
の

か
。

　

職
員
室
（
職
員
会
議
）
で
も
珈
琲
は
嗜

好
品
だ
か
ら
飲
ん
で
は
い
け
な
い
の
か
？

　

こ
の
後
も
、
話
は
面
白
く
な
っ
た
の
だ
が
割

愛
す
る
。
教
師
の
思
考
と
い
う
の
は
、
こ
の
様

に
極
々
「
当
た
り
前
」
の
判
断
基
準
に
欠
け
る
。

だ
か
ら
簡
単
に
騙
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
職
場
（
教
室
・
職
員
室
）」「
勤
務
時
間
（
授

業
・
職
員
会
議
）」「
嗜
好
品
（
珈
琲
・
紅
茶
・

ほ
う
じ
茶
・
麦
茶
・
緑
茶
・
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
）」

こ
れ
ら
が
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
頭
に
入
っ
て
い
て
、

何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
嗜
好
品
」
が
ダ
メ
な
ら
ば
、
教
室
で
飲
め
る

の
は
「
水
」
だ
け
な
の
か
（
い
や
、
水
だ
っ
て

色
々
あ
る
）？　
「
嗜
好
品
」
が
ダ
メ
な
ら
ば
、

教
師
も
子
供
も
全
員
「
制
服
支
給
」
に
す
る
の

か
（
北
朝
鮮
み
た
い
に
）？　

つ
い
で
に
通
勤

車
両
も
税
金
で
「
支
給
」
し
て
く
れ
（
私
に
は

G
T
R
を
な
）。
論
理
は
破
綻
の
連
鎖
と
な
る
。

　

そ
も
そ
も
教
師
は
勤
務
時
間
中
に
、
平
気
で

「
珈
琲
」
や
「
お
菓
子
」
を
口
に
運
ん
で
い
る
。

な
ぜ
そ
れ
ら
は
注
意
せ
ず
に
、
教
室
（
授
業
）

の
時
だ
け
ダ
メ
出
し
を
す
る
の
か
？　

こ
う
い

う
の
を
欺
瞞
と
い
う
の
で
あ
る
。
騙
さ
れ
て
は

ダ
メ
だ
。

　

珈
琲
よ
り
、
こ
ち
ら
が
大
切
だ
ろ
？

　
　
教
師
は
簡
単
に
ダ
マ
さ
れ
る

「
そ
も
そ
も
論
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
誰
も
が
「
当
た
り
前
（
前
提
）」
と
信
じ
込
ん
で
い
る
事
か
ら
疑
っ
て
み
る
の

も
大
切
だ
。
例
え
ば
学
校
の
四
悪
「
宿
題
・（
度
を
過
ぎ
た
）
忘
れ
物
指
導
・
給
食
・
P
T
A
」。
多
く
の
教
師
が
何

の
疑
い
も
も
た
な
い
。
よ
っ
て
多
く
の
子
供
た
ち
を
傷
つ
け
、ス
ポ
イ
ル
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
教
師
は
無
思
考
で
あ
っ

て
は
い
け
な
い
。「
自
分
の
頭
で
」
根
本
を
疑
っ
て
み
る
事
だ
。

Ｔ
‐
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

授業技量向上授業技量向上のの法則法則
伴一孝
の
教師道
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偉
業
で
あ
る
。

　

第
一
は
向
山
洋
一
氏
の
資
料
保
管
の
労
に
感
謝

し
た
い
。
ど
ん
な
も
の
で
も
捨
て
ず
に
保
管
す
る

と
い
う
習
癖
（
娘
の
恵
理
子
さ
ん
談
）
が
幸
い
し

た
。
お
か
げ
で
何
十
年
も
前
の
手
紙
、
セ
ミ
ナ
ー

の
感
想
、
ふ
と
し
た
と
き
の
閃
き
（
メ
モ
）
が
掲

載
さ
れ
、
資
料
集
を
身
近
に
感
じ
た
。

　

第
二
に
編
集
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
労
に
感
謝

し
た
い
。
資
料
の
価
値
を
見
抜
き
、
厳
選
し
、
分

類
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
れ
を
出
版
社
に

依
頼
せ
ず
、
自
前
で
や
り
遂
げ
た
。
実
に
誇
ら
し
い
。

映
像
全
集
制
作
の
経
験
に
加
え
、
新
メ
ン
バ
ー
の
セ

ン
ス
を
生
か
す
ス
タ
イ
ル
も
評
価
し
た
い
。

　

第
三
に
編
集
方
針
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
現
代

に
生
き
、未
来
を
開
く
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
い
い
。

新
資
料
集
に
は
発
想
の
原
点
と
も
い
え
る
構
想
段

階
の
記
録
が
入
っ
た
。

　

資
料
集
10
巻
は
大
き
く
四
つ
に
分
類
で
き
る
。

　

学
校
論
（
教
育
課
程
論
）	

…
…
第
１
巻

　

授
業
論
・
上
達
論	

…
…
第
２
巻

　

運
動
論	

…
…
第
10
巻

　

指
導
方
法
論　
　
　
　
　

…
…
第
３
巻
～
第
９
巻

　

こ
れ
に
よ
り
膨
大
な
向
山
洋
一
氏
の
著
作
群
、

実
践
全
集
、
年
齢
別
全
集
、
教
育
要
諦
集
と
も
関

係
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
す
で
に
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
体
系
化
し
、
新
し
い
実
践
を
生
み

出
す
た
め
の
学
習
会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。　

　

向
山
氏
は
編
集
に
一
切
タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
。

解
説
に
も
加
わ
っ
て
い
な
い
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表
と

し
て
の
仕
事
の
到
達
点
は
、
も
は
や
指
導
を
必
要

と
し
な
い
仲
間
を
育
て
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。

だ
か
ら
、
最
高
顧
問
と
な
っ
た
今
、
編
集
ス
タ
ッ

フ
へ
の
「
敬
意
」
と
「
感
謝
」
の
気
持
ち
を
示
す

だ
け
で
よ
か
っ
た
。

　

九
月
十
一
日
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
次
の
発
信
が
あ
っ
た
。

　
「
実
物
資
料
集
が
で
き
あ
が
っ
た
。
俺
が
書
い
た

メ
モ
ま
で
の
っ
て
い
た
」

　

普
段
用
い
る
「
私
」
の
一
人
称
が
「
俺
」
に
変

わ
っ
て
い
る
。「
私
」
で
は
な
く
「
俺
」
に
な
る
の

は
ど
ん
な
時
か
。
調
べ
て
み
る
と
、
学
級
担
任
時

代
の
記
録
に
は
「
俺
」
が
出
て
い
る
。
た
と
え
ば

こ
ん
な
時
で
あ
る
。

　
「
何
も
書
け
な
い
と
い
っ
て
い
る
こ
の
親
の
中
に
、

俺
は
多
く
の
こ
と
を
感
じ
取
る
。
ま
ん
ぞ
く
に
学

校
へ
通
え
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
こ
の
悲
し
い

ま
で
の
ひ
け
め
。
中
一
に
父
を
な
く
し
た
が
、
そ

れ
で
も
大
学
を
出
た
俺
が
、
知
っ
た
か
ぶ
り
を
し

て
は
い
け
な
い
。
わ
か
っ
た
ふ
り
を
し
て
は
い
け

な
い
。
人
生
の
重
み
が
そ
こ
に
は
あ
る
」（
学
級
通

信
「
エ
ト
ラ
ン
ゼ
」）

　

以
下
の
二
点
の
と
き
に
「
俺
」
を
使
っ
て
い
る
。

・
最
終
結
論
に
達
し
た
と
き

・�

保
護
者
や
子
供
へ
の
思
い
が
頂
点
に
達
し
た
と
き

　

資
料
全
集
へ
の
注
文
が
あ
る
と
す
れ
ば
ひ
と
つ

だ
け
で
あ
る
。

　
「
子
ど
も
た
ち
と
学
校
全
体
の
教
育
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
」（「
は
じ
め
」
よ
り
）

　
〈
真
理
が
わ
れ
ら
を
自
由
に
す
る
〉

　

こ
の
こ
と
が 

国
立
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ル
に
刻

ま
れ
て
い
る
。 

真
理
を
原
理
に
置
き
換
え
て
も
よ

い
。 

事
実
（
経
験
則
）
で
も
い
い
。 

法
令
と
い
う

場
合
も
あ
る
。
と
に
か
く
根
拠
が
欲
し
い
。 

俗
説

に
染
ま
ら
な
い
確
た
る
モ
ノ
サ
シ
が
欲
し
か
っ
た
。

そ
こ
に
向
山
洋
一
氏
の
時
代
を
先
取
り
し
た
骨
太

の
提
案
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

現
代
に
生
き
　
未
来
を
開
く

「
敬
意
と
感
謝
」
を
込
め
て
の
編
集
作
業
が
、
企
画
を
形

に
し
た
。

吉よ
し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

『新・向山洋一実物資
料集』
（教育技術研究所）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　　
A

」

A

Q

松ま
つ

﨑ざ
き 

力つ
と
む

栃
木
県
真
岡
市
立

真
岡
東
小
学
校

「
全
員
遊
び
」
の
上
手
な
提
案
方
法

反
対
す
る
子
が
い
て
当
た
り
前
で
あ
る
。
強
要
せ
ず
、
皆
が
「
楽
し
い
」

と
思
う
提
案
を
し
て
い
く
。

う
こ
と
で
、
安
心
感
を
も
ち
ま
す
。
こ
の
安
心

感
が
、
後
の
妥
協
点
を
話
し
合
う
時
に
役
立
ち

ま
す
。

　

次
に
、
先
生
の
思
い
を
語
り
ま
す
。「
先
生

も
『
昼
休
み
は
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
自
由
に

や
り
た
い
な
あ
』
と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、『
学
級
の
全
員
と
遊
び
た
い
な
あ
』
と
思

う
時
も
あ
り
ま
す
。
普
段
遊
ん
だ
こ
と
の
な
い

人
と
遊
ぶ
と
、『
こ
の
人
こ
ん
な
に
楽
し
い
人

だ
っ
た
ん
だ
』
と
新
発
見
を
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
り
、
新
し
い
友
達
が
で
き
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
」。

　

そ
し
て
、
提
案
を
し
ま
す
。「
一
週
間
に
何

度
も
全
員
遊
び
を
す
る
の
で
は
な
く
、
最
初
は
、

曜
日
を
決
め
て
や
っ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

例
え
ば
、『
金
曜
日
の
昼
休
み
は
全
員
で
遊
ぶ
』

と
す
る
の
で
す
。
こ
れ
な
ら
ば
、
反
対
し
て
い

る
人
た
ち
も
で
き
る
よ
ね
」
と
話
し
ま
す
。
た

い
て
い
の
場
合
は
、
こ
れ
で
妥
協
し
て
く
れ
ま

す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
教
師
も
思
い
切
り
一
緒
に

遊
ぶ
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
大
い
に
汗
を
か
き
、

笑
う
の
で
す
。「
全
員
遊
び
が
楽
し
い
」
と
思

え
ば
、「
あ
と
一
日
追
加
し
よ
う
」
の
提
案
に

「
や
っ
た
あ
」
と
喜
び
ま
す
。

　

反
対
す
る
子
が
い
て
当
た
り
前
と
考
え

ま
す
。
学
級
に
は
、
様
々
な
子
供
た
ち
が

存
在
し
ま
す
の
で
、「
全
員
遊
び
が
し
た
い
」

と
考
え
る
子
も
い
れ
ば
「
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
し
た
い
」
と
い
う
子
も
い
ま
す
。
決
し
て
、

「
全
員
遊
び
が
い
い
」
か
ら
と
い
っ
て
強
要
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
「
全
員
遊
び
」
は
、
私
の
経
験
か
ら

考
え
て
も
、
学
級
を
ま
と
め
て
い
く
上
で
よ
い

活
動
な
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
や
り
た
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
互
い
が
納
得
す
る
案
を
教
師
が
提
案

し
て
、
了
承
を
得
て
い
く
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る

「
提
案
型
交
渉
」
で
す
。

　

ま
ず
は
、
双
方
の
言
い
分
を
聞
き
ま
す
。
双

方
の
理
由
に
対
し
て
、
教
師
は
「
～
だ
か
ら
や

り
た
い
ん
だ
ね
。
な
る
ほ
ど
」「
～
だ
か
ら
、

反
対
な
ん
だ
ね
。
そ
れ
も
分
か
る
よ
」
と
、
理

由
を
復
唱
し
て
、
共
感
し
て
あ
げ
ま
す
。
反
対

し
て
い
る
子
た
ち
も
、
教
師
に
共
感
し
て
も
ら

ク
ラ
ス
で
休
み
時
間
に
「
全
員
遊
び
を

し
た
い
」
と
い
う
子
が
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
学
級
会
で
提
案
す
る
と
、
数
名

が
「
休
み
時
間
は
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
や
り
た
い
」
と
、
反
対
し
ま
し
た
。

松
㟢
先
生
な

ら
、
こ
の
よ

う
な
と
き
ど

の
よ
う
に
対

応
し
ま
す
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則
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向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

学
校
の
法
務
相
談
体
制

童
の
靴
に
異
物
が
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
事
案

が
発
生
す
る
。「
被
害
児
童
」
は
あ
る
宗
教

団
体
リ
ー
ダ
ー
の
三
男
。

重
大
な
い
じ
め
で
あ
る
と
し
て
、
教
育
委

員
会
の
指
導
室
長
や
Ｆ
小
学
校
長
、
担
任
教

諭
ら
の
実
名
を
挙
げ
て
糾
弾
す
る
ビ
ラ
が
Ｓ

小
学
校
区
で
配
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
当
該
宗

教
団
体
は
、
機
関
誌
で
二
八
頁
の
特
集
を
組

み
、「
い
じ
め
隠
蔽
工
作
」
と
し
て
、
関
係

者
の
実
名
を
掲
載
し
て
糾
弾
し
た
。
機
関
誌

は
電
車
の
中
吊
り
広
告
で
実
名
を
記
し
た
。

関
係
者
の
氏
名
は
広
く
告
知
さ
れ
た
。

続
け
て
、
あ
の
世
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
故
人
で
あ
る
Ｋ
前
校
長
の
記
事
を
載
せ

た
。
Ｋ
前
校
長
も
指
導
室
長
も
古
く
か
ら
の

知
人
な
の
で
、
私
は
事
件
の
行
方
を
心
配
し

た
。
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
他
に
も
公
教
育

を
揺
る
が
す
様
々
な
活
動
を
続
け
た
。

担
任
教
諭
や
養
護
教
諭
の
実
名
を
挙
げ
て

現
在
、
山
手
線
品
川
駅
と
田
町
駅
間
の
新

駅
、
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
地
区
の
開
発
が

進
ん
で
い
る
。
や
が
て
、
こ
の
地
は
、
赤
坂

六
本
木
地
区
を
凌
駕
す
る
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
に
な
る
だ
ろ
う
。
羽
田
空

港
、
成
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
品

川
駅
地
下
に
で
き
る
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー

の
始
発
駅
に
も
至
近
だ
。

港
区
に
は
ア
メ
リ
カ
大
使
館
、
中
国
大
使
館
、

ロ
シ
ア
大
使
館
を
は
じ
め
各
国
大
使
館
が
集

積
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
テ
レ
ビ
局
も
港
区
に
本

社
を
構
え
る
。
上
皇
様
、
上
皇
后
様
は
住
居

が
完
成
す
る
ま
で
、
港
区
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
。

東
京
港
区
は
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
経
済
の

牽
引
の
役
を
果
た
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

二　

港
区
Ｓ
小
学
校
で
の
事
件

二
〇
〇
七
年
、
港
区
Ｓ
小
学
校
で
男
子
児

一　

開
発
の
進
む
東
京
港
区

十
二
月
。
街
路
樹
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
神
戸
、
仙
台
、
そ
し
て

銀
座
。
各
地
の
繁
華
街
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
前

の
高
揚
感
で
あ
ふ
れ
る
。
今
年
は
、
ど
の
よ

う
な
景
色
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

一
九
七
四
年
の
新
卒
の
年
、
学
校
の
忘
年

会
場
は
港
区
六
本
木
だ
っ
た
。
六
本
木
交
差

点
の
ア
マ
ン
ド
前
は
若
者
た
ち
で
賑
や
か
だ

が
、
六
本
木
の
街
中
へ
入
れ
ば
、
そ
こ
は
閑

静
な
住
宅
地
だ
っ
た
。

　

や
が
て
、
バ
ブ
ル
景
気
を
経
て
、
赤
坂
の

ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
や
六
本
木
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、

虎
ノ
門
・
麻
布
台
地
区
な
ど
の
再
開
発
が
進

む
。
私
の
港
区
時
代
の
「
四
年
社
会
科　

東

京
の
再
開
発　

バ
ン
ザ
イ
ビ
ル
の
工
事
」
ア

キ
チ
の
授
業
は
、
一
九
八
六
年
。
バ
ブ
ル
時

代
の
「
土
地
の
地
上
げ
時
代
」
の
実
践
だ
。

の

新
時
代

44
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め
て
き
て
い
た
。
し
か
し
、
財
政
的
な
厳
し

さ
も
あ
り
、
歩
み
は
遅
か
っ
た
。
今
回
よ
う

や
く
、
全
国
的
に
体
制
づ
く
り
の
第
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
感
慨
深
い
。

私
も
管
理
職
時
代
、
困
難
な
事
案
に
つ
い

て
「
弁
護
士
を
派
遣
す
る
か
ら
話
し
合
っ
て

…
…
」
と
威
嚇
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

重
大
な
不
祥
事
を
起
こ
し
た
教
員
を
や
め

さ
せ
る
過
程
で
教
員
の
父
親
や
弁
護
士
等
か

ら
の
圧
力
も
あ
っ
た
。
訴
え
る
か
訴
え
ら
れ

る
か
の
駆
け
引
き
。
ま
さ
に
職
を
賭
け
た
戦

い
だ
。
法
律
に
疎
い
者
に
と
っ
て
、
法
律
論

で
責
め
た
て
ら
れ
る
の
は
難
儀
な
も
の
だ
。

私
の
先
輩
の
あ
る
区
の
指
導
室
長
は
、
不

適
格
教
員
へ
の
処
分
を
巡
り
裁
判
に
な
っ
た
。

指
導
室
長
を
退
き
、
他
地
区
の
校
長
へ
転
出

し
た
後
も
、
公
判
の
た
め
定
期
的
に
裁
判
所

に
通
っ
た
。
裁
判
所
で
は
動
員
さ
れ
た
支
援

団
体
の
者
た
ち
か
ら
、
い
つ
も
罵
声
を
浴
び

た
。
事
案
の
終
息
を
み
た
の
は
、
校
長
を
退

職
し
た
後
だ
っ
た
。

全
国
で
苦
し
む
教
員
の
た
め
に
、
法
務
相

談
制
度
が
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う
に
願
う
。

け
る
法
務
相
談
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
」
と

い
う
通
知
を
出
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
二
〇

年
四
月
か
ら
弁
護
士
等
へ
の
法
務
相
談
経
費

に
つ
い
て
普
通
交
付
税
措
置
を
講
じ
る
こ
と

に
し
た
。
つ
ま
り
国
が
一
定
の
支
援
を
す
る

と
い
う
方
針
を
定
め
た
。

　

又
、
弁
護
士
に
依
頼
で
き
る
業
務
を
明
示

し
た
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
助
言
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務

○
代
理
・
保
護
者
と
の
面
談
へ
の
同
席
等

○
研
修　
　

○
出
張
授
業

助
言
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
と
し
て
は
次

の
よ
う
な
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

い
じ
め
対
応
、
保
護
者
対
応
、
学
校

事
故
へ
の
対
応
、
児
童
虐
待
、
触
法
・
非

行
・
暴
力
・
性
加
害
等
の
問
題
行
動
、
不

登
校
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
、

重
大
な
少
年
事
件
や
い
じ
め
自
死
事
件
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応
、
貧
困
・
福
祉
問

題
、
体
罰
・
生
徒
指
導
上
の
問
題
等
へ
の

対
応
、
著
作
権

以
前
か
ら
、
校
長
会
で
は
保
護
者
か
ら
の

無
理
難
題
要
求
等
へ
の
対
応
の
た
め
に
、
法

務
関
係
の
学
校
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
を
求

一
方
的
に
糾
弾
す
る
。
圧
倒
的
な
資
金
力
を

も
ち
、
広
報
手
段
で
繰
り
返
し
責
め
立
て
る
。

ま
さ
に
公
教
育
の
危
機
だ
っ
た
。

港
区
は
、
こ
の
案
件
を
区
長
部
局
で
対
応

す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
の
対
応
は
省
略

す
る
。

　

港
区
は
、
二
〇
〇
七
年
、
全
国
に
先
駆
け

て
「
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
」
を
導
入
し

た
。二

一
名
の
弁
護
士
が
、
四
〇
の
小
中
学
校

と
幼
稚
園
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
校
長
や
教

員
は
、
直
接
電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
、

司
法
の
観
点
か
ら
、
助
言
を
受
け
る
。
当
事

者
同
士
の
話
し
合
い
に
同
席
を
求
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
学
校
か
ら
の
相
談
は
、
年
間
四

〇
件
程
度
。

　

港
区
が
講
じ
た
こ
の
制
度
。
現
場
の
教
員

に
と
っ
て
、
大
変
心
強
い
も
の
だ
っ
た
。
し

か
し
、
財
政
的
に
豊
か
な
自
治
体
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
と
羨
ま
し
く
思
っ
た
。

三　

学
校
に
お
け
る
法
務
相
談
体
制

　

文
科
省
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
に
全
国
の

都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
「
教
育
行
政
に
お
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か
さ
ど
る
大
脳
新
皮
質
の
割
合
が
非
常
に
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

　

生
物
の
進
化
に
伴
い
、
脳
幹
、
小
脳
、
大

脳
の
辺
縁
系
の
古
皮
質
（
爬
虫
類
脳
）、
旧
皮

質（
旧
哺
乳
類
脳
）そ
し
て
大
脳
新
皮
質（
新

哺
乳
類
脳
）と
発
達
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、面

白
い
こ
と
に
人
間
の
胎
児
の
脳
も
、
母
体
の

中
で
こ
の
生
物
の
脳
の
進
化
と
同
じ
よ
う
な

発
達
を
た
ど
る
。
人
間
は
自
分
の
体
内
で
生

物
の
進
化
の
過
程
を
た
ど
る
わ
け
で
あ
る
。

　

新
生
児
の
脳
の
重
さ
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と

同
じ
く
ら
い
の
約
四
〇
〇
ｇ
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
後
急
速
に
大
脳
新
皮
質
の
頭
頂
葉
、

後
頭
葉
、
側
頭
葉
、
前
頭
葉
が
発
達
し
て
、

九
歳
児
く
ら
い
に
は
成
人
脳
の
九
〇
％
く
ら

い
ま
で
発
達
す
る
。
確
か
に
生
ま
れ
た
時
の

赤
ん
坊
は
お
猿
さ
ん
の
よ
う
で
あ
る
が
、
身

体
の
発
達
と
と
も
に
学
習
能
力
が
ど
ん
ど
ん

高
ま
っ
て
い
く
。
幼
少
期
の
教
育
の
重
要
性

が
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

人
間
の
脳
は
成
人
に
な
っ
た
時
に
約
一
三

〇
〇
～
一
四
〇
〇
ｇ
で
完
成
す
る
。
そ
の
後
、

脳
の
神
経
細
胞
同
士
を
つ
な
ぐ
神
経
線
維
が

三	

胎
児
の
脳
の
発
達

　

ヒ
ト
を
人
た
ら
し
め
て
き
た
も
の
と
し
て

脳
の
進
化
が
あ
る
。

　

魚
類
の
脳
は
、
生
命
維
持
の
機
能
を
つ
か

さ
ど
る
脳
幹
（
中
脳
、
間
脳
、
橋
、
延
髄
）

が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
お
り
、
両
生
類
、

爬
虫
類
、
鳥
類
と
進
化
す
る
に
つ
れ
て
大
脳

の
辺
縁
系
（
食
欲
や
性
欲
な
ど
生
存
本
能
を

つ
か
さ
ど
る
古
皮
質
部
分
）
が
大
き
く
な
る
。

鳥
類
は
空
を
飛
ぶ
と
い
う
複
雑
な
運
動
が
必

要
な
た
め
に
小
脳
の
部
分
が
比
較
的
大
き
い
。

そ
し
て
、
哺
乳
類
に
な
る
と
、
快
不
快
、
怒

り
、
恐
怖
な
ど
本
能
的
情
動
を
つ
か
さ
ど
る

大
脳
の
旧
皮
質
部
分
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

人
間
に
な
る
と
、
高
度
な
精
神
的
活
動
を
つ

二	

脳
の
進
化

　

人
間
は
、
学
術
上
は
、
動
物
界
脊
椎
動
物

門
哺
乳
網
霊
長
目
ヒ
ト
科
ヒ
ト
属
ヒ
ト
（
ホ

モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
で
あ
る
。
霊
長
目
ヒ
ト

科
に
は
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、
ゴ
リ
ラ
、
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
、
ボ
ノ
ボ
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
が
人
間
に
最
も
近
い
動
物
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
た
ち
人
間
は
、
約

三
八
億
年
前
に
地
球
に
生
命
が
誕
生
し
て
以

来
、
生
物
の
進
化
と
い
う
命
の
連
鎖
を
経
て

今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
遺

伝
子
や
身
体
の
中
に
そ
の
痕
跡
は
残
っ
て
い

る
。 一	

ヒ
ト
と
は

脳
と
遺
伝
子

ヒ
ト
を
人
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
。
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る
。
こ
の
普
段
眠
っ
て
い
る
部
分
を
ｏ
ｎ
に

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
間
は
と
て
つ
も

な
い
能
力
を
発
揮
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

天
才
や
超
人
は
、
き
っ
と
遺
伝
子
を
活
性
化

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

最
近
、
脳
や
遺
伝
子
の
分
野
の
研
究
成
果

が
い
ろ
い
ろ
と
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま

だ
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
。

　

教
育
分
野
で
も
最
新
の
研
究
成
果
を
活
用

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
と
同
時
に
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
か

ら
こ
そ
、
教
育
の
面
白
さ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

七	

最
新
研
究
成
果
と
教
育

的
活
動
が
可
能
に
な
っ
た
が
、脳
は
全
能
で
も

な
く
案
外
賢
く
な
く
騙
さ
れ
や
す
い
と
い
う
。

　

私
た
ち
は
普
通
、
楽
し
く
お
か
し
い
と
感

じ
る
こ
と
で
笑
う
の
だ
が
、
楽
し
く
な
く
て

も
、
笑
顔
の
表
情
を
つ
く
る
と
脳
は
楽
し
い

の
だ
と
判
断
し
て
楽
し
い
と
感
じ
る
脳
内
神

経
物
質
を
出
す
ら
し
い
。
つ
ら
い
時
や
苦
し

い
時
ほ
ど
笑
顔
を
つ
く
る
こ
と
で
、
気
分
が

軽
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

細
胞
の
設
計
図
と
い
わ
れ
る
遺
伝
子
。
遺

伝
子
に
よ
り
各
細
胞
が
働
き
、
私
た
ち
は
考

え
、
行
動
す
る
。
こ
の
遺
伝
子
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
と

い
う
高
分
子
生
体
物
質
で
四
つ
の
塩
基
を
中

心
に
成
り
立
ち
、
二
重
ら
せ
ん
構
造
で
つ
な

が
っ
て
い
る
。
人
間
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
約
三
〇
億

個
の
配
列
（
ゲ
ノ
ム
）
で
あ
る
が
、
そ
の
内

容
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
そ
う
だ
。
決
し
て
人
間
だ
け
が
特
別
な
存

在
で
は
な
い
。

脳
の
研
究
と
同
様
、
遺
伝
子
の
研
究
も
進

ん
で
い
る
。
実
際
に
働
い
て
い
る
遺
伝
子
は

全
体
の
一
割
以
下
で
あ
り
、
多
く
の
部
分
が

眠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

六	

遺
伝
子
の
力

発
達
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
複
雑
に
強
化
さ

れ
、
高
度
な
統
合
的
判
断
力
や
精
神
性
と
い

う
脳
の
機
能
が
高
め
ら
れ
て
い
く
。
大
人
に

な
っ
て
か
ら
も
頭
を
使
い
、鍛
え
る
こ
と
で

脳
は
ま
す
ま
す
深
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

人
間
も
ヒ
ト
と
い
う
動
物
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
脳
の
発
達
の
過
程
を
み
て
も

よ
く
分
か
る
。
私
た
ち
の
脳
に
は
、
他
の
動

物
の
脳
と
同
じ
機
能
が
確
実
に
共
有
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
生
物
共
通
の
生
命
維
持
、

生
存
本
能
と
し
て
、
自
分
と
い
う
個
体
を
残

す
こ
と
、
自
分
の
血
統
を
優
先
し
て
守
っ
て

い
く
こ
と
が
私
た
ち
人
間
の
脳
に
も
イ
ン

プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。

　

い
じ
め
な
ど
の
差
別
問
題
を
考
え
る
時
、

異
質
な
も
の
を
排
除
、
差
別
し
よ
う
と
す
る

意
思
が
私
た
ち
の
脳
の
部
分
に
存
在
し
、
誰

も
が
そ
う
い
う
行
動
を
行
う
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

脳
の
発
達
に
よ
り
、
人
間
は
高
度
な
精
神

四	

ヒ
ト
の
脳

五	

脳
は
思
っ
た
ほ
ど
賢
く
な
い

イラスト：水川　勝利
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向
山
論
文

向
山
実
践
の「
か
く
れ
技
」─
─
料
理
の
か
く
し
味
・
授
業
の
か
く
れ
技

プ
ロ
は
、か
く
し
技
を
も
っ
て
い
る
は
ず
。「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
を
脱
却
す
る
た
め
の
「
技
」

を
身
に
付
け
る
の
に
、「
偶
然
は
な
い
」。
そ
の
道
の
問
題
提
起
を
氏
は
一
貫
し
て
問
う
て
い
る
。

杉す
ぎ

山や
ま 

裕ひ
ろ

之ゆ
き

T
O
SS K

ids School

静
岡
安
西
・
清
水
オ
ハ
ナ
教
室
責
任
者

　

十
年
前
、
板
前
の
腕
が
気
に
い
っ
て

通
っ
た
店
が
あ
る
。
新
潟
古
町
通
り
の
老

舗
で
修
業
を
し
た
と
い
う
。

　

月
に
一
、
二
度
、
八
年
ほ
ど
通
っ
た
が
、

出
さ
れ
た
料
理
で
同
じ
も
の
は
一
つ
と
し

て
な
か
っ
た
。

　

私
の
行
く
の
を
待
ち
う
け
て
い
て
「
せ

ん
せ
い
、
ど
う
ぞ
」
と
料
理
が
出
て
く
る
。

　

あ
る
年
の
冬
、
大
き
な
鉢
に
入
っ
た
ポ

ン
ス
味
の
料
理
を
食
べ
た
。
身
も
お
い
し

い
し
、
ス
ー
プ
も
う
ま
い
。

　

そ
の
味
が
、
一
味
ち
が
う
の
だ
。
何
か
、

か
く
し
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
分
ら
な
い
。

　

こ
の
味
は
、ず
っ
と
頭
に
こ
び
り
つ
い
た
。

　

板
前
さ
ん
が
、
故
郷
に
帰
る
時
、
見
せ

て
も
ら
っ
た
。
春
、
と
な
り
の
洗
足
池
の

桜
の
若
葉
を
つ
ん
で
お
い
て
、
か
く
し
味

に
つ
か
っ
た
と
い
う
。
⑴

　

な
る
ほ
ど
！　

納
得
！

　

う
ま
い
料
理
に
は
、
素
材
、
腕
、
味
つ
け
、

か
く
し
味
と
、「
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
」
が

必
要
と
な
る
。

　

う
ま
い
料
理
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
」

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
可
能
と
な
る
。

　

偶
然
は
な
い
。

　

ま
た
、
ど
の
一
つ
も
大
切
に
な
る
。

　

授
業
も
同
じ
で
あ
る
。

　

教
材
、
指
導
方
法
、
指
導
技
術
、「
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
」
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

良
い
授
業
は
成
り
立
つ
。

　

偶
然
は
な
い
。

　

ど
の
一
つ
も
、
大
切
で
あ
る
。

　

勉
強
熱
心
、
研
究
熱
心
で
、
謙
虚
な
人

し
か
、
い
い
授
業
は
で
き
な
い
。

　

偶
然
は
な
い
。
⑵

⑴　

今
か
ら
四
二
年
前
、
教
育
界
に
向
山
洋
一

氏
が
刺
激
的
な
教
育
実
践
、
論
文
を
引
っ
提

げ
て
、
彗
星
の
ご
と
く
、
登
場
し
た
。
教
育

技
術
も
教
育
思
想
も
教
育
哲
学
も
な
か
っ
た

私
を
含
め
た
二
〇
代
教
師
が
、
氏
の
具
体
的

な
教
室
描
写
に
教
育
雑
誌
を
貪
る
よ
う
に
読

ん
だ
の
は
、
必
然
で
あ
っ
た
。
法
則
化
運
動

が
始
ま
り
、
十
年
経
っ
た
頃
の
論
文
が
こ
の

「
か
く
れ
技
」
特
集
で
あ
っ
た
。
料
理
と
授

業
、
一
見
異
な
る
よ
う
な
モ
ノ
に
共
通
項
が

あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
私
は
、
違
う
世

界
の
例
を
教
育
に
関
連
付
け
る
氏
の
人
間
力

に
も
憧
れ
を
抱
き
続
け
る
こ
と
と
な
る
。
未

だ
か
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
（
エ
ピ

ソ
ー
ド
）
で
授
業
を
語
る
人
間
が
存
在
し
て

い
た
だ
ろ
う
か
？　

私
は
知
ら
な
い
。

⑵　
「
な
る
ほ
ど
！　

納
得
！
」
の
後
、「（
さ

ま
ざ
ま
な
）
分
野
」
と
「
シ
ス
テ
ム
」
が
「
う

ま
い
料
理
」
と
「
良
い
授
業
」
に
は
共
通
で

あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
度
記

さ
れ
て
い
る
「
偶
然
は
な
い
」
に
込
め
ら
れ

た
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
自
分
自
身
の

日
々
の
授
業
や
授
業
観
に
ど
れ
ほ
ど
役
立
っ

た
か
計
り
知
れ
な
い
。

⑶　

一
九
八
四
年
、
有
田
・
向
山
立
合
い
授
業
。

向山洋一が教育界に創ってきたもの



教師としての高みを目指して道標道標

  2021. 1273

教
師
五
年
目
の
私
も
現
場
に
居
た
。
し
か
し
、

ま
さ
に
「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
だ
っ
た
。
行

雄
氏
が
取
り
上
げ
、
有
田
氏
が
評
価
し
た
よ

う
な
中
に
「
プ
ロ
の
か
く
れ
技
」
が
存
在
し

て
い
た
の
だ
。「
立
ち
あ
い
授
業
全
記
録
と

討
論
の
報
告
」（『
授
業
研
究
』
№
二
八
三
、

明
治
図
書
）
を
再
度
読
み
直
す
。
洋
一
氏
ご

自
身
の
「
授
業
者
の
自
己
分
析
」
の
中
に

「
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
る

こ
と
も
興
味
深
い
。

⑷　

洋
一
氏
の
「
今
で
も
状
況
を
再
現
で
き

る
」
に
プ
ロ
の
「
か
く
れ
技
」
を
み
る
。
後

述
の
再
現
を
読
み
進
め
る
と
、
氏
が
プ
リ
ン

ト
を
配
付
す
る
と
き
の
わ
ず
か
な
時
間
の
状

況
が
克
明
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
教
育
研
究
」

は
様
々
に
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

洋
一
氏
は
、
前
述
の
『
授
業
研
究
』
誌
の
中

で
い
う
。「
授
業
を
語
る
力
は
、
そ
の
人
自

身
の
技
量
の
反
映
な
の
で
あ
る
」。ま
た
、「
原

則
は
、
将
棋
、
囲
碁
、
歌
な
ど
プ
ロ
の
世
界

な
ら
常
識
で
あ
る
」
と
も
言
う
。
ま
さ
に
、

教
育
の
「
プ
ロ
」
を
目
指
す
、
偶
然
で
な
い

「
法
則
化
」
を
研
究
す
る
「
運
動
」
が
展
開

さ
れ
て
い
た
。

　

こ
こ
で
、
授
業
に
つ
い
て
見
す
ご
さ
れ

が
ち
な
こ
と
が
あ
る
。

「
か
く
れ
技
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。

　

料
理
で
い
う
「
か
く
し
味
」
と
思
え
ば

い
い
。

　

し
か
し
、
授
業
で
は
「
か
く
し
」
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。「
か
く
れ
」
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

法
則
化
運
動
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
教
育

技
術
」
と
い
う
小
さ
な
視
点
を
大
切
に
し

て
き
た
。

　

そ
れ
で
も
大
き
す
ぎ
る
の
で
「
小
さ
な

技
術
」「
片
々
（
へ
ん
ぺ
ん
）
の
技
術
」

な
ど
を
と
り
あ
げ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
で
も
大
き
す
ぎ
る
気
が

す
る
。

　

そ
れ
よ
り
小
さ
い
「
見
え
な
い
技
術
」

「
か
く
れ
技
術
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
、

と
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
。

　

か
つ
て
「
有
田
・
向
山
立
合
い
授
業
」

と
い
う
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
授
業
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
授
業
の
中
で
、
有
田
氏
は
、
一
人

の
子
ど
も
を
指
さ
し
し
て
、
何
事
か
を
確

認
し
た
。

　

一
瞬
の
で
き
ご
と
で
あ
り
、
数
百
名
の

参
観
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
こ
と
を
見

逃
し
た
。

　

立
合
い
授
業
の
特
集
の
中
で
、
向
山
行

雄
（
氏
）
は
、
こ
の
一
瞬
の
で
き
ご
と
を

と
り
あ
げ
た
。
⑶

　

有
田
氏
は
「
よ
く
ぞ
見
ぬ
い
た
」
と
い

う
内
容
の
感
想
を
書
い
た
。

（
中
略
）

「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
と
い
う
。

　

か
く
れ
技
と
は
、
こ
の
よ
う
に
一
瞬
の

こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
人
の
目
の
前
で
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
見
え
る
人
に

し
か
見
え
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

立
合
い
授
業
が
終
わ
っ
た
時
、
私
は
谷

川
氏
に
批
判
さ
れ
た
。

「
プ
リ
ン
ト
が
全
員
に
行
き
渡
っ
て
な
い

の
に
、
授
業
を
す
す
め
て
し
ま
っ
て
い
る
」

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

私
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
見
逃
す
は

ず
が
な
い
。
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
だ
が
、

今
で
も
状
況
を
再
現
で
き
る
。
⑷
（
後
略
）

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書

一
九
九
五
年
十
二
月
号
）
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向
山
先
生
の
家
か
ら
歩
い
て
五

分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
荏
原
町
が
あ

る
。
お
昼
前
、
散
歩
が
て
ら
、
向

山
先
生
の
歯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

付
い
て
行
く
こ
と
が
あ
る
。

　

歯
医
者
が
終
わ
り
、
近
く
の
お

店
で
お
昼
を
食
べ
て
帰
っ
て
く
る
。

　

途
中
疲
れ
た
ら
、
旗
が
岡
八
幡

宮
の
駐
車
場
に
座
っ
て
一
休
み
で

き
る
。
ち
ょ
う
ど
い
い
散
歩
コ
ー

ス
に
な
っ
て
い
る
。

　

十
月
の
台
風
一
過
、
秋
晴
れ
の

土
曜
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
午
前
・

午
後
と
向
山
先
生
の
挨
拶
の
予
定

が
あ
っ
た
。

　

午
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
Ｉ
Ｎ
福
井
の
挨
拶
を
終
え
、

荏
原
町
の
「
秀
」
に
お
昼
を
食
べ

に
行
っ
た
。

　

い
つ
も
の
通
り
、
向
山
先
生
は

お
刺
身
を
私
は
肉
を
注
文
し
た
。

向
山
先
生
の
お
刺
身
が
先
に
来
て
、

「
今
日
の
中
ト
ロ
美
味
し
そ
う
で

す
ね
。
鯛
の
薄
づ
く
り
も
は
や
く

で
き
ま
し
た
ね
」

な
ん
て
言
い
な
が
ら
、
向
山
先
生

が
中
ト
ロ
を
口
に
入
れ
た
の
を
見

届
け
た
。

　

向
山
先
生
が
、
ふ
と
口
を
動
か

す
の
を
止
め
た
。

　

な
ん
と
、
差
し
歯
が
取
れ
て
し

ま
っ
た
。
中
ト
ロ
以
上
に
柔
ら
か

い
食
べ
物
な
ん
て
、
豆
腐
ぐ
ら
い

な
も
の
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
に
ち
ょ
う
ど
、
私
の
焼
肉

定
食
が
来
た
。
私
は
差
し
歯
が
取

れ
た
こ
と
よ
り
、
目
の
前
の
焼
肉

に
心
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
向
山
先
生
は
、

「
ど
こ
か
、
歯
医
者
に
行
き
た
い
」

と
言
わ
れ
る
。

　

困
っ
た
！

　

そ
も
そ
も
土
曜
日
だ
。
と
り
あ

え
ず
焼
肉
を
陶
板
の
上
に
の
せ
て

か
ら
、
ス
マ
ホ
で
、
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
院
に
電
話
。
か
か
り
つ

け
は
、「
秀
」
か
ら
歩
い
て
三
分

だ
。
い
つ
も
土
曜
日
で
も
や
っ
て

い
る
の
に
、
そ
の
日
に
限
っ
て
、

留
守
電
が
流
れ
、
開
い
て
い
な
い
。

　

焼
肉
を
裏
返
し
な
が
ら
、
ス
マ

ホ
で
荏
原
町
近
く
の
歯
科
医
院
を

探
す
。
歯
科
医
院
は
、
土
曜
日
は

ほ
と
ん
ど
開
い
て
い
な
い
。

　

焼
肉
を
口
に
入
れ
な
が
ら
、
さ

ら
に
探
す
。
な
ん
と
、「
秀
」
か

ら
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
と
こ
ろ

に
歯
科
医
院
が
見
付
か
っ
た
。

　

歯
科
医
院
は
見
付
か
っ
た
が
、

焼
肉
が
食
べ
終
わ
っ
て
い
な
い
。

保
険
証
も
持
っ
て
い
な
い
。

　

先
生
は
今
に
も
立
ち
上
が
り
そ

う
な
雰
囲
気
だ
。

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
待
っ
て
！　

痛

く
な
く
て
、
差
し
歯
な
ら
大
丈
夫

だ
か
ら
。
肉
だ
け
食
べ
る
か
ら
…
」

と
励
ま
し
な
が
ら
、
肉
だ
け
完
食
。

茶
碗
蒸
し
や
サ
ラ
ダ
は
諦
め
、
勘

定
を
済
ま
せ
た
。
刺
身
も
無
理

言
っ
て
お
土
産
に
し
て
も
ら
っ
た
。

　

場
所
を
探
し
な
が
ら
、
歯
科
医

院
に
着
い
た
。

　

診
療
時
間
が
あ
と
五
分
（
十
二

時
五
五
分
）
だ
っ
た
が
、
院
長
先

生
が
診
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

間
に
合
っ
た
が
、
や
っ
ぱ
り
焼
肉

は
半
分
に
す
る
べ
き
だ
っ
た
と
少

し
だ
け
反
省
し
た
。

「
保
険
証
が
な
い
と
十
割
で
す
が
」

と
受
付
の
女
性
が
言
っ
た
が
、
思

わ
ず
、

「
お
金
な
ら
、
い
く
ら
で
も
あ
り

ま
す
」

な
ん
て
答
え
て
し
ま
っ
た
。

「
午
後
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
の
挨
拶
で

は
、
抜
け
た
歯
で
は
カ
ッ
コ
悪
い
で

す
ね
。
仮
の
歯
を
入
れ
ま
し
ょ
う
」

と
、
す
ご
く
上
手
に
治
療
し
て
く

れ
た
。

　

若
く
て
受
け
答
え
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
先
生
み
た
い
に
さ
わ
や
か
で
向

山
先
生
は
と
て
も
気
に
入
り
、
そ

こ
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。（
続
く
）

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

荏原町でのハプニング
向山先生の歯がとれた！
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

　

T
O
S
S
と
上
海
師
範
大
学
の

教
育
交
流
の
歴
史
は
、
二
〇
年
以

上
に
及
ぶ
。
毎
年
、
日
本
教
育
技

術
学
会
に
お
招
き
し
、
年
末
に
は

団
長
の
谷
先
生
と
T
O
S
S
の
先

生
方
が
上
海
を
訪
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
二
年
ほ
ど
交
流
が
途
絶
え

て
い
る
。

　

そ
ん
な
時
、
T
O
S
S
と
上
海

の
架
け
橋
で
あ
る
、
向
山
先
生
の

中
学
時
代
の
恩
師
平
井
八
重
先
生

か
ら
、
交
流
当
初
に
お
世
話
に

な
っ
た
上
海
師
範
大
学
学
長
先
生

の
訃
報
が
届
い
た
。
す
ぐ
に
お
悔

み
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
上
海

師
範
大
学
か
ら
丁
寧
な
長
文
の
御

礼
状
が
届
い
た
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　

T
O
S
S
最
高
顧
問　

�

向
山
洋
一
先
生

T
O
S
S
代
表�

谷
和
樹
先
生

T
O
S
S
訪
中
団
事
務
局　

�

勇　
眞
先
生

　
上
海
師
範
大
学
前
学
長
王
邦
佐

の
ご
弔
問
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
王
前

学
長
は
上
海
師
範
大
学
と

T
O
S
S
と
の
交
流
の
草
分
人
で

あ
り
、
中
日
友
好
の
先
駆
者
で
も

あ
り
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
の
春
か
ら
世
界
中

に
広
が
り
つ
つ
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
人
々
の
繋
が
り
を
切

断
し
、
20
余
年
続
い
て
き
た
本
大

学
と
T
O
S
S
と
の
交
流
も
そ
の

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
但
し
、
今
年
開
か
れ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
人
間
の
結
び
つ
き
を
断
ち
切

れ
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

来
年
北
京
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
そ

の
際
も
っ
と
大
規
模
な
行
き
来
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
上
海
師
範
大
学
は
長
い
間
続
い

て
き
た
T
O
S
S
と
の
交
流
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
教
員
養
成
を
使

命
と
す
る
上
海
師
範
大
学
に
と
っ

て
、
毎
年
の
訪
日
と
ご
来
訪
は
日

本
の
基
礎
教
育
を
理
解
す
る
窓
口

で
あ
り
、
中
日
の
教
員
交
流
の
大

事
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
も
あ

り
ま
す
。
T
O
S
S
は
日
本
最
大

の
教
師
団
体
で
、
上
海
師
範
大
学

は
付
属
小
、
中
、
高
等
学
校
が
62

校
あ
る
大
学
で
す
。
お
互
い
の
交

流
は
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
日
両
国
の

基
礎
教
育
に
大
き
な
意
義
の
あ
る

事
業
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
一

日
も
早
く
終
息
し
、
交
流
を
再
開

す
る
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

継続は力
20年を超える上海師範大学との教育交流。

　
上
海
師
範
大
学　
国
際
交
流
処

�

処
長　
武　
成

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　

　

平
井
八
重
先
生
は
「
こ
の
よ
う

に
長
く
続
く
交
流
は
他
に
あ
り
ま

せ
ん
。
T
O
S
S
と
上
海
師
範
大

学
の
教
育
交
流
は
、
国
と
国
の
交

流
で
す
か
ら
、
次
の
代
に
な
っ
て

も
こ
の
大
切
な
交
流
を
続
け
て
下

さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。

９月15日、研究所メルマガ「今月の一言」の撮影は「誕生日の一言」になった。
その場で一句「辿りきて　七十八の　夢を見る　向山洋一」。おちゃめなポー
ズまでサービスしてくれた。
向山先生、お誕生日おめでとうございます。
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子
供
教
室
で
生
ま
れ
た
ド
ラ
マ

コ
ロ
ナ
禍
で
も
楽
し
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
五
色
百
人
一
首
。

毛も
う

利り 

康や
す

子こ

石
川
県
公
立
小
学
校

まんが：ナカジマ　ヤヨイ



社会貢献活動への取り組み

77   2021. 12

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　12月号　▪CONTENTS▪
【連載】

１．�教えて！　専門家�
……桑原和彦　※チャレランについて

２．�社会貢献活動Q&A�
……回答：手塚美和　質問：松島博昭

３．TOSSサークルreturns……上西恵美・赤塚邦彦
【特別コンテンツ】
●�P76-77の漫画原作大公開‼
●五色百人一首プレ全国大会（3月20日）募集中‼

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

https://circle.toss-online.com
/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

北海
道

法則化アツマロウ

北海道千歳市立北進小学校

赤
あか

塚
つか

 邦
くに

彦
ひこ

連絡先：akatsuka.kunihiko@toss2.com

毎週40分限定の短期集中型サークル
　現在は毎週１回Zoomによるオンラインの形
態で活動中である。内容は模擬授業が中心。
毎回４〜５名が授業に挑戦。授業ごとにメン
バーがコメントし、最後に代表からもコメント、
代案を示している。最後の５分は、代表のミニ
講座。算数や仕事術を中心に、旬の話題を提
供できるように心がけている。毎回40分限定に
しているので、日常生活に無理のない範囲で参
加できると好評である。お待ちしております！

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

富山県
TOSSジェット

富山県富山市立月岡中学校

大
おお

森
もり

 雄
ゆう

一
いち

連絡先：wt7qefyw2@yahoo.co.jp

「基礎基本」から「深い学び」まで扱うサークル
　富山の中高教師を中心にサークル活動をし
ている。読み合わせでは、サークル代表が先
輩から譲り受けた「向山洋一実物資料集」（旧
版）を活用。同一教材模擬授業では、サーク
ル員が持ってきた教材を参加者が次々と授業
する。狙いも展開も異なり、面白い。それぞれ
で代案を示すことから、授業力も上がっていく。
　隔週の金曜日に開催。コロナ禍では、オン
ライン開催が多いため、全国から参加可能。

セミナー情報
http://seminar.tos-online.com/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSSセミナー情報」
へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

（TOSS中央事務局　手塚美和）

『新・向山洋一実物資料集』予約購入者限定セミナーほか12月
◆�『新・向山洋一実物資料集』予約購入者限定
　第２回セミナー〈オンラインzoom〉
なぜ向山洋一は時代を先取りする、骨太な提案
ができたのか？膨大な向山洋一の教育資料を整
理し、未発表の資料を中心に、教育界に残すべ
く知見を教科・テーマごとに編纂！
【日　時】　�12月５日（日） 10：00 ～ 11：30（受

付は９：30から）
【講　師】　谷 和樹・⻑谷川博之・林 健広・塩谷直大
【司　会】　許 鍾萬
【参加費】　�『新・向山洋一実物資料集』予約購入者：無料／
　　　　　一般：20,000円（税込）
【形　式】　�ZOOMによるオンラインセミナー（予約購入者無料） 

※URLのご案内はメールにて行います。
　　　　　（詳細はhttps://mukoyama.tiotoss.jp/から）
【主　催】　特定非営利活動法人TOSS

◆向山学を学ぶ向山塾　〈ハイブリッド開催）〉
向山洋一の魅力をピュアに学ぶ塾　向山実践をとことん追求し
ます！
【日　時】　12月４日（土）13：00 ～ 16：00
【講　師】　�向山洋一・谷 和樹・伴 一孝・�

師尾喜代子・小嶋悠紀
【参加費】　早割（14,000円）事前（15,000円）
【担当者】　手塚美和　mukouyamajuku@gmail.com
【申　込】　https://mukojukuosaka1204.peatix.com/

◆�第88回最新環境教育セミナー in大阪
　〈ハイブリッド開催予定〉
様々な日本企業の環境教育への取り組みについ
て、最新の環境テキストを活用しながら多様な
指導法が模擬授業で提案されます。講師の講評・
解説により児童に環境教育を理解させるために
必要な指導法をたくさん学ぶことができます。
【日　時】　12月４日（土）10：00 ～ 12：00
【講　師】　谷 和樹・小嶋悠紀
【参加費】　無料
【会　場】　�現地参加：大阪国際会議場（予定）／オンライン参

加：（Zoom）
【後　援】　経済広報センター
【担当者】　田中直行　chokkou@gmail.com

◆エネルギー教育シンポジウム松山
　〈オンラインzoom〉
【日　時】　�12月11日（土）10：00 ～

12：00
【講　師】　谷 和樹・小森栄治
【参加費】　無料
【後　援】　経済広報センター
【担当者】　�佐藤泰弘　yasu ６sato@gmail.com
※�上記いずれも詳細は「TOSSセミナー情報（https://seminar.

toss-online.com/）」からご覧いただけます。
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向
山
日
記

九
月
二
日
㈭	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ
ん

と
リ
ハ
ビ
リ
。
東
京
タ
ワ
ー
近
く
の
地
下
で

昼
食
。

九
月
三
日
㈮	

久
し
ぶ
り
に
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
「
五
十
三
次
」
に
行
く
。

九
月
五
日
㈰	
恵
理
子
、
か
ん
ち
ゃ
ん
来
宅
。

九
月
六
日
㈪	
板
倉
先
生
、
師
尾
先
生
と
向
山

で
三
人
会
。「
木
曽
路
」。
算
数
で
消
し
ゴ
ム

を
使
わ
な
い
原
点
に
つ
い
て
話
す
。

　

午
後
は
、
看
護
師
さ
ん
の
チ
ェ
ッ
ク
。

九
月
七
日
㈫	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ
ん

と
リ
ハ
ビ
リ
。
広
尾
の
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
。

九
月
八
日
㈬	

昼
、
研
究
所
へ
。

九
月
九
日
㈭	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ
ん

と
リ
ハ
ビ
リ
。

　

夜
は
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
１
階
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
中
央
事
務
局
会
議
。
全
国
か
ら
中
央
事
務

局
代
表
者
な
ど
五
〇
名
以
上
出
席
。

　

完
成
し
た
『
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
』

を
見
る
。

九
月
十
日
㈮	

聖
路
加
病
院
、
診
察
。

九
月
十
二
日
㈰	

テ
レ
ビ
で
将
棋
を
楽
し
む
。

九
月
十
三
日
㈪	

午
後
は
、
看
護
師
さ
ん
の

チ
ェ
ッ
ク
。
ケ
ニ
ア
大
使
館
近
く
で
昼
食
。

九
月
十
五
日
㈬	

七
八
歳
の
誕
生
日
。
ア
ネ
ッ

ク
ス
一
階
で
「
今
月
の
一
言
（
誕
生
日
の
一

言
）」
と
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
Ｑ
＆
Ａ
を
撮
影
。

　

そ
の
後
、
帝
国
ホ
テ
ル
「
吉
兆
」
で
昼
食
。
研

究
所
に
戻
り
ケ
ー
キ
で
お
祝
い
し
て
く
れ
た
。

九
月
十
七
日
㈮	

荏
原
町
の
本
屋
、
八
冊
。

九
月
十
八
日
㈯	

昼
、
研
究
所
で
オ
ン
ラ
イ
ン
。

第
１
回
『
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
』
購

入
者
限
定
セ
ミ
ナ
ー
で
話
を
す
る
。

九
月
十
九
日
㈰	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
。
弟
の
行

雄
も
一
緒
。
行
雄
は
元
全
国
校
長
会
会
長
。

　

全
国
か
ら
九
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
。

九
月
二
二
日
㈬	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
か
ら
、
向

山
塾
「
わ
い
わ
い
」
に
参
加
。
皆
で
誕
生
日

の
お
祝
い
を
し
て
く
れ
た
。

九
月
二
四
日
㈮	

歯
医
者
。
そ
の
後
、「
亀
七
」。

九
月
二
六
日
㈰	

東
北
大
チ
ー
ム
（
堀
田
龍
也

先
生
）
来
宅
延
期
。

九
月
二
七
日
㈪	
午
後
は
、
看
護
師
さ
ん
の

チ
ェ
ッ
ク
。
昼
「
木
曽
路
」。

九
月
二
九
日
㈬	

夕
方
、
研
究
所
へ
。

九
月
三
十
日
㈭	

午
前
中
は
、
療
法
士
さ
ん
と

リ
ハ
ビ
リ
。
そ
の
後
、
五
反
田
の
本
屋
へ
行

く
。
藤
井
聡
太
関
連
二
冊
、
そ
の
他
、
小
説

と
「N

ew
ton

」。
昼
食
は
、「
木
曽
路
」。

谷
日
記

九
月
三
日
㈮	

研
究
所
ス
タ
ッ
フ
が
私
の
自
宅

近
く
の
百
合
ヶ
丘
の
ス
タ
ジ
オ
ま
で
来
て
録

画
撮
り
。本
誌 5m

in. 

ア
ン
サ
ー
、ア
ン
ケ
ー

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
動
画
、
新
実
物
資
料
集
告
知

動
画
等
々
。
い
ず
れ
も
リ
ハ
な
し
一
発
取
り
。

九
月
五
日
㈰	

郵
便
セ
ミ
ナ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
。

五
百
名
以
上
の
参
加
。私
は
英
文
手
紙
の
授
業
。

九
月
六
日
㈪	

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
会
議
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
。

九
月
九
日
㈭	

全
国
中
央
事
務
局
会
議
Ｚｏ
ｏ
ｍ
。

九
月
十
三
日
㈪	

谷
チ
ー
ム
会
議 H

ybrid.

九
月
十
六
日
㈭	

執
行
部
会
議
Ｚｏ
ｏ
ｍ
。

九
月
十
八
日
㈯	

「
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料

集
セ
ミ
ナ
ー
」
第
一
回
。
資
料
集
を
購
入
し

た
人
は
無
料
で
参
加
で
き
る
。
編
集
者
に
よ

る
解
説
が
濃
い
。「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」「
コ
ー

ド
を
得
た
」
等
の
声
多
数
。
吉
永
先
生
か
ら

は
「
敬
意
と
感
謝
」
の
コ
メ
ン
ト
も
！

九
月
十
九
日
㈰	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
。

昨
年
同
様
オ
ン
ラ
イ
ン
＋
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
。

千
名
近
い
ご
参
加
。Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
授
業
の
ス
ム
ー
ズ
さ
、
洗
練
さ
に
来
賓
の

方
々
か
ら
驚
き
の
声
を
い
た
だ
い
た
。
私
は

向
山
氏
の
実
践
を
も
と
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
教
育

技
術
研
究
の
今
後
の
方
向
性
を
提
案
し
た
。

九
月
二
一
日
㈫	

都
道
府
県
正
副
代
表
者
会
議
。

向山・谷日記
2021年9月
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『教育トークライン』１月号
予告　12月15日発行

どの子も大切にされなければならない
「個別最適の学び」を教室で実現しよう特集

向山行雄　谷　和樹　小嶋悠紀　染谷幸二
佐藤智彦　林　健広　小森栄治　長谷川博之
岩田史朗　太田政男　鈴木恭子　勇　和代
手塚美和　塩谷直大　川原雅樹　星野優子
吉原尚寛

教育トークライン：第540号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、長谷川博之（副編集長）、
　　　手塚美和、小嶋悠紀、松島博昭、塩谷直大
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社　光陽メディア
編集協力：株式会社　友人社
DTP：株式会社　明昌堂

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

TOSS 教師に聞く！
「準備運動のおすすめルー
ティン」

教室に置く本や辞書について教室に置く本や辞書について

本
ま
で

７

は３か月限定公開です！　

像
ジは、
ンに
ます！

編
集
後
記	

▼「
微
差
が
大
差
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

省
略
部
分
を
補
え
ば
、「
微
差
が
積
も
り
積

も
っ
て
大
差
と
な
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
学

校
現
場
の
仕
事
術
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
す
。

結
果
を
出
す
教
師
の
仕
事
は
、
一
か
ら
百
ま
で

全
て
違
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
は
わ
ず
か
な
差
で

あ
っ
て
も
、
総
体
と
し
て
段
違
い
の
差
が
生
み

出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。本
特
集
で
は
そ
の「
微

差
」
に
光
を
当
て
ま
し
た
。（
長
谷
川
）

▼
今
、
自
分
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
書
き
出

す
と
頭
が
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。
向
山
氏
は
あ
り

の
ま
ま
で
書
く
こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
て
い
ま

す
。
学
級
通
信
、
日
記
等
を
、
決
め
た
周
期

で
書
き
続
け
る
こ
と
で
仕
事
の
腕
は
高
ま
り
ま

す
。
プ
ロ
教
師
は
、
大
量
に
書
く
作
業
で
メ
タ

認
知
し
、
自
分
の
課
題
を
見
付
け
成
長
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。（
松
島
）

▼
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催
さ
れ
た
「
教
育
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
ク
ラ
ブ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
七
〇
名
以

上
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
の
発
表
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
を
愛

す
る
先
生
た
ち
に
お
会
い
で
き
て
嬉
し
さ
い
っ

ぱ
い
で
す
。
今
後
も
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
の
た

め
、
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
き
ま
す
。（
塩
谷
）

Digital Talkline

ID：TL12� パスワード：s3viqj
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「借りる本を５分で決めなさい。」
　向山氏の本の買い方を学校でも応用。
　図書室には、長くても15分しか滞在し
ない。
「この棚にはこの本がある」
「次はこれを借りよう」
　時間を限定することで、子供たちに日頃
から本を選ぶ感覚が身に付いてくる。

↑朝読書でお手軽な読書紹介！
　ネームプレートの下に本の題名を板書。

東京都小平市立小平第四小学校 千
ち

葉
ば

 雄
ゆう

二
じ

教室の
風景

↑学習に関連した本のコーナー。
　学年で読めるように廊下に設置!!

↑セルフのブックトーク!!１分間読書。
　１分後次の人へ。学級文庫を一気に読破。

↑本の紹介ポスターを提示して、ビブリオバトル!!
　formのアンケート機能で投票。チャンプ本を決定!!

↑タブレットを使って「ブックトーク」。
　作者、冒険、などテーマを決めて１人３冊紹介。

読書の秋！　読書指導あれこれ！
子供たちが興味をもって本を手にするように様々
な仕掛けをする。
本を手にする機会を増やすことで読書好きが増加!!

タイアップ企画

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

一筆箋（同種3冊セット）
特別価格　490円�
（税込・定価：600円のところ）
特典：�同種3冊セットでの特別価格
パスワード：phnsby

学習テ�ンプレート／�
トレースくん（セット）

特別価格　9,500円
（税込・定価：10,500円のところ）
特典：セットでの特別価格
パスワード：drighf

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆＆

11月号
で紹介！

アルファベットスキル（音声CD付）
特別価格　330円
（税込・定価350円＋500円のところ）
特典：特別価格＋音声CDプレゼント
パスワード：i9lwe5

10月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年９月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材
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特
集
・
学
校
が
快
適
に
な
る「
仕
事
術
」

すべての子供の学力を保障する

教育 12
2021

No.540
December

教育技術研究所

特集

学校が快適になる「仕事術」
先生の仕事って楽しい！

令和3年11月15日発行（毎月1回15日発行）第540号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

マラソン大会！
長い道のりだけど頑張って完走しよう！
マラソン大会！
長い道のりだけど頑張って完走しよう！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”・・・下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「ものの名まえ」 　　　　算数　「けいさんぴらみっど」
小学2年　国語　「わたしはおねえさん」 　算数　「図をつかってかんがえよう」
小学3年　国語　「書き初め指導」　　　　 算数　「重さ」
小学4年　国語　「慣用句」　　　　　　　 算数　「仮分数に直す」
小学5年　国語　「冬の朝」　　　  　　　 算数　「割合」
小学6年　国語　「きつねの窓」　　　  　 算数　「データの調べ方」

中学校の授業実践
国語　「向山洋一氏の説明文の指導を
　　　　中学新教科書でもトレースする」
数学　「定時制高校でも向山型
　　　　数学は有効である」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！
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